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| 応 動 B 


寄 ia 規 iE 


1) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 に と か ぎり 受理 する とこ と が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 昆虫 学 , 農薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 報 父 ( 短 報 を 
&t), 新刊 紹介 , DR, 会 報 お よび 時 報 と する 。 ; 5 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 と は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と こと が ある 。 

4) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 する と と が ある 。 

5) 原稿 は 和文 ある らい は 欧文 と し , 横書き に する 。 和文 原稿 は 現代 仮名 づか らい に よる 平仮名 を 用 らい, な る さく 当 

用 漢字 を 用 らい る 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イ テ ィ ング する こと と 。 
6) 生物 名 , 外国 語 , BA, 地名 な ど は 片仮名 と し 。, 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ロー マ 字 綴り は 慣用 の 
姓名 を 除き 訓令 式 に よる と と 。 
7) 和文 原著 の 長 さ は 刷 上 り 8 頁 ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 と は , 400 字 詰 原稿 用 紙 で 40 枚 前 後 と な る ) UA, KX 
原著 の 長 さ は 届 上 り 6 頁 以 内 と し , こと の 制限 頁 を 超え る 部 分 に 対し て は 1 頁 に つき 1000 円 を 著者 の 負担 と する 。 
8) 短 報 は 刷 上 り 2 頁 ( 図 や 表 を 含ま な らい 場合 に は 400 FH RBA 10 枚 前 後 と な る ) 以内 と する 。 
9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 
COIR 序 ) 4. 表題 0. 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地名 vd a. 欧文 摘要 
(表題 , 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地 名 , 摘要 ) 

10) 欧文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 | 
CI FR) 4. 表題 Dn. 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地 名 Eee aA. 和文 摘要 
(RE, 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地 名 , HEB) 

11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 字 綴り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場合 
RE NG O0e: ee Oe 
和文 摘要 は つけ な いと と 。 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 文 が 和文 の 場合 に は 和文 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 に と お に て は , 著者 名 (年 号 ) ある い は (著者 名 , 年 号 ) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め る と と ろ に よる (農学 進歩 年 報 に 収録 )。 欧文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 充分 理解 で きる よう な も の と する と と 。 

16) 挿図 の 挿入 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する こと と 。 

17) 挿図 は 著者 に お に て あら か じ る め 1/2 程度 に 縮 少 で きる よ うに 黒 汁 で え が き 必ず 白色 の 厚紙 と に は る と と 。 不 完 
全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 希望 の 場合 は 実費 と し て 1 枚 に つき 1000 円 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い , RO es Oe 

21) 原著 論文 に 対し て は 別刷 0 eee oe ae は 50 部 を 単位 と し 
Beg hers nas eee 含む ) を 原稿 の 頭 初 に 朱 記 する と と 。 

A ea 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 C じ つい て は 原著 論 交 の 場合 と 同じ 2 

24) CREA FHA SOIC TCHICET SOC LZPRAULS LOSS MA ICs Bc Uh 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 詰 (な る べく B 5 判 , た て 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , 厚手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 1 イン チ ず つ あ ける こと a 

26) 原稿 は 書留 便 を も っ て 下記 へ 送付 する と と 


東京 都 北 区 西ヶ原 農林 省 農 業 技術 研究 所 内 
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有 気 噴射 に を ける 薬液 の 性 質 と 付 落 と の 関係 に つい ご! 


oR R Ek 杉 康 竜 
農林 省 農 業 技術 研究 所 


逆 布 薬液 の 付着 の 量 な ら び に 質 は 上 農薬 の 防除 効果 と 腎 
密 な 関係 を 有する 。 薬 液 の 付着 に は 液 の 性 質 , 特に 濡れ 
の 難易 が 影響 を 与え る が , 艇 布 条 件 も また 付着 を 左右 す 
る 重要 な 因子 で ある 。 ミ スト 換 や へ リコ プター 麗 布 の 場 
合 に は 早い 風 が 薬液 を 送り 付け た り , 付着 し た 薬液 を 押 
し 拡げ る な ど 2 次 的 影響 を 与え る 。 異な っ た 表 布 機具 を 
用 い , 散布 条件 を いろ いろ と 変え た 場合 の 表 布 法 に 関す 
る 周 場 試験 は し ば し ば 行なわ れ て いる 。 し か し 救 布 法 の 
基礎 実験 , 特に 小 規 模試 験 は scale effect が あ っ て 実際 
と 遊 見 し が ち で あぁ る 上 に 実験 条件 が 複雑 で , 農薬 , 農機 
只 , 作物 , HH, 病害 な ど 総 合 的 条件 を 必要 と する た め 
に あま り 行 われ て いな い 。 著者 ら は 有 有 気 噴射 て お ける 薬 
液 の 性 質 と 付着 と の 関係 , と り わ け 有 気 噴射 に お ける 薬 
液 は どの よう な 付着 を 示す か , 薬液 の 性 質 は どの 程度 を 
要求 され る か を 知る 目的 で モデ ル 実 験 を 行 っ た 。 実 験 の 
目的 を 上 に 述べ た よう に 限定 し , 実験 結果 の 表現 を 容易 
に する た め に , 実験 材料 を それ ぞ れ 次 の よう に モデ ル 化 
WES 


xX R Mt 料 


噴霧 装置 ガラ ス 製 噴霧 装置 (杉本 ・ 畑 井 , 1957) は 
圧搾 空気 に 接続 し た ガラ ス 管 の 中 央 に 薬液 が 落差 に より 
流出 し , WAIT Av CHET S KES ITMLLIAO, 
FON iim GYROHO) 0.014cm?, 噴 口 の 周 
稼 部 の 断面 積 (ZR OO) 0.063 cm?。 

噴霧 装置 に な ける 風速 : 噴霧 装置 の 噴 口 に なけ る 風 
速 な ら び に 噴 ロ か ら の 下 離 別 風速 を 知る た め に , ピトー 
管 に より 風速 の 測定 を 行い , 噴 口 に お ける 風速 を 算出 し 
た 。 すなわち 噴 ロ か ら 6~15 cm OfEHED WGK 2% WIE L, 
風速 と 噴 豆 か ら の 距離 と の 両 対数 直線 を 外 挿 し て 下 離 別 


。 昭和 32 EMAC CHIR 
85 o NG 
a +597( Waa ) (2000 a ) 
do: IBM CH), Qa: 空気 量 (m*/min), 
v: FER Lik & OFA WIRES REE (m/sec), 
(1957 年 8 月 19 A) 


風速 を 求め た 。 噴 口 に お ける 風速 は 噴 品 が 小さ いた め に 
直接 測定 する と こと が で きき ないし, また 両 対数 直線 を 外 挿 
UTHBDSTES CATV. EEOC Tanr & Kozasur 
(1951) (CGE > COMPA ROAWHH Se BOOHE (と 
の 場合 は 3.3 mm) の 10 倍 と すれ ば 第 1 表 の 通り 5 に な 
De 


第 1 表 WOPS OMAR CK/P) 
sig pete te ; 
et 0 5 10 20 50 70100 

G8y ENN 
0 86 44 18702113 08 
10 160 75 28 10 2.6 1.6.0.9 
20 250110 38 13 3.1 18 1.0 
薬液 の 流出 速度 : 液 の 流出 速度 は 2 段階 と し た 。 そ を 


の 調節 は 流出 速度 の 異な る ビュ ー レ ッ ト を 用 いて Gs 
ie その 流出 速度 す な わ bg Fe ee Et 


噴霧 密度 小 の 場合 9.4 cc/min (0.16 cc/sec) 
噴霧 密度 大 の 場合 31.6 cc/min (0.53 cc/sec) 
こと の 装置 の 最大 噴 邑 密度 75.0cc/min (1. 25 cc/sec) 


噴霧 粒子 の 大 き さ : 粒子 の 大 き さ は 噴 口 に お ける 風 
KR, 薬液 の 流出 速度 , 噴 口 に お ける 液 量 風量 比 ぞ よび 薬 
液 の 物理 的 性 質 に よっ て 変る 。 粒 子 の 大 き さ は 液 が 水 の 
場合 に は 測定 可能 で ある が , 界面 活性 の 液 の 場合 に は 測 
定 が 困難 で あぁ る 。 実 験 条件 に お ける 粒子 は きわ め て 細か 
い が , 上 の 諸 要 因 と による 粒子 の 大 き さ の 変動 を 技 山 ・ 棚 
沢 (1939) の 式 に よっ て * 計算 する と 次 の 通り と な る 。 
一 般 に 噴 品 に お ける 風速 が 大 きく な る と 粒子 は 細か くく な 
b, 流量 風量 比 が 小さ く な る と 粒子 は 細か で な る 。 と の 
関係 を 水 の 場合 (g=72 dyne/cm と する ) と 活性 液 
(g=30 dyne/cm と する ) に つい て HT ARERR 


o: 表面 張力 Cdyne/cm), 
6: 比重 (g/cm) 


Q;: 液 量 (m/min), 
Hz 粘性 係数 (poise), 


(219 ) 


220 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


に よる 場合 を 第 2 表 に 示す 。 本 実験 に 採用 し た 条件 は 噴 


INTIS 19 B WK 250 m/sec, 流出 速度 31.6 お よび 9:4 


て c/min; 液 の 表面 張力 72~34 dyne/cm で あっ て 平均 
粒 径 は 254 以下 と 推定 され る 。 
第 2 表 平均 粒 径 の 算出 (g) 


MEE IC RZ Fe 
速 ( 米 / 秒 】 86 160 250 
G= (2) —=72 1 G—12) GE0) 


速度 Ccc/ 分 ) へ 、 
( 噴 却 密度 ) 
75.0 | 157.8 66.8 40.0 ーー 
31.6 87.7 40.8 25.4 19.6 
9.4 | 6 32516 20.7 13.9 


o: 表面 張力 (ダイ ン / 竹 ) 

散布 対象 と な る 付着 面 HOKITCWT SENOS 
考慮 し て 写真 印画 紙 (ンー ガル ド F5) を 用 い , (1) FF 
を 定着 液 て よっ て 除い た ゼラ チン 光沢 面 ) (2) ゼラ チ 
ン 光 沢 面 エ パ ラフ イン を 塗布 し た パラ フィ ン 面 ) (3) 
印画 紙 の 裏面 すなわち 紙面 の 3 種 を 供 試 し た 。 面 の 大 き 
Sit 4x6om? CHAD RSH CRAIC LD AB 
を 乱 さ ぬ よ う 支 持 し た 。 噴 口 か ら 面 まで の 距離 は 0.5~ 
1m と し , 面 は 噴 却 流 の 中 央 人 亡 位 置 し 噴射 角 の 中 に 十分 
Bean 4% (噴射 角 11 度 )。 

Mem Mw et LD CHE OBA LE diacotton 
scarlet 4 BS Gif) D 400 倍 液 を 用 いた 。 CDR 


第 1 巻 RAs 


液 と は あら か し じ し め ポリ オキ シ エ チ レン ノニ ル ブ ェ エノール 
ェ エー テル (n=5) BINA, その 量 を 変え て 6 種 の 供 試 液 
PHL TAMA PM (F 液 は 活性 剤 を 加え ぬ も の ) と 
Lite と れ ら の 供 試 液 の 必 質 は 第 図 に 示す 通り で あ 
る 。 散布 量 は lec を 基準 と し これ を 中 心 と 量 を 変え た 。 
付着 の 表現 実験 結果 は 付着 の 質 と 量 の 2 つ に わけ て 
表現 し た 。 付着 の 質 に つい て は 赤色 染料 の 模様 に よっ て 
MIL, 付着 の 面 を 戴 断 し た 戴 片 を 並べ て 処理 区 間 の 相 
違 を 明 ち ら か に し た の が 図版 の 写真 で ある 。 付 着 の 量 は 付 
着 面 の 中 央 部 に つい て 島津 分 光 光 度 計 付属 反射 測定 装置 
を 用 い , 500 mg の 波長 光 に 対す る 反射 率 を 求め た 。 す 
な わ ち 無 散 布 面 の 反射 光 の 強 さ を Ty, BMO RAI © 
の 強 さ を と し Gog T)—log T) x100 の 値 を る = TH 
対 的 に 示し た 。 こ の 値 が 面 の 左下 隅 に 書い て ある 数 字 で = 
ある 。 こ と の 数 字 は 絶対 的 な 意味 を 持た な い が , 処理 区 間 7 
の 比較 を 行う こと が で きる こと と と , 再現 性 の あぁ る 数 字 で 
ある か ら , 付着 量 の 簡便 な 表現 法 と し て 用 いた 。 
実 RR 結果 

面 と 液 の 種類 と 付着 と の 関係 

噴霧 密度 9.4ecmin OBA: 噴霧 密度 小さ さく 粒子 


も % 細 かく 標準 的 な 場合 て 相当 する 。 こ の 関係 を 質 を 表 わ 
TSR (第 4 図 ) と 量 を 示す 図 (第 2 図 ) に 示し た 。 付 
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第 1 図 k # Bk の 性 質 


AMAlSK cH (5 cm) を 用 いた 。 表面 張力 は Du Nouy 張力 計 に よっ て i 
パラ フイ ン 面 上 に 液 の 占め る 面積 ( ヂ cmz2) と 容 病 (Vcc) pS S= 


BS (鈴木 , 1953) 


]! 定 し た 。 拡 展 指数 は : 
ag+6V を 求め た 場合 の & を 


195712 4 


着 量 は パラ フイ ン 面 , 紙面 ) ゼラチン 面 の 順に と 多い 。 パ 
774A YMRS LIT OL, 紙面 は よく 濡れ て 薄 
{HRS OS. TORRE FIR GEMM SIMA HA) 
の 場合 に 一 番 明らか で ある 。 下 液 か ら A 液 へ と 次 第 に 物 
理性 が 改善 きれ る と 。 パラ フイ ン 面 の 付着 量 は 次 第 た 増 
加 し て 一 定量 に 達し , VIF VRIES REOBIC 
BOTS. 紙面 で も 付着 量 の 増加 は 見 られ な い 。A 液 で 
増加 し て いる の は 界面 活性 が 大 きく 紙面 の 内 部 へ 液 が 肖 
送 し 多く な っ た 結果 で ある 。 付着 量 に 注目 すれ ば , ペラ 
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音 の 能率 が よく 幸 布 量 が 過 千 で 散布 量 を 減ら し うる と と 
を 示し て いる 。 青 布 量 を 減ら し た 場合 に じ つ い て は 後述 す 

de 
APIA YEO BRIS YD, C 液 で は MAI 
0, B, A 液 で は その 傾向 が 顕著 で ある 。 付着 量 は 飽和 
に 達し , 粒子 が 衝突 する 間 は 液 が 周辺 へ 押 員 され て いる 
Ws RE. CMBLTALTAICEL Fs THAIN 
し て いる 。 て の 場合 る 散布 液 量 は 節約 で きる は ず で あ 
So WK Cit F R~DIRILMIRLILSLBRLLROT 
いて 拡がり 難い が ,。 C 液 ~A 液 で は 液 は 


eae oak 面 と し っ か り 押 付け 押 拡 げ ら れ て いる 。 
” ee Me 1 B 液 の 面 の だ 方 に 見 える 大 き な 滴 は , TH 
meee 4 DSU < ATMEL TUS Tew ie 
0 ert + ay Tee SMOSNIde CHS, CHT 
| : a 少し た 付着 量 は , BYE, A 液 で は 紙面 に 
Bm” Be oe Te sy ae 液 が 浸透 し た た め に ふた た び 増 加 し 。 A 
g & 液 で は 裏面 に 回 る 液 が か えっ て 減っ て い 
3% ae HS =e) ty so る 。 と れ は 実験 の 特殊 な 場合 で ある が 
| ear eee ae we HORM DME Cis tspn7zBeit 4 Tt 
> ++ Satan ie の よう に 繊毛 の 間 ま で 液 が 侵入 し や すい 
Bot と いう と と が いい 系 よ う 。 以 上 の 結果 に よ 

- tii ーー る と , 付着 量 を 確保 する た め に は 少な く 
2 i e Saget B . と も わ 液 の 性 質 が 必要 で あり , 付着 の 質 


第 2 図 面 お よび 液 の 種類 と 付着 量 と の 関係 
噴霧 密度 9.4 cec/min, Hk COME 50cm, HBB 1cc 
フイ ン 面 の よう に 非常 に 濡れ に くい る の は 液 の 物 昌 性 の 


改善 に よっ て 付着 の 量 の 増加 が 著しい が , VIF YARD 
紙面 の よう に K 雌 較 的 濡れ の よい も る の は 逆 と 減少 する 。 し 
か し 上 農薬 の 付着 量 は 表 布 液 の 付着 量 だ け で きま る 4 の で 
は な さく 。」 散布 液 の 濃度 と 液 の 付着 量 の 積 し よっ て きま る 
も % の で あり , と こと に K 有 気 噴射 で は 濃厚 液 散 布 が 考慮 され 
る か ら 液 の 付着 量 の み を 問題 し する の は 当ら な い 。 次 に 
付着 の 質 に つい て 人 述べ る と , 付着 状況 は 第 4 図 に 示す 通 
り で ある 。 

ゼラ チン 面 で は 下 液 や D 液 は 算 点 捧 に じ つ い て いる が C 
液 は いく ぶん 流れ , BIL AMIS DHA RAD 
PATA > CH, BUCH PAU GB tUBEU Tb EIT 
を 残す 。 こ の よう な 場合 に は 決し て 付着 量 は 多 て な い 。 
うす くく のび る ほど 少な く な る 。 ま た 下 液 ~C 液 は 同じ ょ 
うな 付着 の 様子 を 示し て いな が ら , D, C 液 で は 過剰 な 
液 が 周辺 に 押出 され , 裏面 の 周辺 へ 液 が 回 っ て いる CF 
真 に は 現われ て いな い )。 さら て B, A 液 に な る と と の 
実験 条件 で は Lee Oe BSG DUT 過剰 で , 側 辺 に 
過 午 の 液 が 吹き 寄せ られ 裏面 に る 回 っ て いる 。 こ と れ は 付 


か が からみ れ ば C 液 の 性 質 が 望ま し く , AR 
噴射 の 特長 を 生か し , 青 布 量 を 節約 し て 
伸び を よく する に は 有 B 液 の 性 質 を , さら に 間隙 の 多い 面 
に は A 液 の 性 質 が 必要 で ある 。 

噴霧 密度 31.6 cc/min の 場合 : 次 に 噴霧 密度 を 増し 
TG FORK SS OBFERKS (1S) COW TRE 
と 第 5 図 の 通り で ある 。 噴 霧 密度 の 小さ い 場 合 に 比べ て 
著しく 異な る 点 は , lee の 玉 布 で は 過剰 で あっ て 裏面 に 
回 る 液 の 多い と と で ある 。 こ と れ は 噴霧 族 度 の 高い ほう が 
液 の 面 に 対す る 衝突 の 効果 が よい と と を 未 し て いて , こと 
の 点 は 粉剤 の 場合 に と 似 て いる (鈴木 ・ 滝 田 ,1950)。 し た 
が っ て 付着 量 は 密度 の 小さ い 場 合 に は 付着 の 過程 に おけ 
る 量 を 表わし , 密度 の 大 きい 場合 に は 面 を 過剰 な 液 で 洗 
っ た あと の 残留 量 に 相当 し て いる 。 付着 量 を の る の る 液 
の 物理 性 の 変化 て よる 付着 量 の 変化 密度 の 小さ い 場 合 
CUA CHS. た だ じ パ ラフ イン シン 面 だ け は CA 液 
の よう に 液 の 物理 性 が 良好 と に な る と 密度 の 小さ い 場 合 
り 一 悦 付 着 量 が 少な く な る .。 と これ は 強い 衝撃 に よっ て 液 
が うす くく よく 拡がる か ら で あ る 。 付着 の 質 に つい て は , 
ゼラ チン 面 で は 強い 衝撃 の あと が あり 流 跡 が 残っ て 不 均 
等 に 見 える が , ゼラ チン 面 で る 紙面 で る 一 般 と 洗い 流し 
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た よう な 感じ で , 密度 の 小さ い 場合 に 比べ 均等 と いえ 
So 7 A ン 面 で は D 液 が 細か い 班 点 が 均一 に 付着 し 
て 付着 量 る 多く , 密度 の 小さ い 場 合 と 同じ 傾向 で ある 。 
実際 防除 に 当 っ て 表 布 は 噴 ロ を 固定 せ ず に 常に 移動 させ 
る か ら , 噴 却 密度 が 高く と る 過剰 に な る と は 限ら な い 。 
噴霧 密度 を 高く し て 円 消 に 移動 させ る ほう が 液 の 付着 能 
率 は 高く な る が , 移動 が 円 消 を 欠く と 不 均 等 と なり が ち 
の る も の で ある (移動 させ る と 散布 量 を へ らし た 場合 の 付 
着 に 該当 する 。 と これ に つい て は 後述 する )。 付着 量 か ら 
みれ ば D 液 , 付着 の 質 か ら み る と C 液 の 性 質 が 必要 で みあ 
る 点 は 噴霧 密度 の 小さ い 場 合 と 同様 で ある 。 

散布 量 と 付着 と の 関係 lec の 散布 で は 面 が 液 で 飽和 
L, 散布 量 の 節約 が 可能 の 場合 が ある と と , 噴霧 密度 を 
大 き 《 し 噴 口 の 移動 を 早く する と 付着 能率 を 高め うる こと 
と を 述べ た の で ある が , 次 に 表 布 量 を 変え た 場合 の 付着 
状況 を 調べ よう 。 実 験 条件 の 箇 囲 で は , どこ と まで 散布 量 
を 減ら し うる か , 付着 の 経過 は どう な っ て いる か を 明 ら 
か に し た 結果 を 第 6 図 に 示す 。 

噴霧 密度 9.4cc/min の 場合 : lcce の 散布 が 過剰 に 
みえ た が , 0.7cc, 0.4cc と 教 布 量 を 減ら す と 付着 量 
減少 する 。 付着 量 の 点 か や らい えば , この 場合 は 表 布 量 の 
節約 に は な ら な い 。 パ ラブ イン 面 で は 散布 量 に 比例 し て 
付着 量 が 増加 し て いる 。 と こと れ を みる と 面 に 液 が 飽和 する 
か ら 過 剰 の 液 が 裏面 と 回 る と は 限ら ず , 液 の 濡れ と 風圧 
か ら 面 に 衝突 し た 液 の 1 部 は 押し 拡げ られ て 裏面 へ 回 ろ 
F&FS. CAUCKE TC MMICHMT S CMHC, 0.4cc 
か ら 1.0cc の 間 で は 付着 量 の 増加 は 僅少 で ある か ら , 
散布 量 の 節約 が 可能 で ある 。 液 の 濡れ が よく , 少量 で 飽 
AIL, 過剰 な 液 が うす く の ば され る か ら で あ る 。 た だ し 
A 液 で は 前 述 通 り 液 が 紙面 に 温 透 す る た め に 付着 量 が ふ 
えて いる 。 ゼ ラチ ン 面 で も 散 布 量 に 応じ て 付着 量 が 増加 
し , 同時 に 裏面 に 回 る 過剰 の 液 の 量 も 増し て いる 。 
(ssi 31.6 cc/min の 場合 : “A 液 に つい て 行っ た 
結果 で は 節約 が 可能 に な る (第 3 図 う 。 こ と の 実験 条件 で 
は 1cc 散布 は すでに 飽和 に 達し て いて , VIF VC 
も 紙面 で も さら に 散布 量 を 増し て る 付着 量 は ふえ ず , 裏 
面 に 回 る 液 の 量 だ が ふえ る だ け で ある 。 し た が っ て 同じ 付 
着 を うる た め に は 噴霧 密度 を 大 き 《 す れ ば 散布 液 量 を 第 
約 で きる 。. 同 時 に 噴 員 を 移動 させ れ ば 液 が 過剰 に な ら ず 
に 付着 量 を 確保 する と こと も る 可能 で ある 。 

面 ま で の 距離 と 付着 と の 関係 以上 に 述べ た 実験 結果 
は , WF ALE MODS ME CO RS 50cm と し た 場 
合 で あぁ っ た 。. て この 場合 に は 面 に と お ける 霧 の 密度 と 31 m/ 
sec 相当 の 風速 (粒子 の 速度 は 風速 より 速い と 考え られ 
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第 3 図 散布 量 と 付着 量 と の 関係 
Atk, Bip S OBE 50cm : 
る が ) と 風圧 と が 付着 に 関係 し て いた 。 同 じ 条 件 で 噴霧 
し て も 面 ま で の 下 離 を 変え る と , 当然 
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度 る 風速 も 風圧 も 変っ て くる 。 そ の 結果 付着 量 も 付着 の 


質 る も 変っ て し まう 3 。 REBT SE, 距離 の 遠近 に 
よる 付着 の 差 は 同時 に 起 っ て いる 。 

噴霧 密度 が 距離 の 平方 に 反比例 し , 風圧 が 風速 の 平方 
に 比例 する と , 距離 70 cm CvR EE 1/。, AE 1/3 & 2 
り , FBR 100cm で は 密度 4/4, 風圧 4p に な る し た 
が っ て 下 離 が 70 cm, 100cc に な る と 液 が 周辺 に 押し 
拡げ られ る と いう 現象 も な く な り , RHE lee で は 液 
の 飽和 る も るみ られ な い 。 
噴霧 密度 9.4 cc/min の 場合 : 


下 離 が 遠く な る と 付 


着 量 は 顕著 に 減少 する 。 JERE 70 cm の C 液 で は , 細か 7 


く 1 面 に 付着 し て いて 面 の 種類 て よる 差 が あま りな せい , 
付着 量 は 距離 50cm, 表 布 量 0.4 cc の と きよ り 少 な い 。 
距離 100 cm で は 70cm より 付着 量 は さら に 少な い 。 


A 液 と C 液 に つい て 付着 の 傾向 を みる と , C 液 で は 概 し 


て パラ ブイ ン 面 , 紙面 ) ゼラ チン 面 の 順に A 液 で は > 


JA7AVM, CIF VA, 紙面 の 順に 付着 量 が 多く な うぅ 
TUS, CAUIIERE 50cm の 場合 と 同様 な 傾向 で ある 
(7 Bl). 

噴 却 密度 31.6 cc/min の 場合 : APR DK& 6 7 
る と 和 画 離 100 cm に お ける 付着 量 が A 液 で は お よそ 3 億 
に ふえ て いる 。 パ ラフ イン 面 だ け は BRE 50cm の 場合 
と ほとん ど 変 らち な い 付 着 量 で ある が , 細か い 粒 子 が 点々 
COTS ETAMB > TWH (88M), 


距離 に 応じ て 散布 量 を 変え た 場合 の 付着 距離 が 遠く 
MICESTA BORED LS (ZO, HHEO’ 


756 &] 
減少 する の は 当然 で ある 。 そ こと で 窓 度 の 減少 に 応じ て 噴 
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却 量 を 補っ た 場合 は どう な る で あろ うか 。 JERE 100cm 
で 50cm O4 fF SUB CAN Blt 及ぼ ば ない CHE 
BEE DOBE). また DRL O BIDIZ5 D6 BAL 
着 量 が 多い の は , 付着 量 飽和 以前 で は 風圧 が 低い と き は 
濡れ の よい ほう が 付着 し や すい た めで あぁ る (第 9 図 )。 
いずれ の 場合 も 風圧 に よる 影響 は 認め られ な い 。 し か し 
噴霧 密度 を 大 じす れ ば 付着 量 は 50 cm lee RPIC+D 
KTS (第 10 図 )。 


考 bas 


本 実験 は 条件 を 限定 し て 有 気 噴射 の 1 面 を 画 い た の で 
ある が , と の 結果 を 実際 に 拡大 適用 する 場合 に な 検討 
を 要する 問題 が ある 。 第 1 は 噴 口 に お ける 圧力 を 一 定 た に 
し た こと こと で あぁ る 。 こ の 圧力 を 変え る と 付着 の 諸 様 相 は 変 
代 す る 。 し か し 噴 口 の 圧力 を 変え た と と に よっ て 生ずる 
影響 は , 風量 流量 比 が 変る と こと に よる 粒子 の 犬 き さ , B 
射 角 の 変化 に よる 面 に と お ける 霧 の 密度 , 風速 し た が っ て 
風圧 に 現われ る 。 和 粒子 の 大 き さ と 霧 の 密度 は 大 き な 変 化 
は み ら れ な い が , TABUAVES 7S OATS. HOPS 
50 cm, 100 cm の 位置 に お ける 上 人 述 の デー タ は , むし 
ろ 風 速 が そ を それぞれ 3.1 m/sec, 1.0 m/sec に お ける デー 
FEWITEITES, Udo THAIT BU ZENS 
て 風速 を あげ る と , JEL GRREIT 20 7 6 ITH 
$4. COMARH HOU 4 t MABORED RES 
Ph, 噴霧 密度 を 小さ くし た 方 向 に と に ずれ な けれ ば な ら な 
い 。 た と えば は ば 現 離 100cm, 噴 却 密度 大 の 条件 に お ける 
付着 の 噴 口 に お ける 圧力 を 増す と , 距離 50 cm, 噴霧 密 
慶 小 の 条件 に お ける 付着 の 方 向 へ ずれ る の で ある 。 

第 2 は 本 実験 で は 面 の 大 き さ (4%6 cm?) を 一 定 に し 
て いる 。 面 の 大 き さ が 変わ る と 仁 落 の 様相 も 変化 する 。 
噴射 流 を 一 定 と し て 面 の 大 き さ を 変え た 場合 の 関係 は 粉 
FIDE 5 MHECA SD (GHA > HHH, 1950), すなわち 
面 の 大 き さ は 小さ い ほ ど 液 の 衝突 の 能率 は 高い か ら , 少 
BOM CHM S. WITMMBK& ( 7SS XL BFILIT ¢ 4 
724, Uizass CHAE 1cc で まる 飽和 の 程度 は 7 面 
DKX STK sa THUBT SDs, 処理 区 間 の 傾向 に は 変り 
が な い 。 噴 射 流 と 面 の 大 き さ が 比例 的 に 拡大 し た と き に 
iz, と これ ら の 実験 結果 は 適用 され よう 。 実 際 散 布 で は む 
し ろ 噴 射 流 が る っ と 大 きく 《, 1 枚 1 枚 の 葉 は 比較 的 小さ 
い 。 し た が っ て 何 枚 か の 葉 の 群 を 面 と し て 散布 する 場合 
が 多い 。 そ の た め に 1 枚 1 枚 の 工 は 必ず し も ゃ と の 実験 結 
果 の 通り で な いか も し れ な い が , 対象 作物 と し て みれ ば 
と れ ら の 現象 の 集積 と みる と こと が で きる 。 

実験 結果 に よれ ば , 付着 に 大 き な 影 響 を 与え る 条件 と 
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UT, (1) ROHBOla ct (2) OHA (3) 噴 
BB C4) BOs ORE (ToD SMITRUI SEO 
密度 と 風圧 が 認め ちら れ た 。 付着 は まず 液 の 粒子 の 衝突 に 
BkO, HBL, パラ フイ ン 面 の よう に 濡れ に いい 場合 
は あと の 粒子 が 前 の 粒子 を 払っ て 付着 量 だ が ふえ ず , 一 般 
に 風圧 の 強い 場合 と は 周辺 に 付着 し た 液 は 押し 拡げ られ 
て 裏面 回り, 付着 量 が 増加 する に し た が い 飽 和 に 近 づ 
( 。 噴 却 密 度 が 小さ い 場 合 は 飽和 に 達する まで の 液 量 が 
多く , 密度 の 大 きい 場合 に は 飽和 に 達する まで の 液 量 が 
少な い 。 付着 量 を 多く する た め に は 液 の 濡れ は 中 程度 が 
よく , RHA CL CUTRBREPK SUCHE (RK 
布 す る の が よい が , 少量 散布 の 意味 を 含め て 均一 で 過剰 
に な ら ぬ 種 度 に 贅 布 する た め に は , 液 は 濡れ が よく 噴 圭 
密度 は 小さ さす し た ほう が よい 。 実際 面 で は 距離 の 遠近 , 
噴 品 移動 の 大 小 , 風圧 の 高低 な ど が 総合 的 に 含ま きれ て い 
る か ら , 風圧 の 強い 付着 , 弱い 付着 が 交錯 する の は や む 
ゃ えな い が , 風速 3 m/sec を 散布 の 中 心 と し て 行え ば , 
風 左 を を 利用 し た 表 布 や する で ご と が で さき は う 0 ご れ に 要 す 
る 薬液 の 性 質 と し て 上 述 の 実験 結果 か ら 次 の 条件 が 必要 
で あぁ ある 。 す な わ ち 多量 散布 を 行い , 付着 量 を 多く する 導 
要 の ある と き は , 表面 張力 34~35 dyne/cm, 拡 展 指数 
6.5~8.0, 木綿 糸 沈降 速度 4 分 以上 , また 少量 散布 を 
行ない 付着 量 を 多く 要 し な い 場 合 は , 表面 張力 34~35 
dyne/cm, 拡 展 指数 8.0 以上 , 木綿 糸 沈降 速度 2 分 以 
内 と いう 3 ぅ 一 応 の 基準 が 得 ら れる 。 


摘 要 


At RUT 33 F BEBO He ¢ AEB SAT 9 
に 必要 な 薬液 の 物理 的 性 質 を 知る た め た K, 噴霧 装置 , 付 
Sh, MRR ET VIEL CERT oR. その 結果 
風速 が 3 m'sec 以上 の 場合 に 風圧 に よっ て 付着 し た 薬 
液 が うす く 拡 げ けら れる こと, し た が っ ぅ て 付着 量 は 液 の 物 
理 的 性 質 が 中 程度 の 場合 に 多く , よく な る ほど か を っ て 
減少 する ご ご と, ただし, 液 が 間際 まで 入り や すい なり; 
面 に 均等 に 拡がり , 過剰 な 液 は 押し 出さ れる の で 散布 量 
の 節約 が で きる と と を 知っ た 。 と の さい 薬剤 の 付着 量 は 
薬剤 の 濃度 と 付着 量 の 積 て よっ て 決ま る か ら , Wise 
減ら し 濃厚 液 を まく と と に よっ て 付着 薬剤 量 を 調節 で き 
る 。 面 と し て は パラ フイ ン 面 の 付着 量 が 少な い 。 噴 却 密 
度 は 高い ほう が 付着 量 が 多い 。 し た が っ て 同じ 条件 で 散 
布 す る 場合 は 噴霧 密度 の 高い は ほう が 液 の 損失 は 少な い 。 
有 気 噴射 の 特長 を 生か し , 風圧 を 利用 し た 逆 布 を する に 
it, 付着 量 を 多く する 必要 の ある と き に は 表面 張力 34 
へ 35 dyne/cm, 拡 展 指数 6.5~8.0, 木綿 糸 沈降 速度 4 


ay 
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分 以上 , 少量 散布 を 行う 場合 に は 表面 張力 34~-85dyne/ 
em, 拡 展 指数 8.0 以上 , 木綿 糸 沈降 速度 2 分 以内 と い 
う 一 応 の 基準 が 得 ら れ た 。 
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図 版 説 明 


第 4 図 面 お よび 液 の 種類 と 付着 と の 関係 (RBHE: 
小 )。 噴 却 密 度 9.4 cc/min, 噴霧 量 1ec, 面 ま で の 
eae 50cm, 上 か ら 順 に ゼラ チ シ 。, Mm, パラ フイ ン 
の 各 面 。 右 か ら 左 へ A, B,C, D, E, F の 各 液 。 

第 5 図 面 お よび 液 の 種類 と 付着 と の 関係 (噴霧 密 度 : 
KA)o "AG BE 31.6cc/min, 噴霧 量 lee, HET 
ORR 50cm, EDSMWAICEFFY, 紙 。 パラ フイ 
ン の 各 面 。 右 か ら 左 へ A, C, D OBR, 


第 1 巻 B45 


策 6 図 距 却 量 と 付着 と の 関係 (UBEE: 小 )。 HAs 
AC, Blak Poesy, M, 8774 7H, 
Git LOOK, HIF YM, “BEE 9.4 ec/min, 
ops OM 50cm, MBBBAP Sic 0.4, 
Q.7, 1.Qce, 

第 7 図 Wo pPsO Bee HALO RMR (RARE: 
小 )。 上 部 は A 液 , 下部 は Ce. 各部 は 上 か ら 順 に 
ゼラ チズ , €, SI 71 YORM, RBElee, 
95 RE 9.4cc/min, "KOS OBES Ad OIMAIC 
50, 70, 100cm, 

S82 Co pPpsOPeRenseecoRh (HARE: 
大 )。 Aik, SBS lec, “BBE 31.6 cc/min。 
上 か ら 順 に ゼラ チン , & 87 74YO8R, oO 
か ら の 距離 は 左 な ら 50, 100 cm。 

第 9 図 MICS CRBBEBAKBAONSE (RS 
RE: 小 》。 EpPeiihie e7FY, MR, NFIT74Y 
の 各 面 。 ENBR, AWDR, WORMS HERE 50 
em, lee "49%, 右側 は 距離 100cc, 4cc 噴霧 。 

第 10 図 poREICINC CBRE AZAKLYAONE (8G 
BE: Ke VIF Vm, Ck, BBE 31.6 ce/ 
min, eB KORA BAD SeNNe 50cm 1 


ee, 70cm 2ec, 100cm 4cc, 


Summary 


The Relation between the Physical Properties of Spray Liquid and the 
Deposit on Surfaces by the Air Blast Spraying 


By Terumaro Suzuki and Yasuhiko Usrsucr 
National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Tokyo 


The authors have studied in laboratory the 
relation between the physical properties, especially 
on the surface activity of spray liquid and the 
perfomances of deposit on plant surfaces by the 
air blast spraying. It has been the main purposes 
to know how the strong wind of the applicator, 
as a mist- blower or helicopter, effects the 
performances of deposit on surfaces and in what 
degree the spray liquid activities are needed. The 
Diacotton Scarlet 4BS 0.25 per cent water solutions 
(red color) of various concentrations of non-ionic 
surfactant were sprayed by a glass nozzle on the 


planes of paper, gelatine and paraffine instead of 


plant surfaces. 

The results of tests are summarized as follows. 

When the red color solution (without surfactant) 
was sprayed, only a small amount of solution was 
deposited on the paraffin plane but the amount 
of deposit increased on the paper and gelatine 
planes in order. As the surface activity of liquid 
increased, however, the amount on the paraffin 
plane showed linear increase. But the amount on 
the other two planes was unchanged because the 
deposition became homogenous and the excess 


liquid ran off. 


As the surface activity of liquid was increased, 
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BE. 
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the liquid spread in a thin film on the paper and 
gelatine planes and the amount "Of depouit on 
such planes decreased in reverse. When the 
density of mist was larger, the efficiency of deposit 
improved and the planes were covered with a 
small quantity of liquid and consequently the 
amount of spray liquid can be econcmized. When 
the distance from the nozzle to plane was long 
the wind force of less than 3.1m/sec velocity 
did not effect the deposit. 

It was concluded that in diluted spray the 


physical properties of spray liquid were: 
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surface tension 34~35 dyne/cm 
spreading index (b) (volume V, area of bottom 
‘Sof a drop on.the. paraffin plane 
S (cm)=a+bV (cc) ) 
b=6.5~8.0 
sinking time of cotton thread over 4 min. 


but a middle surface activity on concentrated 


spray was: 
surface tension 34~35 dyne/cm 
spreading index (b) over 8.0 


sinking time of cotton thread under 2 min. 


spruce budworm の 生命 表 

R. F. and C.A. Mituze (1954) The 
development of life tables for the spruce budworm. 
Canad. J. Zool. 32: 283~301. 

‘E@s# life table LilA—-TOWEKUEENKFO 
数 あたり の 生存 数 Ux), 死亡 数 (dx), 死亡 率 (100gx) 
お よび 期待 寿命 (ex) を 一 定時 間 お き に 表示 し た も の 
で , CHOWRICEs CHRORNICBY EMICDK, 
お よび 死亡 原因 を 明らか に で きる 。 本 論文 で は Spruce 
budworm (Choristoneura fumiferana, アト キハ マキ 
OM, モミ OB-RELEBHA) OLBREMAL, あ 
be CSABRFOKLDOERRONBEUT, ex の 
項 を な くし , か わり に 死亡 原因 (dxF) の 項 を 設け る こと 
ど を 提唱 し た 。 

本 種 の 軽度 の 被害 を 受け た 森林 か ら 得 た 資料 で は , 1 
世代 を 通じ て の 死亡 率 は 99.53 22, その うち 最高 の 死亡 
が み ら れ る の は 越冬 前 の 分 散 期 (1 令 幼 虫 ) と 越冬 後 の 
分 散 期 (2 令 幼 虫 ) で あら っ た 。 本 種 の 産卵 は 平均 1 写 150 
卵 だ か ら , と の 死亡 率 で は 個体 群 の 平 符 は た も て な いら が , 
他 か ら の が の 侵入 に よっ て 次 世代 は か えっ て 増加 し た 。 
すなわち , 激しい 被害 を うけ た 森林 で は 総 死 亡 率 は 99.97 
%SEHoT, CECE KH, MADI~CPMROE 
EFOBEPBICKZAHALEIUEP KOR, & 
Ao BIC ALA DE DRCUKMMABS Dato 個体 数 
の 測定 法 , SES, BRKORLECFALTHSS. 

( 農 技 研 FREE) 


Morris, 


desert locust の アル ピノ 

HUrTrR- Joxngs, P. (1957) An albino strain of the 
desert locust. Nature 180 (4579): 236~237. 

Schistocerca gregaria を 多数 室内 で 飼育 し て ゆい る. う 
Bit, クリ ー ム 色 の アル ビ ノ 幼 虫 が 6 人 66 脱出 現し た 。 
集団 で 飼育 し た 正常 型 は 白 ま た は 黄色 の 地 に 黒 班 を を つ 
が , MUKRBCMELET VE IZBHAKS, H-i 
RAFBLBZLOS SHRUCHMALKEEA, 両者 と 
SmALEL, 区 別 で き な か っ た 。 

Goopwin (’52) は , 本 種 の 体 色 が メラ ニン と イジ セク 
bhWVEYVICHRTSTEEMRMUTOHISA, FVE ZI 
メラ ニン は 存在 せ ず , 小 量 の イン セク トル ビン が 認め らら 
が 9 

NICKERSON (’56) は 本 種 の 相 に よる 体 色 変化 が 2 種 の 
ホッ レア モン に よっ て 文 配 さ れ て いる と と を 示 咲 区 で る 4 
すなわち , —DisARHOMRE RAL, 他 は 地 色 を 云 配 
する ホル モン で ある 。 彼 は とこ の 2 種 の ホル モン が , Fz 
に 働く の か , 統合 され た 一 つの 系 の 二 部 を な し て に る の 
か 決定 で き な か っ た が , AHBOTVE/ lA BHEKRRL 
て いる に も か か わら ず , 地 色 は 正常 型 と 同じ く 相 に よっ 
て 変化 し た 。 と こと これ は 2 種 の ホル モン が 別々 に 働い む や て いる 
と と を 示す も を の で ある 。 

Re, アルビノ は Fi, 世代 まで 飼育 され て お り ,。 を の ・ 
間 ア ルビ ノ 中 より 正常 型 は 全然 出現 もせ も ず , また 活力 も お 
ち て いな いい 。 デ ルビ ノ と よ と 正常 型 の 交雑 で は , メジ デル の 
法則 に 従っ た 結果 が 得 ち られ た 。 (BR =f #®) 
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弘前 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 
(青森 県 弘前 市 文京 町 ) 
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リン ゴ 園 で は 現在 , 有 袋 栽培 に お いて さえ 年 間 10 数 
回 の 薬剤 散布 が 行わ れ て いる 。 リ ン ゴ 園 の 害虫 で 過去 と 
お いて 主要 種 と いわ れ た も の の うぅ うち, すでに その 位置 を 
失 し た も の , ある い は 新た に 主要 種 と 目 さ れる に 至っ た 
も の な ど が ある か こと 思 ば, モモ シン クイ ガ の よう に , 
年 に よら ず 今 な ぉ その 強勢 を ほ と っ て リン ゴ の 安定 生産 
に 障害 を 与え て いる も の も ある 。 ま た 園内 に お ける 昆虫 
全般 の 発生 量 に し て も 過去 の 比較 的 粗 放 な 栽培 か ら , す 
ぐれ た 技術 の 温 透 し た 現今 の 栽培 に いた る まで の 間 に , 
いく た の 次 化 を 経過 し た と と は 先 学者 て に よる 多数 の 報告 
に 明らか で ある 。 こ と の よう な 昆虫 相 の 量 , 質 両面 の 変化 
は 一 体 何 に よっ て も る たら され た か は 一 概 に 論ずる と と は 
で き な い が , リン ゴ 園 に 対す る 薬剤 散布 の 歴史 が 物語 る 
よう に , 薬剤 の 種類 , 使用 形態 , 散布 形式 な どの 内 容 の 
変遷 と いう 条件 が 1 枚 加 わっ て いる と と を み の が すわ け 
に いか な い 。 近 い 例 で は , リン ゴ 園 で 有機 りん 剤 が 使用 
され だ し た 1951 年 頃 は 多種 多数 の 害虫 が 死滅 し , 問題 
視 さ れる も の は わずか 2, 3 種 と と どまり , 薬剤 C と よる 
害虫 防除 に 一 つの 安定 性 が 期待 され た が , TORO AE 
の 経過 る を みる と , 全く 予想 し な い オ ウト ウ ハ ダ ニ が 大 発 
EU, と こと に 一 部 主要 種 の 様相 を か える に いた っ た 。 
有機 りん 剤 の 応用 は 年 を お う て め ざま し い 進 展 を 示し , 
最近 の リン ゴ 園 に お る 薬剤 散布 目録 の 重要 位置 を 占め , 
散布 直後 の ある 害虫 集団 の 勢力 低下 に 著しい 効果 を みせ 
て いる 。 し か し その 反面 RAD HN LE HAR 
の 急増 を 伴い , 各種 害虫 の 年 間 発生 量 に よっ て みれ ば , 
それ は ほど 個体 数 の 低減 を きた し て いな いと いう , BED 
後 作用 の 軽視 で き な い 点 る 指摘 され て いる 。 と の ょ よう に 
UCHR AID EA ERS LL, BRED WHE & 4 
来 す る 結果 と な っ て いる 。 し た が っ て 園内 と お ける 昆虫 
HOR, 質 両 面 の 変化 は , 過去 より 現在 に 継続 され た 単 
て 害虫 を 主 対象 に くま れ た 薬剤 散布 の 内 容 に 一 つの 問題 


「 MAE BEM ELERS EH No. 28. 
(1957 年 6 月 20 旦 受 領 ) 


点 の ひそ むこ と と を 示 吹 する 。 

わた くし は こと こと 数 年 間 , 成 ・ 幼 木 園 に と お ける 昆虫 群集 
の 基本 構造 と その 遷移 に つい て , その 大 様 を と ら え よう 
と 試み , 多少 の 成果 を 報告 し て お いた (福島, 1954, 
1955, 1955a, 1956, 1956a, 1956b, 未 発表 )。 昆虫 の 自 
然 群 集 は 生態 系 の 概念 て と た っ て さら に より 広く 究明 され 
な けれ ば ば ならない が , と これ は さて お さき 今回 は つぎ の 段階 
に 進み た い 。 本 報 で は 人 族 的 作為 (薬剤 散布 ) が ハダニ 
お ぉ よび 昆虫 群集 の 構成 , 構成 種 間 の 相互 関係 に お よ ぼ す 
影響 を 明らか に する た め に 行っ た 実験 結果 を の べ ベ べ る 。 

と の 仕事 の うち 衝 リ ン ゴ 園 の 全般 管理 で ば すべ で 本 学園 
芸 学 教室 の 青木 二郎 先生 の 指示 に も る と づい て 進め られ , 
また 薬剤 散布 目録 の 企画 も 同氏 の 提案 に な る と ころ が 大 
きい 。 杭 を 起す に 当り 同 先生 に 心から お 礼 を 申し 上 げ る 。 


実験 の 材料 と 方 法 
使用 し た リン ゴ 園 は 弘前 大 学 附属 農場 の 一 部 で , 園 の 
環境 , 栽植 樹 の 構成 な ど は 他 の 報告 (福島 , HH) It 
の べた と お り で ある 。 総 面積 1 町 4 反 歩 , この 中 に 百 数 
十 本 の リン ゴ 樹 が ほぼ 等 間隔 に うえ られ て いる 。 こ と の う 3 
ち , 園 の 東 半 分 と 中 天 部 は 11 回 散布 区 , 他 の 東 半 分 と 
西側 全部 は 9 回 散布 区 と し , 各区 に 包容 する 樹 数 は ほぼ 
等 し い 。 調査 樹 は いずれ も 約 30 年 生 の コウ ギョ ク で , 
数 列 に うえ られ た 樹 の 中 か ら 各 区 ど と に 1 列 目 の 2 本 と 
3 列 目 の 2 本 の 計 4 本 を 各 樹 が と な りあ わ ぬ よう に 選ん 
だ 。 し か し 無 散 布 樹 は 園 の 経営 上 の つど うる あっ て 西側 
の 中 央 部 か ら 2 本 と っ た 。 各種 昆虫 の HA HOHE 
1.5m の 場所 に お いて 1m? の 範囲 か やら hand sampling 
と 捕虫 綱 の 100 回 振り に よっ て 行い , ハダニ は 所 定 の 箇 
か ら 200 葉 を 任意 抽出 し て 表裏 両面 の 個体 数 を 記録 し 
た 。 こ の 際 各 区 の 調査 樹 の 半数 は 南面 ) 他 の 半数 は 北面 
か ら 控 集 し た が , 考察 は 便宜 上 各区 内 の 全 調 査 樹 か ら 得 
られ た 個体 数 の 平均 値 に よっ て 行っ た 。 
薬剤 散布 の 内 容 は つぎ の と お ぉ り で ある 。 
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区 ll 回 数 | 月 A Ee All D 種 類 , 8. £ 
11 回 散布 1 4. 10 マシ ン 油 乳剤 4K 
2 4. 18 ARRBREA 60 倍 液 
3 4. 25 石灰 硫黄 合 剤 60 倍 液 +DDT 8% Ck121%49) 
4 a A ARP A) 100 K+ DDT 841+ He 10 色 
5 5. 10 FUR RAE A 100 RK + HESS 15 A+ HiRes 10 友 
6 5. 21~23 | AMBRE A 120 FiK+ MEY 18 V+ HMR 10Q 
7 Giese. ARB A) 130 K+ EPN 2000 PK + LES 18 424+ FEB 10% 
8 6. 12~13 | 生石灰 8044+ ies 10 友 
9 6. 18~19 | 1.2 石 式 ボル ドー 液 填 硫酸 亜鉛 107+ MBS 18% 
10 7. 19~25 | 2.4 石 式 ボル ドー 液 十 克 酸 鉛 15 友 
11 8. 17 | 2.4 BAK Fit HeS 15 色 
9 回 散布 jl 4.10 | マシ ン 油 乳剤 4% 
2 4.28 | ARKRRAA! 80 倍 液 ナ +DDT 841+ KeR 10% 
3 5. 4 | AKRRGA! 100 倍 液 +DDT 84+ RK 10” 
4 5. 10 | AKRRAHA 100 HR+HBS 15 + HBR ION 
5 Goal ARTE Al 130 K+ EPN 2000 ik + TBR 10K 
6 6. 12~13 | ZAK 8044+ Fie 10% 
7 6. 18~19 | 1.2 石 式 ボル ドー 液 填 硫 酸 亜鉛 10 +H 18% 
8 7. 19~25 2.4 GARY SF -B+MBS 15 色 
9 | 8.17 2.4 GAY F-W+AMBS 15% 
re | = 


な を ぉ 調査 期間 は 6 ヵ月 (1956 年 5 月 2 A~108318) 
に に わたり, と の 期間 中 は 晴雨 の 如何 に か か わら ず 1 週間 
CLIC, Q~1GHF OMICS, 観察 を し た 。 また ハダニ , 
昆虫 の 如何 を と わ ず 。, 発育 形態 を 区 別 し な いで すべ て 1 
個体 と し て 集計 し た 。 


実 験 mi A 


群集 構成 各区 の 組成 配分 は 第 1 表 の と お り で ある 。 
と れ に よる と 29 回 敷 布 区 が 20 種 で 最多 で ある が , 表示 
以外 て 10 種 (オオ カタ カイ ガラ ムシ 。, 
2 計 に 2 カ ジ コ 
FW DS GAEL Wn, ER IE 
PVisH, BAZEY 7%, FID PROAKT 
採集 され , URE C3 CAAT EYATA, K 
ッ ヒ ラ タ ア プ , ハナ アブ の 1 種 ), 9 回 散布 区 と お いて は 
1 種 (コマ カク モン ハマ キ ) が 発見 され て いる か ら , 無 散 
希 区 の 種 数 は 最も 多い と と に な る 。 し か し 同 区 で は 複雑 
な 組成 と る か か わら ず 表示 以外 の 個体 数 は 極め て 少な 
W, 第 1 表 と お ける 代表 種 は リン ゴ ハ ダ ニー と キン モン ホ 
CC SC TTA TAC TENE 
コバ イ が 続い て いる が , 後 2 種 は 前 種 よ り は る か に DY 
IZ 

3 区 と つい て 2, 3 の 特徴 を 摘 記 する と , 無 散布 区 で 
は 春季 多発 の ハ へ マキ ガ 類 )。 カイ ガラ ムジ シ 類 と 秋季 多発 の 
溢 葉 性 害虫 が 多く , 反面 リン ゴ ハ ダ ニー が 少な い 。 両 薬 剤 
SK, 特に 11 回 散布 区 で は リン ゴ ハ ダ ニー, Justa 
プ ァ ブラ ムシ, リン ゴワ タム シ な ど が 多発 し 。 天敵 が 少 


Weer TT 


な く な っ て いる 。 な お 同 区 の 個体 数 の 比率 は 総 個 体 数 に 
NA NE OS 


HEORSZ 5 月 より 10 月 まで 3 週間 ご と に まとめ 
た 各区 た と お ける 個体 数 の うど ご どき を 示す と 筑 2~4 ROL 


39 CHS_ FTiSHDb, 

em: Vy Tay TZ AV (6A 中 や 知り 
ラリ ジニ コブ プア ブラ ムシ ジー (7 FE~WS) 
—> Nya = J si A Gla paleo 
AEA SV YA AS => I YAU Lg EE 
ZH US AS Pai) A 
ハダニ ・ キ ン モ ン ホ ソ ツガ て 9 月 上 中旬) マキ ン モ ン ホ 
VR ONY AAS = COR ia Oa) ee 
BUA Vy atnyS CORBA) s 

Qn: VYAASS>-VyasaISTIIFAVEG 
RD = Vey Sa In ge TAAE A = 
RE~pa) -Vyvany= (7 A Pas BEA) 
YYANG=a + FY EYRIIH (8 APY PAR) PF v 
Aerie ye ies Sy ate SP UR CE 
Ena) マキン モ ン ホ ホソ ガ ・ ミ ドリ ヒス ヨコ バイ て 9 
月 下旬 ~10 月 上 旬 ) っ マキン モン ホソ ツガ (10 月 中 一 下旬 )。 
BBR: カク モン ハマ キ ・ オ オワタ コナ カイ ガラ ムク ム 
シキ ン モ ン ホ ンカ リンゴ ハグ ダニー (DAPSR~6GRE 
OL LEE 
co Oday OG = Ls all 1D eas ac ce a) 6 
ペタ タニ ・ リ ンプ ゴワ タム シ (7 月 上 ~ 中 旬 ) PV VANS 
See hy A a8 a) See 
RUS IVaAAZ A188 APS Peis yey aT 
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第 1 表 リン ゴゴ 園 た 対す る 薬剤 散布 の 回 数 と へ ダニ お よび 昆虫 群集 の 構成 
1 回 散布 区 |9 回 散布 区 | 無 KR HE i 
fl を (%) (%) (2) (%) 

Amphitetranychus viennensis ZACHER | 18.5 (88.1) 2.5 (11,9) £1.05 0.2) 

(オウ ドウ ハタ ダニ) 
Aphelinus mali HALDMAN 5.0 (11.1) 8.0 (17.8) 32.0 °C71.1) 45.0 ( 0.4) 

(J ALY * EY ARF) 
Cacoecia PSOE aia | 10. 0(100. 0) 1050 OH 

CGAVAT £73 
C. xylosteana Linnt (カク モン ハマ キ ) £0, € G8) 68.0 (90.7) 75.0 ( 0.7): 
Chlorita flavescence FABRICIUS 92.0 (27.1) 137.0 (40.9) 110.5 (32.0) 389.5 € 3.2) 

CE ine Faas 4) 
Chrysopa septempunctata WESMAEL | 7. 38.9 6.0 (33.3 18.0 ( 0.1) 

Pa Dam a | 5.0 (27.8) ORG ) ¢ ) 
Cloéon dipterum LINNE | 6.5 415.0 43.5 ( 0.4) 

a eee hes 15.0 (34.4) 22.0 (50.6) (15. 0) 
Coccinella septempunctata bruckii 5 (35.0 (15. 5.0 (50.0 NOLO CHO mL): 

Muusant (ナナ ホシ テン トウ ) 3-8 CB. 0) 15 SD) t ) ¢ ) 
? Encyrtidae (トビ コバ チ 科 ) 8.0 (30.8) | ely (les wy? | a5 (250) 26.0 ( 0.2) 
Eriosoma lanigera Hausmann 5 192. : 

(Vy a7 xy) 128.0 (66.7) Yee) CE OY 41.0 (21.4) 0 C429) 
Geometridae (シャ ク ガ 科 ) OC) 6.0 (19.0) 24.5 (77.8) Sr Osa)! 
Halyomorpha picus FABRICIUS 

( ク ザ ギ カ メタ シン シ ) 30.0 (96.8) TKO KC BRD SOR C083). 
Lithocolletis ri jella Mars a 

oe eee 797.0 (20.5) | 1,406.5 (36.2) | 1,679.0 (43.3) | 3,882.5 (36.4) 
Lyonetia prunifoliella Hisn 5 

Se nn ts 44.0 27.1) | 63.0 (88.8) | 55.5 (34.1) | 162.5 C 1.6) 
a RO a ia al | 2,594.0 (64.8) | 1,026.5 (25.7) | 380.0 ( 9.5) | 4,000.5 (37.4): 
MM li SUMU 

ee RN 1,206.0 €77.1) | 226 0 (14.4) | 185.0 ( 8.5) | 1,567.0 (14.7) 
Orgyia theyellina B 

See Dees 5.0 (13.0) 33.5 (87.0) 38.5 ( 0.4) 
Phenacoccus aceris SINGNORET | 

CAAVAAFRAPFIAY) CE TC Tele 0 本 6 YC ES 63.0 ¢ 0.6) 
Rhopobota naevana HUBNER 

Che eee 0 74) 4.5 (39.2) 5.0 (43.4) 1h)5 ¢ OL 
Scymnus hilaris MorscHULsky | 

Ca Zoe xFYbS) 11.5 (31.5) | 25.0 (68.5) 36.5 ( 0.3) 
Tetranychus telarius LINNE 

CN =) | 53.5 (98.1) | MAO WES) 54.5 ( 0.6) 

at | 4,988.5 (46.8) | 3,012.0 (28.3) | 2,658.5 (24.9) |10, 659. 0(100. 0) 


AURMS RIC kSLAMO¥SZL LT Panonychus ulmi £16} 
= FUE Sasa 4 (9 月 上 ~~ 中旬) > キン モン 未 


Ti « 


YH (9 月 下旬 ~10 月 上 旬 ) m~FvevakUH (10 月 中 


~F Ac 


これ ら 5 ら 3 区 に お ける 群集 変化 の 主要 点 は 薬剤 散布 区 に 
お ける 春季 の 主 構成 種 が リン プ ハ ダニ る し く は リン ゴ コ 
プア プラ ムシ で ある の に 対し , 無 散布 区 で は ハマ キ ガ 類 
また は カイ ガラ ムシ 類 と な っ て いる と と , 中 夏 に お いて 
すでに 秋季 多発 性 の キン モン ホホ ツガ が 出現 する と と な ど 


(農薬 通信 No. 29, 1957), 
で ある が , 散布 終了 後 の 群 集 構成 は 3 者 と も 類似 し て い 
る 。 つ まり 9 無 散布 区 で は 比較 的 自然 状態 に ある の で , # 
季 に な ぉ いて こと の 場所 に 多種 類 の 昆虫 が 集中 し て 生息 する 
Ce, 他 区 より る 約 1 ぁ ヵ月 早く 群集 が 安定 状態 入る と 
と が 目立っ て いる 。 ま な た 群集 勢力 の 大 小 を 問題 に し な い - 
と , 両 散 布 区 で は 大 きく 三 つ の 主格 集 が 形成 され る の に 
対し , 無 散 布 区 で は 四 つ の も の が あら われ て いる 。 

薬剤 散布 区 と 無 散布 区 に お ける 群集 勢力 の 比較 今 3 


Pace erie 
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第 2 表 11 回 散布 区 と お ける 主要 種 の 季節 的 構成 


a ig ae A V. 2, |V.23,30,] WI.13, | W.4, | W.25, | W.15, | Ix. 5, | m.26, | x.17, 
fu. ; 9, 16 We 6 | 20, 2? | 11, 18 | W.1,8 B24 29) || P21 GO 245s 
; oh 0%) bk C%) (%) (%) (%).| (%) (%) (%) (%) 
Zh WE IS agp age eh 18.5 
(5.2) 
DARA) ae 1.0 RS 0.5 
. (0. 2) (0.9) | (0.1) 
SE? yee woe 
Vil I. SNe = | 
>RYEXSZaNs | 5.0 | 5.5 29.0 40.0 1245 
OD CO EO C4) 
P24 ボク サカ ケッ 1.0 | 4.0 
(0. 2) (1. 0) 
フタ バカ ゲロ ウ 14.5 | 0.5 
(3. 9) (0.1) 
are 2.0 0.5 | 0.8 /, O5 
(0. 3) (0. 1) (O01) (0.1) 
P hE ANF 2.5 5.5 
(0. 6) @ab) 
Vv ony 32.0 2.0] 49.0 Unis) 16.0 PALAIS) 
a2) (ONS CLUS 282 (GM 203 
シャ ク ガ 科 | ae 
(0.3) 
クサ ギ カ メ ム シ 
i 1.0 2.0| 38.5 | 57.5 | 200.0 | 498.0 
CO. 2) (OM (10.6) | (16.3) | (46.3) | (64.6) 
Bee RED oni 2.0} ON 
(0.1); (0.8) | (2.0) | (7.4) 
Mey Sos 4.0 17.0 | 109.0 {1,641.0 | 220.5 86250 16825) leo? eb 
(100. 0)| a eae 9 (7A. 2) (6058)) (C2455) (82. TD CR 
tee 556. 0 97.0 
ET Fa | (80.4) | (76.1) | (25.2) (27.5) 
. ARAN Fone 4.0 1.0 
aS St SS ira) (3.7) (0.1) 
es, a 3.5 0.5 | 0.5 
PEGE I Al 8) eh | | (0.9) (0.1) (0.1) 
ne é | | 108 | eos 0.5 
NA TES TR | 1 Gray © (O. By (0.1) 
on | 1.0 6.0 4.5 
Yh Vat Ve Bi ape eee wy) (0. 3) a.7) (1.0) 
Steere 19.5 | 34:0 | 
BARNS = | (5.4) | (9.7) | 
Fl | 4.0 | 107.0 | 613.0 {2,209.0 | 364.0 35355 || 49250 | 911.0 


区 に お ぉ いて 季節 的 に 集計 され た 個体 数 を も っ て リン ゴ 園 
に お ける 群集 勢力 の 目 宏 と すれ ば , 3 者 が その 中 で し め 
る 個体 数 の 割合 を 比較 する と こと に よっ て 和 群集 勢力 の 程度 
e2MocTemCaks,. P5RitTLSL, FZ CHSHE 
旬 ~6 月 下旬 ) の 無 散 布 区 と お ける 個体 数 は 3 区 の 総数 
に 対し 53~83 % SRL, 反対 じ に 夏季 (7 月 上 旬 ~8 
月 上 旬 ) は 11 回 散布 区 で 58~712 を 占め て いる 。8 
月 中 旬 以 降 は 両者 は 接近 し , 9 月 上 ~ 中 旬 と 10 月 中 へ ~ 
下旬 は 散布 区 が , 9 月 下旬 ~10 月 上 旬 は 無 散布 区 が それ 
ぞ れ 対応 する 区 の ほぼ 2 倍 の 個体 数 を 包 令 し て いる 。 9 
回 散布 区 で は 春季 と 10 月 中 下旬 における 推移 が 11 回 
散布 区 に 類似 し , 7 月 下旬 ~8 月 上 旬 は 無 散 布 区 に 接近 


し , 8 月 中 旬 ~10 A bait 11 BRAK cM KOF 
HOBDS Ro. すなわち 薬剤 散布 期間 中 は 無 散 布 区 
の 群集 が 比較 的 強力 で ある が , 一 時 散布 を 中 断 す る か , 
散布 終了 後 は 逆 6 表 布 区 の 群集 が 著しく 膨 服 する こと に 
な る 。 そ し て 表 布 回 数 を い 《 ぶん で る も 減少 する と 群集 勢 
力 は 無 斑 布 状態 の も の に 接近 する が , ふた た び 散 布 を 開 
始 す る と き は , 群集 は 乱 さ れる 。 

つき に 代表 種 二 , 三 の 季 節 的 構成 関係 を みる と , リン 
ゴワ タム ジ シ は 薬剤 散布 中 ほとん ど 無 散布 区 を お ぉ いて の み 
出現 する が , 表 布 中 断 期 の 7 月 上 ~ 中 名 は 11 BK 
に お いて 急増 し た 。 CHAT APMC 4 REORM 
に よっ て 一 時 抑え られ る が , CORSG MMU, Bh 
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第 3 表 9 回 散布 区 と お ける 主要 種 の 季節 的 構成 
2 VL SL 1X oboe) X20 ER 
0 1 | 1,8 | 22) 29 | 12, 18 ‘Gy |e 
和 4 SO RC DIE WC EC LIC ILC igi’ 2) eco) |. 
as 2.5 
pire (0.4) 
Ce lea | 3.0 1.0 .0 0.5 ve 
TERY EY ANF (2.7) (0: 2)| (0,9). |, 1-2) 9) 7st) 
SRPVAGEYVN IS 
Wy 6.0 1.0 
YANG | (25.0) | (0. 
i al oe 4.0. |, 185 4:| 63455 CS Wp 
ミド リヒ と メ ョ コバ パ バイ (0.9) (0.7) | (5.9) | (14.9) | (10.6) | (2.2) 
| 08) (3) @3)| (0.4) 
ッ ボ シク サカ ゲロ ウ 0.8 3 . 
eo Se pe 17.0 4.5 0.5 | 
フタ バカ ゲロ ウ GD OD 
| re oe 
Pape We) 0,2) | : 
” ae 4.0 a 
2? トビ コパ バチ 科 a 
2.0 6.0 3.0 7.0 5.0 
リン ゴワ タム ムシ (1.8541 Ce) cose) ee 51D) || (O58) 
OR | | 
シャ ク ガ 科 [COON le) 
er | 16.0 | 14.0 | 
シ | 
a cae ere 2.0 3.0 | 111.5 | 417%0 | 24560") 72870 
ee es (0.6) | (0.5) 9 NU ee (90. 4) 
ギン モン ハモ グリ ガ (0.8) | (2.2) | (9.4) | 
ee 2.0 |. 44.0 | 173.0 | 552.0 | 153.5 | 35.5 8.0 58.5 
Yates (8.3) | (40.0) | (47.6) | (96.4) | 48.2) | (15.4) | (1.4) (7.3) 
ae 42.0 | 176.0 8.0 | | 
EN FT ese (38.2) | (48.4) | (1.4) 
Ee yas PA, | | 
Set 2 1.0 | 
スス 中 スン (0.4) | 
2.0 2.0 0.5 
クロ ネバ ハイ イロ ハマ キ | | 
ee ioe 22 5 eee 
SY ENE oa Sale) (8.5) (0.4) | (0.1) 
eres 2.5 1.0 | 
BARNS | | (0.8) | (0.4) 
at | | 24.0 | 110.0 | 363.0 | 573.0 | 319.0 | 232.0 | 580.5 | 804.5 
終了 後 比較 的 区 差 が 少な く な る 。 ミ ドリ ヒメ ヨコ ベ バイ は 


どちら か と いう と 夏季 より 秋季 に 向っ て 多発 する 傾向 が 
ある 。 本 種 は 薬剤 散布 期間 中 , 無 散 布 区 に 多少 多く 出現 
する が , 終了 後 は 表 布 区 と お ぉ いて も 増加 し た 。 し か し 薬 
AMC ED 個体 数 増減 の 程度 は 前 種 の よう に 著しく は な 
Wo キン モン ホソ ガ も ミドリ ヒメ ョ ヨコ バイ こと 同様 秋季 多 
発 種 で ある が , 季節 的 に 3 区 の 総数 に 対し て 占め る 率 は 。, 
10 紀 中 旬 以 降 を 除く と 無 散 布 区 と お いて 常に 最 る 高かっ 
た 。 ギ ン モ ン ハ モグ リガ の 表 布 期間 中 の 経過 る キン モン 
ホソ ガ と 同様 で あ ラ た リン ゴゴ ハタ 全 は 5 月 正 角 
6 月 上 旬 の 殺 ダ ニ 剤 の 集中 散布 と よっ て 抑え られ , その 
Cs RPE ICSE, その後 の 石灰 液 や ボル ドニー 


is 
は ば 


液 の 散布 期 に は 散布 区 と お ぉ いて 急増 し た 。 こ とれ は 薬剤 散 
布 の 後 作用 が 顕著 に と あら われ た 好例 で ある 。 租 布 中 と そ 
の 中 断 期 に た な ける リン シンゴ コ ブ ア プ ラム ジ シ の 発生 状況 は リ 
ン ゴ ワタ ムシ の 場合 に ほぼ 似 て いる 。 な お 採集 数 は 少な 
は らき さり 72 ば の ない の 
コバ チ の 発生 と 薬剤 散布 どの 関係 だ お いで 上 記 諸 種 と 
同一 の 結果 が み ら れ る 。 し か し リン ゴワ タム ジ シ が 散布 中 
断 期 に お いて 著しく 増殖 する の と 異な り , その 期間 中 で 
も ゆる や か に 増加 し て いる 。 

- 9 回 散布 区 の リン ゴワ タム シ は 前 半 ( 淫 布 期間 ) は 11 
回 堆 布 区 と 同様 に 少な く , 後半 ( 油 布 終了 後 ) は か えっ 
て 無 散 布 区 より 多く な っ て いる 。 キ ン モ ン ホ ツガ で は 期 
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| BAR 無 散布 区 と お ける 主要 種 の 季節 的 構成 
3 V. 2, |V.23,30,| v.13, | 4 
調査 月 日 , ,00, ., VI 25a) Vilas MX 55,4) 2 
ae 9, 16 Vi. 6 | 20, 27 | 11, 18 | WI.1,8 | 22, 29/12, 19 | X.3,10 24, 31 
(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 
Aa in RTS: Ma 
a ey eae | | 9.0 130g |. 1170 5.5 .0 0.5 
; Py ied (SC COA Gedy), (2.8) O15 
el aay] yr : | 
AN | (27.3) | (0.7) | 
ADZTEYANTE 51.0 1730 
(37.0) | (6.9) 
BN 7 | 2.0 1.0 1.0 6.0 | 10.0 | 39.0 | 48.0 3.5 
| (1.5) | (0.4) CG. DMC 1 (2.6) | (9.8) | G6 | (0.9) 
ee see eae 2.0 3.0 | 0.5 0.5 
So Gaz) | (0. 2) (0.1) 
Pee Sit Oe | | f° 0.5 
| 1.6) | - (0.2) | 
les abe 2.0, \aeaee 1.0 | | 
RE AE (9.1) | ©.7)| (0.4) | | 
ig Sore 1.0 | 5.5 2.0 
ee aa (1.4) | @.0) 
ee. 250° “11, 083,049.03, 10 18.0 1.0 
Cie). | 4-5)! | "CI oe BG.6) } (0:3) | | 
ER 3.00% 830 | 250 0| 10.5 10%) | 
Coe (3.3) | (0.6) | (2.8) | (0.5) 
THe Fi FL 7 (0.7) | 
ER Ae 25.0}. 15.0 | 35.0 | 51.0 | 253.5 | 138.5 | 789.0 | 372.0 
ey = Yale Y 0 
ares 18.1) (6.1) | (44.9) | (15.9) | (66.4) | (70.2) | (89.2) | (98.3) 
eee | ie vd20 2.0 6.0 2.5 1.0 | 43.5 0.5 
1" €0s4) "| (2.6) | (1.9) | (0.6) | 5) | Gay) GD 
eo | 15.0.4) 42820» 21-0; 1226.0 | 85.0 3.0 2.0 
(10.8) | G4) | 28-9) (70.3) | (22.3) | (1.5) | | (0.6) 
DL STD A Pe, | 6.1 | 49.41 @.9) | | | 
120 03:0 1.0 2a COS O20 
Meg ee ee oe (0.7) @-4) (1.3) | (0.6)| (0.1)| GO 
bs Bay A Tily 2 On 730! | 04) ih. oS teal 
AAVRAFACHZ AY (51.5) 9 | (2.9) | (0.3) | | 0.7) | 
IN aN - % 1.0 | 
A i, TT (12.1) <0. 3) 
En? at Is ae i 7 ‘ | | | 
| | | 
= | | 
| | | | 
et 33.0 | 138.0 | 245.0 | 78.0 322.0 382.0 |196.5 | 886.5 378.5 
間 を 通じ て 11 回 散布 区 と 無 考 布 区 の ほぼ 中 間 状 態 を 保 。 シン ホソ ガ , リン ゴ ハ ダ ニ お よび リン ゴ コ プ アプ ラム ジ シ の 


喘 <。 ま た リン デハ ダニ は 石灰 硫黄 合 剤 の 表 布 中 よく 抑 
えら れ , その 経過 は 11 回 散布 区 と 類似 し て いる が , 本 
AOR S PILL KBR A > THECUS E98 
多発 し た 。 そ の 後 は 季節 の 進む と し た が い 11 BE 
と 無 散 布 区 の 中 間 の 発生 状態 を 続け て いる 。 

薬剤 散布 の 有無 と 群集 午 成 種 間 の 相互 関係 へ ダニ 1 
fi, Bh 9 種 の 季節 的 な 動き を 図示 する と 第 1 図 の と お 
り で , これ に よっ て 薬剤 散布 の 群集 こう 乱 の 程度 を さら 
に は っ きり つか な ど と が で きる 。 し か し その 大 略 は す で 
に の べた の で お この 項 で は つき ぎの 2 点 を 指摘 し た い 。 す 
な わ ち , 石灰 硫黄 合 剤 の 表 布 は リン ゴワ タム ジ シ ; キン シモ 


BYSMNASi, 一 方 ヨコ ツボ シク サカ ゲロ ウ , ソ タ ムジ 
ャ ドリ コバ チ の 勢 力 を 削減 する と と , 石灰 ボル ドー 液 の 
表 布 期間 中 に 上 記 諸 種 の 増殖 が 目立つ こと で ある 。 両 薬 
誕 融 布 区 と お セ け る リン ゴワ タム シ と ワタ ムジ シャ ドリ コバ 
チ の 経過 に は 別段 類似 性 は 認め られ な い が , 無 散 布 区 の 
両 種 は い ぐ ぶ ん 並行 性 を 示し て いる 。・ また 個体 数 は 少 
な い が , ヨ ツ ボ ジ シク サカ ゲロ ウ が 早く か ら 発 生 し た 無 才 
布 区 で は リンゴ コブ アブ プ ブラ ムジ シ の 発生 が 他 区 より る 早く 
終止 し , 散布 区 で は 相当 長期 間 に わ た っ て 発生 し た と と 
る 注目 すべ き 現 象 で ある 。? リン ッ ゴ バダ = ニ は 春季 ど 中 夏 に 
無 散布 区 に 発生 し で いる が , 散布 区 で の 発生 は 継続 的 で 


Aa IG A Ob ih 


Ble 4s 


232 会 hus 
BSR 名 i 布 Kt お けり る 
, V2V8,V16 | V.28, V.30, V6 | V13, V1.20, VI.27 4, “VIL, Ws 
We oe ae | TL GR) ie 
i 2 foe) BE oe |) Be Fs eee 
ee ee ow el ee 
| 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 
| (%) (%) (%) (%) 
ADKOAKS 
te 30 9/0.) 1.6 1.0 
DEY KEV ANF (25.0) (75.0) (50.0) (50.0) 
ay i 9.0 1.0 
ER (100.0), (100. 0) 
7S, 6.0 51.0 1.0 17.0 
カク モン ハマ キ (10.5) 9 “ Se a) Oe 2 io 
SW eee? SMA | ci. 0) ol 0) 0 0 13 oes (100.0) 
ce ee | (400.0) (100.0) (250) (75.0) 
フタ バカ ゲロ ウ | 
| 
ae | 3.0 ard £.0.| Ze 0 
ee (100.0) (100. 0) (100.0) (66.7) (33.3) 
bee | 1.0 
PRE ANFTHR / (100. 0) 
7 ( 2.0 12.0 TO 32.0 ° 6.0 9.0 
リッ ゴワ タタ シ (100. 0) cas. (6 » (68.1) (12.7) @19. 2) 
シャ ク ガ 笠 ae 
a (100. 0) aL, > es. 3) 
‘ : 6. 1.0. | 14.0 
JYPAAAY (94.1) (3.9) (100.0) id ee 
ee 15.0 
Sarees a (100.0) 06:0) :8) 6.8) GD 
code SNe reese 1.0 
ポン ハモ クリ (100.0 00. 0) 
ie | 4&0 20 15.0117.0 . 44,0 28.0 (109.0 173.0 “21.0 
(9.1) (9.5) (71.4) (18. 1) (49.4) (31.5)((35.9) (57.1) » (7.0) 
Nore ees Ls 7.0 | 86.0 42.0 121.0 467.0 176.0 7.0 
(100.0) (34. 5) (16. 9) (48. 6)((71. 8) (27.1) a. 1) 
ヒメ シロ モン ドク が Th 
ne 080) G14: 5 és 2) a 0) 
EA SN (200.0) (100.0) (200.0) 
ク FINA A TIN =z の 2.0 
el aera) (100. 0 (100. a (100.0) 
Sante as oy ity 
x 4 FIs 交 き 
a 33.0 | 4.0 24.0 138.0 107.0 110.0 245:0 613.0 363.0 78.0 
(100.0), (2.4) (14.5) (83.1) (23.2) (23.8) (53.0) (58.1) (34.4) (7.5) 


ある 。 こ と これ は 原因 の いか ん を 問わ ず 他 種 に な られ な い 虚 
型 和 的 な 現象 で お ろう 。 と れ に K 対 する 天敵 の コグ ヒメ テ 
ント ジラ の 採集 数 は 少な い が , 本 種 の 出現 時 に ハダニ の 発 
生 が 一 時 少な く な っ て いる 。 害 下 相 互 間 の 類似 性 を 求め 
Bes キン モン ボソ ガ と ギン モン ハモ グリ ガ # の 2 種 は 表 
布 区 で ほ は ば 同様 な 経過 を 示し た の に 対し , 無 MCX Oy 
種 の 経過 は 異な る 。 し た が っ て と れ ら の ど ち ら か に ある 
種 の 条件 が 関連 し て いる よう に も と れる 。 な お お 歌 布 の い 
か ん に か か わら ず 発 生 経過 の 類似 し て いる の は ミド リヒ 


メ ヨ ゴゴ ポイ で の あめ S72 


考 


bas 


この 実験 で は 殺 下 また は 殺菌 剤 を 単独 に 取り あげ な い 
で , 大 体 弘 前 地方 た お ける リシン シゴ 園 の 実情 に 則 し て 立案 


され た 攻 布 暦 に 従い , 


7272 OC RUTH FO 4B HL 5 


Ro すなわち, 11 回 に 対す る 9 HIB CEKMAO Bat 
類 が 越冬 形態 に ある 4 月 中 旬 の 右 灰 硫黄 谷 剤 と 5 月 下旬 
の 硫化 鉄 合 剤 の 幸 布 を 抜い で いる が , 活動 期 以後 じ お い 
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Ee HO hk BR Be R 


| 
| 


ペ 
Ss i 


Vu-25, Vil.J, WE.8 WM.15, MI.22, V.29 |, .IX.5, 1X.12, 1X.19 


| em Xx .10 SIZ 24 X31 
= : 無 11 9 fie 1 9 無 11 9 無 11 9 無 
a 
4 | 回 回 回 回 回 回 回 回 1 
i ne 4 | B 散 | im 散 get) ee | gw R 
布 布 nM i ee | et Te ee 
区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 
(%) (%) (%) (%) (%) 
18.5 2.5 
| (100.0) | (109.0) 
Cea wl. 0) so" oO Sol Ol. Osbe 5. O 0.5 0.5 
(8.3) (91.7) (29.2)(25.0) (45.8) (8.3) (8.3) (83.4) (50. 0) (50. 0) 


5.0 4.0 6.0 5.5 18.5 20:0) 29:0 34.5 89.01) 40:0 61.5 48:0) 12.5. 17.5 35 
(33.3) ok . (49. 0) a3. ey (29.5)| (28. pee. i> “2 2)| @6.7) 1. HG2.2) ais 3) (62. ae =») 


0.5 
109. 0) | (80. 0) (20. 0) | 6 の (88. 3) (100. 0) 
| 14.5 17.0 6.0] 0.5 0.5 
| (38. D5. 3) (16.0), (90. 0 (10. 0) (100. 0) (100. 0) 
0.5 0.5 | 
| (50. 0) (50 0) (100. 0) (100. 0) 
RS AG CABS 5 sO 
(20. 8)(33. 3) (45. 9 (42. 42. 3) (15.4) 
26) Sb 16/0 7.5 16.0 5.0 21.5 
(8.7) (13.1) (78. 2) (8 9) (2:0): (5D. aca. » “| (76.2) (23.8) (100. 0) 
1.0 5.0 10.5 1.0 
(100. 0) (6.0)(30.3) (63.7) (100. 0) 


2.0 3.0 51.0 | 38.5 111.5 253.5 | 57.5 117.0 138.5 | 200.0 445.0 789.0 | 498.0. 728.0 372.0 
G 5 (5.4) ie oy は 3 6) (62. 8) oe Soi i Ses re (13. 9) (31. 0)(55. 1), (31.2) (45. Se 2) 


50 28 4S 32.0 54.5 43.5 
(25. 0) we > (37. ver 2) Gl. 2) Ee 8)(38 5) の (24. 6) al. 9) (33. 5) (100.0) 
1,641.0 552.0 226.0 220.5 153.5 85.0 | 86. 138 | 977.5 58.5 2.0 
(45.0) (89. 0) (16.0) (48.0)(33.4) (18.6) (69. 2 (a 4) a 4) (94. 2) ie, ee (86.2) (13.4) (0.4) 
556.0 8. | 
(98. 8) (1. 4) _ (100-0) 
2.0 6.0 
33. 3) (66.7). 100. 0) (100. 0) | 
£206 85" 120 0.5 5.5 | 0.5 
(100. 0) (77.8) (22.2) 8.3) og LC100.0) 
(0; 0 (50 0) (100. 0) | coo 0 (100. 0) 
NW SS 6.0 19.5 | 4.5 0.5 
(28. 6)(71. 4) (23.5) (76.5) (64.4) (38 8) (100.0) 
34.0 1.0 
a 3) (97.1) (2.9) 


|2, 209.0 573.0 322.0 | 364.0 319.0 382.0 | 353.5 232.0 196.5 | 432.0 580.5 886.5 | 911.0 804.5 378.5 
(71.2) (18.4) (10. 4) (34. 2)(29.9) (35. 9), (45.2) (29.6) (25.2) (22.8) (30.6) (46. 6), (43.3) (38.5)(18. 2) 


て は 両者 と る 同様 の 企画 に し た が い ;, その 内 容 は 石灰 硫 YNCH, AATVPAS HAAS AVIS EITHHUYTS 
ASR CMB, FIITAROARIDEERS, ARCH FV EY RYHRRCAILL, 両者 の 構成 が 比較 的 類似 
BBOES, ぉ および MBM KV F-mwRe Ss Th する の は 6 AHP Re PRO 7 月 下旬 一 8 月 上 
る 。 こ の 表 布 に と ゼ い て 注意 を ひ 《 の は 有機 りん 剤 に よる だ け で ある 。 い いか えれ ば 散布 区 で は 最初 か ら 群 集 は 単 
春季 の 著しい 群集 と う 乱 で , 無 歌 布 区 と お いて ば 講 種 の 純 で 閣 次 強力 と な る が , MBH CHE CIA HO DOH 
害虫 が 発生 し て 群集 は 複雑 と な る が , BARON Bayt, 早く 安定 状態 に 入っ て し まう 。 こ の こと こと は な 
純化 する 。 石灰 液 や ボル ドー 液 の 散布 期間 中 は , Be お 今後 と なお いて 精査 を 要する が , 一 時 薬剤 C に よっ て 抑制 
区 の 群集 構成 は リン マン ゴ ハ ダ ニー と リン ゴゴ コ プ ア プラ ムシ に され た 和 群集 が その 後 作用 と し て 強力 と な る と と は , 薬剤 
よっ て 代表 され る が , 無 散 布 区 と お いて ば 春季 の カガク グモ 散布 の 企画 に 一 つの 問題 を 提起 する 。 一 方 春季 に お ける 


AW) 4 SRB 


(re 


無 散布 状態 へ の 害虫 の 集中 は , MAIER SH 
)7 


12345678 


12345678 


12345678 
= 
pie こと お ける 10 主 要 種 の 季節 的 消長 , 


と 対す る 薬剤 散布 の 影響 を 示す 。 
se HG aed 555.23," 30/83." 6 6 
sn (6 A13, AV, PAE, ay (Creda 4s, all 
ISB), 4 (7 A208; 8 81, 88), 5 «8 8 
T5522, 291), 610985, 125 19 NAK 
26H, 1083, 108) 6EU8 (104817, 24, 
318) 
AD exe!) ey) Chi Seles 
3 S41 5 (liee Ss] Pek Se yr el wig Dials 
Pie Sse Sia shee Wier yeas Tithe 
Bee as yan ce NG, We 
Me MU Bata Sy INihye Ube Ss a ase oS 
SY NES Se SAS) 


で あぁ る 。 


eA SOS 


Et TC 


Ax F 正 動 に 移る 時 期 に とお! る な ん ら か の 処置 を 暗示 する 


従来 1 種まき また 


散布 直 


作用 の 経過 を 民 期 間 に わ た っ CHE 
iti CEB OE Fit 
AID Wt ALO Im 


場 al @ 


は 数 種 の 害虫 に 対す る 薬剤 試験 に お いて は 
俊 の 効果 に 重点 が お か れ , 群集 に 対す る 薬剤 の Diz 


ミミ されない うらみ が あ 
対し て 強力 
加 を 招来 する 結果 に な っ て いる 。 障 
よう な 状態 で ある か ら , 実験 室 


PeLOLS TY MO MMNNR 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 : 誌 


第 1 巻 第 4 号 


』 然 多少 の 無理 を 生ずる で あ 


し た 群集 に 応用 する と と は 当 
Ze 

fix DBRCOUTS, VY TIP LY, VVAAZ 
ニ お よび リン ゴ コ プ アブ ラム ジ シ が 薬剤 散布 に 反応 し て 最 
4 典型 的 な 発生 経過 を 示し た 。DDT が ハダニ や リン プ ゴ 
ワタ ムジ シ の 個体 数 を 増加 する と こと は も は や 定説 と な っ て 
いる が , 有機 りん 剤 に よる ハダニ の 増殖 つい て も す で 
ic Couzyer (1953), MRS (1954), ZR (1955) な ご 


に よっ て 指摘 され て いる 。 そ の 一 因 は 天敵 の 死滅 と ある _ 


(Geter & Savary, 1953; MacPuer, 1953; MacPurr 
& Sanrorp, 1954; Sruurz, 1955) と いう が , 硫黄 剤 る 
GT yt 
に よる ). に よる と リン ゴ ハ ダ ニ の 挿 食 ダニ = は 薬剤 処理 区 
A aa ee 
無 処理 区 で は 依然 と し て ハダニ に 対し て 大 き な 支 配 力 を 
発揮 する と いう 。 他 方 ある 期間 に 限っ て ハダニ を 捕食 す 
BTV VAY OB AAD VO-s, 2k Oa 
カゲ ロウ の 一 種 が ハダニ の 個体 数 の 少な い 無 処理 区 で 競 
SL, 特に 数 を 増加 する も の が な いと いわ れる 。 今回 は 
RUT XC 2 種 の 挿 食 性 テ チン トウ ムシ が 発見 され た が , 
BINS Ay (ye 4 ivllincee 6 PALS CGNEN Ss (CEE Ie 
の よう な 種 間 の 干渉 が 働い た よう に も と れる が , 採集 技 
術 の 点 か らい っ て た し か な こと と は いい を る を ない 。 

RIC Kit BRO 関連 性 が 最も る よく あら われ た HI 
ミラ の 
に み ら れ る 。 無 散布 区 と お ける 両 種 の 並行 性 は か な り 著 
US あらわ れ て いる の に に, se UI EV 


な い 。 て この 両 種 の 年 間 発生 回 数 は ほぼ に て いる か うら, BH 
布 区 に 1 NY 


れ と いう より も , むし ろ 天 敵 個 体 群 の 減少 と ある と みた 
い 。 キ ン モ ン ホ ソ ガ と ギン モン ハモ グリ ガ の 発生 経過 は 
例年 の 調査 と よれ ば 極め て 似 て いる 。 そ し て 両 薬 剤 散布 
区 た とお ける 両 種 の 類似 性 は 今回 る 従来 と 変ら ちな い 。 と こと 
ろ が 無 散 布 区 で は 後 種 の 発生 が 一 時 中 断 し て いる 。 と れ 
I 


OVA ALR C & Sd 3 TZ, 
KRG MORMLI vy IDs AY, リン ゴ コ プ ア 


maar YY DOSY Ee ah i see eee 
モグ リガ な どの 初期 発生 を 抑え る 。 ミ ドリ ヒメ ヨコ バイ 
は あま りこ の 影響 を 受け な いよ う で ある が , 6 ALTO 
有機 りん 剤 に よっ て 抑え られ で いる 。 Lorp (1949) に よ 
る と ボル ドー 液 を 贅 布 する と , その 翌年 か ゆら ハダニ の 発 
ace TEES ENS i DT re ae 


っ て も 
ある 粒度 害虫 の 抑制 効果 が み ら れ た が , 硫黄 剤 や 有機 り 
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ん 剤 の よう に 相当 強力 な 影響 は な いよ う で ある 。 ワ タム 
ONS WEUSSRS SOLER Gro) の ロト の び コ クロ 
メ テ ン トウ PSK FMS 症 体 と する 救 布 期間 に お い 
て , 散布 区 と も いで やぶ ん 発生 し た 事実 は どれ を 裏書 し で て 
WHE TCHS. Kw FWRI SIMU TUS 
が 天敵 に 対す る 本 剤 の 影響 は 少な は く , 問題 に な ら な いと 
の 51 と で る る ecxrur, 1955), SHORT HUT 
は DDT の 使用 を 5 月 上 旬 で や め て し まっ た の で , 従来 
し ば し ば 指摘 され て いる よう な , 生理 的 刺激 に よる リン 
ゴ ハ ダ ニ の 増殖 は , 前 代 か ら の 遺伝 的 な 裏付け が な い 限 
り 浴 問題 と する に た らち な いよ うに 思わ れる 。 た が で 
本 種 の 最盛 期 に と な ける 発生 量 は か し ろ 他 の 原因 と よっ て 
説明 すべ きる もの と 考え ら れる 。 な お 11 回 と 9 回 の 両 散 
布 回 数 に よる 雌 較 で は , 回 数 の 少な い 場 合 に 群集 どう 乱 
の 程度 カ 澤 まい 。 し た が っ て 散布 に 間 あ い を 持た せる と と 
は それ だ け 薬 剤 の 後 作用 を 少な くす る と と に な ろう 3 。 


ま め _ 


Ll) RAMONE (薬剤 の 種類 , HAIER, BE 
BUS LOCO) の いか ん に よっ て は ば は, IVY AHO” 
ダテ = や 昆虫 群集 の 構造 , 構成 の 変化 , 構成 種 間 の 相互 関 
係 な ど が 異な っ て くる と 思わ れる が ,。 本 報 で は 1956: 年 
5 10 月 に お いて 表 布 回 数 こよ る 影響 や を みた 結果 を の 
CS 

2) 期間 中 の 総 個体 数 10,659 に つい て 11, 9 Ha 
区 お よび 無 幸 布 区 を 比較 する と , それぞれ 46.8%, 28.3 
ISLE 24.9% と な り , 攻 布 回 数 が 多い ほど 個体 密度 
が 大 と な っ て いる 。 

3) 群集 の 変化 は 11 MRR CRIP TZ AV or 
三 ・ ア プラ ムシ つっ ホソ ガ ・ ハ ダニ 辞 集 ) 9 回 散布 区 で は 
DERE O GRD S SUNY ULI AS tee DING foe 1 yO 
= (9A FAP SKIN + AAA) BRET sWS 
Ds, 無 散 布 区 と お いて は ハマ キ ガ ・ カ イガ ラム シー っ アブ 
GLY © RF 2PnKI = RI HSOKI He NF= (9 
月 下旬 か ら ホ ソ ツガ) 群集 を 形成 する 。 し た が っ て 両 散 布 
区 で は 3 群集 , 無 散 布 区 で は 4 群集 に 分 けら ちら れ , BHM 
布 に よる 群集 の 単純 化 が 推測 され る 。: ま ただ 無 散布 区 の 群 
集 は 他 よ り 約 ヵ月 早く 安定 状態 に 入る 。 © 
4) 薬剤 散布 に よっ て 和 群集 は と う 乱 され 個体 数 を 減 ず 
る が , 表 布 を 中 断 す る か また は 終了 後 は 急激 に 和 群集 は 強 
HES. MITI VAI LVRBIOY VANS HOH 
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FESTA CH So 一 方 無 散 布 状態 放任 され た 場合 は 初 
期 の 群集 は 複 維 と な る が , 後に 個体 数 は 減少 し ほぼ その 
まま の 状態 が 長 で 続 で 。 

5) 無 蔽 布 区 と お ける リン ゴワ タム シ と ワタ ムジ シャ ド 
リコ バチ の 消長 に 並行 人 性 が 認め られ る が , BAK CIEE 
DEISTEWSEOARNE. BKVYIITIPTF 
ラム シ と ヨン ツボ シク サカ ゲロ ウ の 間 に も 同様 な 関係 が い 
《 ぶん うか が える 。 
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Summary 


Studies on the Insect Association in Crop Field XI. Comparative Effect 
on the Structures of Arthropod Communities of the Number of 
Pesticide Sprayings Applied in Adult Apple Orchard 


By Sy6z6 HUKUSIMA 


Laboratory of Entomology, Faculty of Agriculture, Hirosaki University, 


Hirosaki, Aomori Pref. 


During these years the frequency of application 
of insecticides in apple orchards has increased in 
order to maintain a satisfactory control. This has 
been considered to be perhaps due to the appear- 
ance of resistant strain of insects to insecticides 
and, in certain cases, to an adverse effect of 
This 


leads tooa more intensive use of insecticides; as 


insecticides on natural enemy populations. 


the result apple growers generally are applying a 
complex schedule of sprays. To develop additional 
information on the direct and indirect effects in 
the different number of spray applications upon 
the structures of arthropod communities, an ex- 
periment was conducted in an adult apple orchard. 
This kind of study was began by the author in 
1956 and is now being continued. The present 
article is the first report on these experiments. 
Basically, the plan of the experiments carried 
The orchard 
used consists of about 180 trees of 15 rows includ- 


out in the present paper is simple. 


ing a small number of young trees. But mostly 
it consists of 30 year old trees of the Jonathan 
and Ralls varieties. Insects and mites were kept 
under the schedule of 11 sprayings on half of the 
trees and 9 spray applications on the remaining 
half. 


in the center part of the west side in the orchard. 


In this case two check trees were selected 


Each spray plot was givena treatment of mineral 
oil emulsion as the ground spray, and then lime- 
Sulphur alone, lime-sulphur plus DDT, 


sulphur plus lead arsenate, lime- sulphur plus lead 


lime- 


arsenate plus EPN and Bordeaux mixture during 
the period from early April to mid-August. 


Counts, both on insects and mites, were taken at 


intervals of 7 days from each 4 trees of the spray 
plots and 2 trees of the check plot. Insects 
collected by hand sampling and sweeping of 100 
times within 1 square meter areas at the height 
of 1.5 meters above the ground in each survey 
tree, but in making counts of mites, 200 mature 
full sized leaves were picked at random and the 
number of various stages of mites was recorded. 
Compositions of arthropod communities in each 
plot during the course of the present experiment 
Of the 10,659 individuals 


obtained throughout the entire season, 46.8 per 


are shown in Table 1. 
cent was observed in plot of the 11 spray 
schedule, while remaining number was found in 
the two plots of 9 spray applications and the 
unsprayed at the rates of 28.3 and 24.9 per cent 
respectively. So far as the present data are 
concerned, it would seem that as the number of 
spray applications increase the greater is the 
population density. 

As will be seen in Tables 2-4, based upon the 
seasonal changes of all the species composing the 
faunae, the seasonal succession of arthropod 
communities can be divided into following several 
groups : 

Myzus malisuctus—Metatetranychus ulmi+Myzus 
malisuctus—Lithocolletis ringoniella+ Metatetra- 
nychus ulmi on the plot treated by the 11 spray 
schedule; Metatetranychus ulmi+ Myzus malisuc- 
tus・ Eriosoma lanigera—Metatetranychus ulmi> 
Lithocolletis 


(Lithocolletis 


ringoniella+ Metatetranychus ulmi 
ringoniella+Chlorita flavescence 
from late September) on the plot of 9 spray 


applications; Cacoecia xylosteana+ Phenacoccus 
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aceris>Myzus malisuctus+ Metatetranychus ulmi 
—Metatetranychus ulmi» Lithocolletis ringoniella 
Lithocolletis ringoniella+ Metatetranychus ulmi 
(Lithocolletis ringoniella from late September) on 
the unsprayed plot. From the results illustrated 


here, it is clearly perceived that although there 


was no noticeable difference between the former ° 


two spray plots in the structures of community 
accompanying a high population through the 
entire season, the organization in the case of the 
later one, was rather complex having a poor 
number. Furthermore, as has been already shown 
in Tables, the apple leaf miner group became 
established one month earlier in the unsprayed 
plot than in two plots where a complex schedule 
of sprays was applied. 

Over the period of spray application, insect and 
mite populations were disturbed severely and the 
trees treated by the pesticides were comparatively 
free from pests, while adjacent, unsprayed apple 


trees frequently suffered from destructive infes- 
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tations of various pests. After the spray appli- 
cations were discontinued, however, populations 
of the woolly apple aphid and European red mite 
increased sharply to a peak in plots of pesticide 
treatment, while at the same period, a sharp 
decline occurred in the unsprayed plot. It seems 
probable that the destruction of natural enemies 
promoted the development of the aphids and 
mites on the sprayed trees. 

During the course of the present study as shown 
in Figure 1, the resemblance in the seasonal 
fluctuation in the unsprayed plot is observed 
between the woolly apple aphid and A phelinus 
mali, and a similar tendency can be seen between 
the apple leaf-curling aphid and Chrysopa septem- 
punctata, but it was not observed numerically 
in the sprayed plots. Summing up, it may be 
worthy to note that the increase of spray appli- 
cations in the apple orchard reduces the natural 


enemies of the pests. 


ia 


低温 に よる 昆虫 の 死亡 率 

KrIPLING, E.B. (1957) Insect mortality at low 
temperatures. J. Econ. Ent. 50 (3): 368~369. 

HLF fl Ze RIC KOE BO PED EDR IC TS 
STOSoLOEUMBBERTT SY. vy b ROWE, MH 
界 の 温度 は —42~65°C て なり, 機内 の 加 温 し て いな い 
部 分 で は と の 外 温 近く まで 低下 する の で , そこ とこ に か くれ 
て いる 害虫 を 死滅 させ る と と が 考え られ る 。 そ こと で 数 種 
鹿 虫 の 低温 に お ける 死亡 点 を 求め て みた 。 一 定 の 低温 に 
1 時 間 お いて 24 時 間 後 に k 100 狐 死亡 する 温度 は , テン ト 
ウム シダ マ シン の 一 種 Epilachna varivestis MurLs. の 
i SH, 4 END, NY A, ~~ 7 ae ATE Cla —15°C 
CHA, イヌ ダニ の 一 種 Dermacentor variabilis Say, 
コク ヌス トモ ドキ の 一 種 Triborium confusum Dov. 
は こと の 温度 で は 完全 に 死ん だ が , —20°C の 場合 生存 個 
KMS si. さらに —20°C で の 完全 死滅 に 要する 時 間 
求 の る と ネッ タイ 1 ンマ カ で 6 分 結 イ モデ バエ で 30 分 で あ 
( 農 技研 A TbAR) 


っ た 。 


クロ バエ 幼虫 の 後 脳 部 内 分 泌 器 官 

Fraser, A. (1957) The retrocerebral endocrine 
organs of the larva of Protophormia terrae-novae 
Rogineau-Desvoipy (Diptera: Cyclorrhapha) Proc. 
Roy. Ent. Soc. London [AJ 32 (1/3): 40~46. 

クロ バエ の 一 種 Protophormia terrae-novae R-D. 
の 後 脳 部 に ある 内 分 泥 器 官 の 形態 が 詳 述 され て いる 。 こと 
の ハエ で は 了 拘 腺 が 対称 的 に 対 を な し て いる が , CMI 
縫 類 と し て は 原始 的 な ぁ も の で あっ て , 他 の 高等 な 双 郊 目 
で は み ら れ な い 。 こ と この ハエ で は 胸腺 に 非対称 に 気管 が 分 
布 し て に いて, CORBA Pik CMR KO fel O es 
に , 胸腺 と 咽喉 側 神 経 球 の 活力 を 促進 させ る 役割 を も っ 
て いる 。 脳 の pars intercerebralis の 両側 に は 散在 し 
た 1 群 の 神経 性 分 泥 細 胞 が み ら れ る が , axon は み ら れ 
な か っ た 。 咽喉 側 神 経 球 の 細胞 核 に は 2 種類 あり , 一 方 
は クロ ー ム 親和 性 で 他方 は 不 親 和 性 だ っ た 。 数 は 後者 の 
方 が ずっ と 多く 。 と と に 未熟 な 幼虫 に は 多く , 咽喉 側 神 
経 球 の 後部 に 集まっ て いた 。 ( 農 技研 三橋 YS) 
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abe BPO LL 


LAR Meloidogyne spp. は わが 国 全 地域 に わた 
5 CHAL, その た め 生 起す る 農作物 の 被害 も 著しい 。 
根 間 線 虫 に 生態 上 多数 の 系 統 の ある と と は , Curistie& 
Aupin (1944), Cmrrsrrmg (1946) な ど に よっ て 確か め 
られ , Currwoop (1949) は 従来 の Heterodera 属 よ り 
わけ て Meloidogyne 属 に 移し , M. exigua GoELDI, 
1887, M. javanica (Trevs 1885) n. comb., M. hapla 
n. sp., M. incognita (Koroi & Wuitr, 1919) n. 
comb., M. incognita var. acrita n. var., M. arenaria 
(Neat, 1889) n. comb. の 5 種 1 変 種 を 記載 し た 。 
その 後 Cmirwoop ら (1952) は さら に M. arenaria 
thamsi を 加え , Loos (1953) は M. brevicauda 750 
載 し た 。 ま た 最近 Lorperxo (1956) は M. inornata を 
追加 し て いる 。 

近年 わが 国 に お いて る 根 益 線 忠 の 生態 的 系 統 に つい て 
調査 が 進め ゆめ られ, すでに 数 多く の 系 統 が 類別 され る に い 
725, GER - =, 1954, 1956, 1957; 一 戸 , 1955; 
= 1954, 1955) M. incognita acrita Currwoon, 
1949 お よび M. hapla Curtwoop, 1949 の 2 種 が 確認 
され , M. arenaria CHITwoop, 1949 #3 LU M. javanica 
Curtwoop, 1949 OpyfelTHWG 4 2 種 も 見 出さ れ て い 
る 。 こ と こと に お いて, わが 国 で 分 布 の 最も 広汎 で ある と と 
2D M. incognita acrita 3 よび M. hapla の 2 種 に 
M. javanica に 近似 の 1 種 -( 以 下 M. javanica (?) と 
記載 する ) を 加え た 3 種 の 卵 の 大 き さ を 比較 し て , ID 
大 きき さき に よる 根 癌 線 虫 種 の 類別 上 の 意義 に ふれ , あわ せ 
で 根 問 線 虫 の 卵 の 発生 に 関す る 一 , 三 の 知 見 を 加え る も 
の で ある 。 

本 区 に 入る に 先立ち , MEO BTS 6 ONTO Ree 
め に さい し て , 援助 と 助言 を いた だ いた 三重 県 農 試 近 立 
技師 , 関東 東山 農 試 国井 技官 な ら び に 文献 と 助言 を いた 
だ いた 米国 農務 省 G. Steiner, A. L. Tamor 両 博士 に 
感謝 の 意 を 表す る . 


卵 の 形成 と 産卵 


(1957 年 8 月 15 日 受領 ) 


HUH, Meloidogyne spp. SBD AEM OI 
その 形態 た 関す る 一 観察 


人 ee ers ; ; 


農業 試験 場 


HORM Meloidogyne spp. は すべ て 植物 体内 で 生 


る も そう で は な くれ , きわ め て まれ で は ある が ヘテロ デラ 線 


虫 Heterodera spp. に 似 て シス ト ( 雌 成 虫 の 卵 形成 が 


進む か に つれ て 体内 の 諸 器 官 は 圭 れ て 虫 体内 一 ざ ひ 『 に 卵 を 


包 蔵 し た まま , 同時 に 体 表皮 は 肥厚 し て 強 前 な 包 可 と な 
SPI IPZE (egg 7 


っ た も の を いう ぅ 3) 性 の る の も 存在 する 。 
sack) と 称せ られ る ゼラ チン 様 の 分 泌 物 と いっ じじ ょ に 氷 


次 体外 に 排出 され , IPMITA EAI PLE Cege mass) と ¥ 


な っ て , 寄生 植物 の 根 に 付着 また は 内 蔵 き され 7< ま ま 地 中 


に 残存 する 。 ま た , と この 卵 塊 を 寄生 植物 より 摘出 し ch 


壌 中 に 埋没 し た も の る も 十分 に 生存 , 増殖 する 。 自然 状態 
に お いて る も 寄生 植物 自体 が 腐敗 し た り , HP abe S| & va 
いた りす る さい に 脱落 し て 卵 塊 の まま 主 中 に 生存 する 場 
合 が 普通 で ある 。 

雌 成 虫 の 生殖 器官 を 卵巣 , INS, 子宮 の 3 部 に 大 列 
する と と が で きる 。 卵巣 の 上 端 よ り 下 端 ど な る に 従う て 
次 第 に 卵 数 を 減 し , 輪 卵 管 に 続い て 整列 し て いる が 所 和 幅 
卵 管内 の 卵細胞 に は まだ 卵 毅 が な く , し た が っ て 卵 形 も 


BU, MHOAUTENTSE0OONTOSD, BEL F 


© 


+ 


e 


人 l 
} 
\ 


多様 で ある 。 子宮 内 の 卵細胞 は 完全 に 卵 帝 に 包ま れ 橋 円 7 
形 を し て いる 。 子宮 と 輪 卵 管 の 境界 は 入 殻 腺 の 存在 で は 7 


>s0KATSTCEMBCRS. REF AVI7) it, TOR 
後 の 卵 の 状態 を 観 祭 し , COURIC SHER SSZS&IC 
と 述べ て いる が , 穫 者 の 観察 に お いて も 受精 略 ら し いも 
の を 認め る で と ゆめ Naa な か S09 主 光 は 宮 A 


し めのう ぅ ち は 画 細胞 中 に 校 が 明らか に 識別 し うる が , 次 上 
第 に 卵黄 頼 粒 の 生 成 の た め に 不透明 と な る 。 卵 槍 は 子宮 し 


KODWSNA CIF VED WHT, 
(vulva) 外側 に 排出 され , 卵 は と の 物質 の 中 に 産み だ 
され る 。 て これ は 卵 を 外界 の 有害 な 諸 影 響 か ら 保護 する と 
と に 大 き な 役 割 を 演じ て いる も の と 思考 され る 。 政 栓 の 
大 き さ は 普通 は 雌 成 虫 の 体 の 2 分 の 1 以上 , 時 に 同じ 位 
の 大 き さ に 達する も の る も 少なく ない 。 

卵 に は 外 殻 膜 と 内 部 の 卵黄 題 粒 を 含ん で いる 卵 黄 膜 の 


受精 後に ASL 


2 種 の 膜 が ある 。 卵 内 で 幼虫 の 名 器官 が 完全 に 発達 する 7 
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195712 =k: 根 座 線 中 Meloidogyne spp: 


第 1 図 卵 形成 時 の 雌 成 虫 (M.hapla Carrwoop) 


BON ジャ ガイ モ 組 織 内 で 産卵 中 の 雌 成 虫 
(M. hapla Currwoop) 

LMR ADT, 適温 , He Fo CRE, Bl pee 
な る 。 第 1 図 は 卵 形成 時 の M. hapla で , 体内 に 卵 が 
“HINTS. EI 第 2 図 は ジャ ガイ モ (男爵 ) 組織 
| 内 で 産卵 中 の 同種 根 彰 線 虫 で , すでに 卵 杏 の 大 部 分 が 産 
DIS OTS. 第 3 図 は 産卵 直後 の M. incognita 
‘aérita で , サッ マイ モ そ (農林 1 号 )〕 を 寄生 し で いた も 
の , 第 4 図 は M. hapla の 贅 中 発生 の 過 得 で ある 。。 産 
「 み だ され た 蔽 は , 主 と し て 温度 , と き に 湿度 に 恵まれ た と 
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き , た だ ち に 発育 し は し じ め , MAS の 産卵 期間 中 , 産 
IND ABUT kT, 1 ISREW DOSNT ISIC 46 SBOEA 
段階 を 示し て いる 2 場合 が 普通 で ある 。 発育 程度 の 階級 と 
し て は , 単細胞 期 , 2 細胞 期 , 4 細胞 期 , 多 細 胞 期 , 双 
ZH, 幼虫 形成 期 (内 時 前 期 , WRU, MAD, 幼 
忠 期 の 各 段 階 の も の を 認め る ここ Be a6 
FEIN (SNBEFRD JARO 

調査 し た 2 種 根 疹 線 虫 の 産卵 数 SURO 卵 数 ) は 
550~750 を か ぞ え , 寄生 に 適合 し た も の で は 1000 以上 
の 卵 を 蔵 す る る も の も ある 。 根 窟 線 虫 の 種類 間 で 産 卵 数 に 
相違 だ ある か どう か , と の 調査 結果 だ け か ら は 不明 で あ 
る が , 産卵 数 は 寄主 植物 に お (IB GED FEBS eA 
し な い 場 合 , 主として 寄主 植物 に 起因 する 線 虫 の 発育 条 
件 。 し いて いう な ら ば 寄主 植物 に 対す る 線 虫 の 適合 性 の 
程度 に よっ て 決定 づけ られ る の 
#2 M. incognita acrita $ よ びび M. hapla の 2 種 は , 
いずれ る も 純粋 に 分 離 増殖 し た 系 統 の も の に つい て , それ 
Sy SEMBLE Te ATARI) ES 
ナン キン マメ (EWE), それ に 2 種 線 虫 の チ E 通 寄主 
Choe te }-GE) OWT, HEROS (Hoc cie 


J 
7 
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策 4 図 Mees (Meloidogyne hapla Currwoop) 


の 卵 中 発生 
Ot Mi, ©2 細胞 期 , ⑤ 4 細胞 期 。 O~@ 
多 細 胞 期 , OFZ, O~ Opa, O~@ 
AH, G~ ORB, O~S yy a Hy 


われ る ADIT XIPBEP OHMS PTAKAIC (第 1 表 )。 
teas, FEAL (oP Hb AUB HIT t 3 CRSA 
CHS 8 月 に 産出 され た も の で ある 。 

第 1 表 MBM ORI (BAN OI) 


PG ies M. incognita Neate bia 
SG a <a acrita 
” eee ae 
Sl op Wh xe 4 
別 NN ee a ey A 
Sy, ] 

1 580 542 447 404 

2 607... 574 459 497 

3 620 600 480 524 

4 693 609 508 544 

5 715, 755 536 570 

6 aor 786 541 588 

7 778 790 553 695 

8 862 815 607 702 

9 1030 827 673 861 

10 1128 1022 734 890 

(Ce #) (CHES | (CEP || GED) | (628) 


19564 8 Fee SBR 


DO) aT ee 


卵 の 測定 に 供 試 し た 卵 の 発育 段階 は いずれ も 策 4 図 に 
お いて 示し た 卵 の 発生 経過 の うぅ うち ⑨③~⑨ の 2 細胞 期 頃 よ 
り 和 務 実 期 頃 まで の も ゃ ので, 長 さ は 終 の 最長 値 , 幅 は ほぼ ば 
中 央 部 に つい て 測定 し た 。 こ と 祝 必 供 試 卵 に と 比 し , 一 般 的 
に 幼虫 期 卵 は 長 さ に 対す る 幅 の 此 率 が や や 大 と な る 傾 両 
が 認め られ る 。 

棲息 地 を 異 に する 3 種 根 痩 線 虫 群 間 に お ける 比較 
M. incognita acrita, M.hapla #3 よ T M. javanica 
C?) の 3 種 根 痛 線 忠 に よっ て 療 起 され る 3 か 所 の 作物 
REET, それぞれ 1954 年 に は トマト CBE), 
1955 年 に は カウ ピー を 栽培 し , COMITBEL IIR 
に つき 200 卵 ず つ 測 定 し た 。 

寄主 植物 の 種類 を 異 に し た 場合 の 2 種 根 益 線 虫 卵 の 大 
き ざ サモ (関東 穫 4 和 を うり De 
A GEE) DO 3 種 作物 と 寄生 し 7 M. incognita acrita 
お よび M. javanica (?) 2 FED ISRETDVYT 200 HEF 
DeWLEL Tr. 

純粋 系 統 根 痩 線 躍 種 間 に お ける 卵 の 大 き さ 以上 の 2 
項 の 調査 は 根 益 線 忠 の 単 一 種 の 棲息 地 (実際 に 一 般 被 害 
地 で は , 2 種 も し く は 3 種 以上 の 根 競 線 虫 種 が 混在 し て 
いる 場合 が すく な くく ない ) より 1 和 群 と し て 寄主 植物 に 寄 
生 せ じ め た , いわ ば 棲息 地 別 の 根 次 線 虫 群 に つい て で あ 
Bo これ を さら に 純粋 な 意味 で の ML UT 確認 する た 
め , 特定 寄主 植物 か ら 1 雌 成 虫 を 同定 し , COIPBESIY 
殖 せ し め た 純粋 な 系 統 の を の 記 つ いて 測定 を 行っ た 。 第 


. { an 
Pn A a, te Ely BOR 


19574212 9 
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第 2 表 BAMLRICT A 3IMRAGLRMICHUSWOLE 


a SAT RT SR = | 


4M 7 7 fi... 
: 7 OF a eee 
: Ag ge — ee 
ak Ca) Ba) | 幅 (@) | 長 さ / 幅 | sw] @ © |eele 
M. incognita acrita # 92.2+0.7 E003 02.2 95.4+4.3 | 41.541.4.|2.3 
M. javanica (?) # 88.6+0.4 39.5+0.4 る 91.6+4.5 41.6 キ 1.3 PG. 
M. hapla # 80.5+0.5 37.4+0.4 oe 81.0+2.6 39.841.3 |” 2.0 
* 195442 7 Ame, 71955429 月 産 cs. 
第 3 表 BEBWOMM*ARICLcYRORBRALNWOKKE 
= a er 
Wag M. incognita acrita M. javanica (?), 
eta ~—<8 |e em | © @ |sefe) esc | @ Ww -|ealm 
サツマ イモ 関東 14 号 100.7+6.6 | 40.2+3.0 2.5 91.2+3.0 40.641.3 | 2.2 
pate RCS 92.2+5.0 39.642.1 2.3 90.844.6 | 40.0#1:8 |- -2.3 
AA. He fh SB 93.344.9 40.2+2.4 2.3 93.943.9 | 40.5417 | 2.3 
*1955 年 9 月 産 3 aaa 
BAR MHA WAR SMICBEUO ZENER EBIOIWOKKS 
ESN: 2 OMS LUKKES 母 虫 別 長 & ( め の te CH). Be/g 
M. incognita acrita | 
A—sp—5—1* A 99.6 (94.0—110. 0) 40.0 (36.0—44.0) 2.5 
A—sp—5—2* A 98.0 (94.0—102.0) | 40.8 (40.0—48.0) | 2.4 
M. javanica (? ) | 
-  D—sp—5—1* B 98.0 (94. 0—106. 0) 40.4 (40.0—44.0) ot 
D—sp—5—2* B 99.6 (94.0—110. 0) 40.0 (40.0—44.0) 2.4 
D—sp—6—1* aC 91.2 (86.0— 98.0) 40.4 (40.0—44.0) 2:3 
D—sp—6—2* Cc 86.8 (86.0— 98.0) 40.4 (40.0—44.0) ot 
D—cl—1—1* D 90.4 (82.0— 98.0) 43.6 (40. 0—44.0) 0 
D—cl—1—2* D 87.2 (82.0— 94.0) 42.8 (36.0—44. 0) 2.0 
D—cl—6—1* E 86.4 (82.0— 90.0) 40.0 (35.0—44.0) 2.2 
D—cl—6—2* E 86.0 (82.0— 94.0) 40.0 (36.0—44. 0) 2.2 


* 1955 年 9 Am 


4 表 は この よう に し て 増殖 し た 第 1 KE OIBAIT 2317 
る 卵 の 大 き さ を 卵 喪 を 産み だ し た 母 虫 別に 取扱 っ た MM. 
incognita acrita 3 よび M. javanica (?) の 2 種 5 
母 下 間 で の 比較 で ある 。 各 卵 杏 と る 測定 に 適当 な 卵 数 が 
少な いた め , 40 卵 ず つと し た 。 寄主 植物 は + マト て ( 幅 
ENG o 

同様 に , 純粋 な 系 統 と し て 増殖 し た M. incognita 
acrita, M. javanica (?) ##kO M.hapla に つい て 
各 200 卵 ず つ を 測定 し た 結果 は 第 5 ROW TCHS0 IB 
庫 採 取 の 寄主 植物 は } ト マト (BE) CHS. 

第 4 事 守 よび 第 5 表 に お ける 根 次 線 虫 の 系 統 番 号 に ふ 
《 まれ る 記号 , A は 関東 東和 山 農 試 千葉 試験 地 CELE 
場 ),C ぉ よび J は 手 葉 県 諾 試 本 場 , D は 関東 東山 農 試 本 
場 , FF は 東京 都農 試 , I は 東北 農 試 刈 和 野 試 験 地 の 各 
sk 9 分 離し た 線 虫 系 統 で あり , sp, cl, st の 記号 
it, GHRITENEN, FYVAE, レ & み EE ローバー, 
AF AICHHEETTKTE ELITES. 


第 5 表 純粋 系 統 根 竣 線 虫 種 に お ける 卵 の 大 き さ 
RRBSEE |B さ )| «eer 
M. incognita 
acrita* | 
A—sp—5 | 93.545.4 39.6+1.8 2.4 
M. javanica(?) | 
D—sp—3* | 88.343.8 | 37.9+3.8 203 
D—sp—5* | 91.54+4.1) 39.4+1.8 Jap: 
C—sp—6* | 88.24+4.6 | 38.6+2.3 ae 
F—sp—3* | 91.045.9 39.0+2.1 Zo 
M. hapla | | 
I—st—5* | 78.3 エ +4.7 | 41.742.5 1.9 
J—st—1* Dial. 


82.1+6.7 | 37.74£3.5 


* 1956 年 10 月 産 


GRAS LUOBR 


棲息 地 を 異 に する 根 競 線 虫 群 聞 の 卵 の 大 き さ ( 第 2 表 う 
は 2 ヵ年 (年 で ど と に K 寄 主 植物 を 異 に する ) の 調査 結果 を 
通じ て , M. hapla が が 著しく 小さ く , つ いで MM. javanica 
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(?) で M. incognita acrita が 最も 大 きい 。 長 さ に 対 
する 幅 の 比率 は , トマ ト で は 明らか で な い が , カウ ピー 
で は M. hapla DPB (to TW So 

SEK > RAT LEGA OMAREIIOXK & SOER 
に つい て は , 供 試 材料 の 管理 の 失敗 の た め M. hapla 
に つい て 調査 し えな か っ た が , M. incognita acrita と 
M. javanica (?) の 間 で , 3 種類 の 寄主 作物 中 , トマ ト で 
は 両 種 と も に 卵 は 最も る 小さく , M. incognita acrita は 
サツマ イモ で 大 きく , M. javanica (?) は スイ カカ におい 
て 大 きか っ た 。/ ま だ た だ, M. incognita acrita は 卵 の 大 き 
SiO CE, 幅 K 対 する 長 さ の 比率 も 大 きか っ た 。 
て この 調査 結果 で 両 種 線 虫 の よく 寄生 する トマ ト に お いて 
卵 の 大 き さ が 小 で あっ た の は , トマ ト の 根 の 量 が 特に 少 
な か っ た た め , 根 の 一 定量 当り の 線 虫 数 , すなわち 寄生 
密度 が 特に 高かっ た と と に よる の で は な いか と る 考え ら 
れる が , と この 点 じ つい て は さら に 検討 を 要する も の と 思 
Do Kil, MEOAERE SARL EU BAIT BTS, 
寄主 植物 の 種類 や 寄主 の 生理 , 気象 を その ほか の 環境 条件 
に よっ て 卵 の 大 き さ に 多少 の 影響 を 及ぼ すこ と と が 考え ら 
IUD 0 

次 に 種 を 同定 し た 1 HDi As LOA DIPBED> 5 14 
殖 し た 次 の 世代 の 卵 訟 聞 に お いて 卵 の 大 き さ を 測定 し た 
BARC, 同じ 世代 の 卵 間 で 大 体 相 似 た 大 き さ を 示す 
と と が 認め られ る 。 こ の 調査 卵 は 最初 1 個 の 雌 成 虫 お よ 
びそ の 卵 看 を 摘出 し た さい の 寄主 植物 を は じ め と し て で て, 
過去 に お ける 植物 寄生 の 経歴 は 多様 な る の と みな され る 
が , COR, て この 1 卵 喪 を 増殖 する に あたっ て は , 冬期 は 
レッ ドク ロー バー に , 夏期 は トマ ト (豊玉) を 経過 せしめ 
た も の で あっ て , 少な くも 線 虫 の 数 世代 は 同様 な 寄主 植 
物 を 経過 させ た る もの で ある 。 TARJAN(1952) は Common 
snapdragon (Antirrinum majus L.) で 5 iD RAR 
HOS BRU SRI ART IOUT, 線 虫 の 植物 寄生 
経歴 の 差異 が 産卵 状態 に 相違 を きた す 場 合 の ある と と を 
指摘 し て いる 。 た だ し , この さい の 産卵 数 と つい て は 明 
ら か に し て いな い 。 

第 5 表 に 示す 純粋 系 統 の 根 癌 線 虫 種 に と な ける 卵 の 大 き 
Sid, 特に 線 虫 の 寄主 経歴 注意 し て 得 た 供 試 卵 可 に お 
ける も る の で あっ て , こ と に お いて も る M. incognita acrita 
は 大 きく , ほとん ど 差 異 は な い が M. javanica (?) の 
いずれ の 系 統 る これ に 次ぎ, M. hapla の 系 統 は 特に 小 
さい 。 ま た , PORS CHORDS &, ほぼ 同様 の 傾 
向 が 認め られ る 。 
= 現在 根 次 線 虫 の 種 を 同定 する に あたっ て , 形態 学 的 に 
¥ZHEMD perineal pattern の 観察 選 重 点 が お か れ て 


Rls Ras 


いる が , perineal pattern に よる 類別 は 実用 上 か ら は 
も ちろ ん , 形態 学 的 に も きわ め て 困難 で ある 。 特 に M4. 
hapla & M.arenaria CHIrWwooD, M. arenaria thamsi 
Currwoop ‘D 3 種 聞 を は し じ し め M. incognita acrita & 
M. incognita Curtwoop, M. inonata LorDELLO D3 
fal], その 他 の 種 の 間 に お いて る も, perineal pattern の 
判別 に 苦し む 場 合 が お 少なく な い 。 以 上 の と こと か ら も 卵 の 
大 き さ に よる 類別 COC M. hapla は 常に 小さ い 
と いう と と が , 未知 種 を 類別 する に 際 し て , 実用 上 に も 
か な り 役 立つ の で は な いか と 思考 され る 。 

最後 に 根 敵 線 虫 卵 は , 動物 寄生 の 釣 虫 (4ncyZostoma 
spp., Necator spp.) の 卵 た や や 似 て いる 上 に , ニン ジ 
Y, ナガ イモ , ダイ コン を は し じ め 主として 地下 部 を 会 
MCT SERRELOAKe TA, BRP LORNA 
る 場合 も 少な く な く , M. hapla は HUBER O75 CT 
4, 6 の 基き ささ の SO SS TO (1946) DO Ancylo- 


stoma spp., Necator spp. に 比較 的 近い の で 検 二 な 
ど で 鍋 虫 卵 の 同定 に あたっ て は 注意 する 必要 が ある 。 
摘 要 


1) APRREINCOWC, その 卵 形成 に 関す る 一 , — 
の 観察 結果 と 卵 と 関す る 発生 の 状態 を , M. hapla CHir- 
woop に つい て 図示 する 。 

2) 根 問 線 虫 寄生 度 の きわ め て 高い 植物 に お いて , 根 
Pasa ch Fee HAD pe DPBS 1p 4 0 600~700% PT ATL. 

3) WORSE STOW TCE, M. hapla 73 M. incog- 
nita acrita と M. javanica (2?) の 両 種 と 比較 し て 小 
さく , 根 益 線 虫 種 の 同定 に あたっ て も , この と と は MM. 
hapla の 特徴 と いえ る 。 

4) 卵 形 に つい て も , 藤 さ に 対す る BOW (L-W 
ratio) は 他 の 2 種 と 比較 し て M.hapla は や や 小さ さく, 
また , SRM EOD GC M. hapla (248 (Ancylostoma 
spp., Nécalor spp) 7 に 最も 似 て いる 6 
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On the Egg Development and Its Morphological Observation 


of the Root-knot Nematode, Meloidogynz spp. 


By Toshiro SAIGUSA 
Laboratory of Second Insecé Pest, National Kanto-Tosan Agricultural 
Experiment Station, Unakami, Kaijo, Chiba Pref. 


In this paper an account is given based ona 
series of experiments carried out, since 1953. 

Plant parasitism and morphological studies of 
the root-knot nematode have been put on record 
by many authors. 

ecently, the writer has identified some species 

of the root-knot nematodes, Meloidogyne incognita 
acrita Cuirwoop, M.hapla Cuttwoop, allied species 
of M. javanica and allied species of M. arenaria. 
In the present paper, the writer wishes to describe 
the egg size of three root-knot nematodes species 
and some observations of the embryonic develop- 
ment in the case of MM. hapla species. 

The materials used in this experiment were the 
eggs (egg sack) prepared as much alike as 
possible. The results of the egg-size measurements 


obtained are as follows: 


The Number of the esg production of the root- 
knot nematode which parasited on suitable host 
plants has besn counted to be about 700~800 eggs 
in the case of M. incognita acrita and 550~650 
ezgs in the case of M. hapla. 

On the egg size of the root-knot nematode, M. 
hapla is smaller than other two species, MM. 
incognita acrita and M. javanica(?). This differ- 
ence in the dimension of the egg size seems to 
be the remarkable feature to identify the root- 
knot nematode. 

Any remarkable differences ef the egg size 
between M. tucognita acrita and M. javanica (?) 
was not recognized. M. hapla shows smaller 
quantities of the L-W ratio (egg length/egg 


width), than other two species. 
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ゴマ ダラ カミ キリ Anoplophora malasiaca THomson 
は 静岡 , 大 阪 , 岡山 , 愛媛 。 徳島 , 山口 , 熊本 お よび 鹿 
児島 の 各 県 で は , ヤノ ネ カ イ ガラ ムシ や ミカ ン ア カ ダ ニ 
Le SCHR Eke bE 
頭 の 幼虫 の 加害 に よっ 
果 盛 り の 成 木 が 数 年 に し 
は さき さ ね めで 大 きい 。 

徳島 県 名 東郡 国府 町 鈴江 秀一 氏 が 大 正 初期 て 植付け た 
夏 村 2 反 8 瑞 は 昭和 初期 より 被害 を 受け 始め , 同 19 年 
に は ほとん ど 枯 死 し て 廃園 同然 と な っ た の で 25 年 に 水 
田 に 転換 し た 。 ま た 同町 の 森 善 次 郎 氏 が 明治 末期 に 植 付 
ee AKO wT 和 初 期 か ら 被 害 を 受け 始め , 
同 20 年 じ 大 半 が 枯死 し 25 年 に 全滅 し た 。 と の よう に 本 
種 の 加害 を 受け て 村橋 園 や 庭園 に 植え た 相 橘 が 全滅 し た 
例 は pA Ser 
の 相 橋 が この 人 危険 に 蝶 さ れ て いる 。 し か し まだ 効果 的 な 
防除 方 法 が 確立 され て いな いた め , 徳島 県 や 大 阪 府 な ど 
今 な お 本 種 成 虫 の 買い 上 げ を 行っ て 被害 防止 を 計 
っ て いる 有 有 様 で ある 。 


マラ 


CXA, WHEY HCE Boe 
し て 枯れ て し まう か ら , その 実害 


は Ss 


第 1 ユ 表 徳島 市 農林 課 に お ける ゴマ ダラ 
カミ キリ 買上 げ 実 績 

年 度 BELG & | 単価 
昭 和 26 年 9251 1F 

Wa Dae Ite 1035 | Ws 

a 28 O17 8747 | a 

a 29 計 / 9116 i 

a 30 vw 9605 | ey, 


. | | 
筆者 は poly vinyl alcohol, poly vinyl acetate, 消 


§ AK LORMORRSOER WP BRITBHL CHE 


の EABIILAR eT, 消石灰 に poly vinyl alcohol 


。 徳島 県 : > 昭和 28 年 度 農 業 実態 調査 資料 , 1954. 

a ) は 大 体 の 平均 重合 度 を 示す 。 

3 polysol S-5S は polysol S-5 Ici L Fy ¥ax| | が 多い 。 
(1957 年 8 月 15 日 受 領 ) 


重要 な 害虫 の 一 つ で , DT PBR 


ifs BANE BY ) 


お よび poly vinyl acetate を それ ぞ れ 5 ZIEAL CE 
布 す る と と に より は ほ ば 完全 に 被害 を 防除 する こと に 成功 
し た 。 本 文 に 入る に さき だ ち poly vinyl alcohol 73 £ 
び poly vinyl acetate に 関し て 竹 女 切な 御 教示 を 賜 っ . 
た 徳島 大 学 工学 部 応用 化学 研究 室井 本 立 也 講師 , 試料 を 
御 提 供 下 さっ た 各社 お LORD Hil こい ろ い ろ 御 高配 
下さ っ た 高 分 子 化 学 工業 株 式 会 社 西 内 謙三 = ADO HUE. 
に 謝意 を 表す る 。 
供 試 材料 償 よび 試験 方 法 

Poly vinyl alcohol (1500 ぉ よび 2000)? お よび poly- 
vinyl acetate emulsion (polysol S-5 50% emulsion 
お よび polysol S-5S 50% emulsion)* は 高 分 子 化 学 
工業 株 式 会 社 よ り , DDT ぉ よび BHC Kis ARE 
株 式 会 社 製 の る の を 日 本 農薬 株 式 会 社 より , ニコ チン 
BHC は 丸 柴 化 学 工業 株 式 会 社 よ り 供与 され た も の を , 
石灰 硫黄 合 剤 お よび 消石灰 は 市 販 の る の を 用 い , これら. 
を それ ぞ れ 所 定 の 割合 に 混合 し た る の を 樹幹 の 地上 約 40, 
cm の 稚 囲 に 稲 薬 を 束ね て 作っ た ワラ バケ で 塗布 し た . 
塗布 剤 の 調製 に は , poly vinyl alcohol に 約 10 倍 ( 重 
elt) 量 の 水 を 加え て 抗 拝 し な が ら 焦 げ つ か な いよ うに 
工夫 し て 加熱 し , 完全 に 沙 解 し た 後 残 余 の 水 て あら か し 
め poly vinyl acetate (polysol) emulsion を 稀 恋 し 
た も の を 加え て 更に 充分 携 拝 し , 所 定 の 薬剤 や 消石灰 等 : 
2RAUL TS BAUR. BHRISMHROKA ODA. 
態 等 に より 一 定 し な か っ た が , 消 右 灰 を 主剤 と し た る の 
は 1 へ ~2 mm OF Sit, 消石灰 を 配 し な か っ た も の は 
0.2~0.5mm の 厚 さ に 人 塗布 し た 。 塗布 前 に すでに 産卵 , 
され た 卵 は 全部 ナイ フ で 削り 取り , 塗布 後 10 日 ご ど と に . 
産卵 療 数 と 塗布 剤 の 脱落 状況 を 調査 し , 12 月 下旬 に 更に 
人 塗布 剤 の 硬度 と 脱落 率 を 調べ た 。 
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1957 年 12 月 
第 1 試験 
試験 地 : 徳島 県 名 東郡 国府 町 和田 (栽培 者 黒田 儀 一 ) 
区 制 償 よび 面積 : 3 処理 , 4 連 制 ; 1 区 面積 約 25 坪 , 
全面 積 1 反 ; 1 区 本 数 SA, SAR 60 本 
motets LOB: BA; 約 50 年 生 
処理 : 


A. poly vinyl alcohol (1500) 180g+DDT Jz 
A 90g+BHC 原 末 ( 12.0%) 90g + HK 約 
1295 1 


B. poly vinyl alcohol (1500) 180 ¢ + 消石灰 
3.6ke+7k # 3.71 
C. 無 処理 
A. 1 本 当り 約 160g 
B11 本 当り 約 550g 
処理 日 : 6 月 23 日 
調査 結果 お よび 考察 : 各 処 理 区 の 産卵 禄 数 を 調査 日 ど 


と に と り ま と め , Vxt0.5 Nid vx 変換 し て 分 赦 分 
析 を 行っ た 結果 を 示す と 第 2 表 の よう で あっ た 。 

A 処理 は 塗布 12 日 後 ま で よく 産卵 を 防い だ が , 12 日 
以後 不 完 全 と な っ た 。 こ の 処理 は 塗布 6 か 月 後 ま で る お 
お むね 充分 風雨 に 耐え た が , BHC お よび DDT の 効力 
が 減退 する に 従っ て 防除 効果 る 減退 し た る の と 考え られ 
4. BUPLIPAP22AKECEH ( EMM IDS, 7 月 
25 日 と 8 月 5 上 昌 K 脱 落 部 に 少数 の 産卵 が あり , A 処理 よ 
HILIZSDITHWMICH atid, S¥tACSPok. 7 
月 15 昌 の 調査 で は , 処理 区 と は 塗布 部 (地上 約 40cm) 
より 以上 の 部 分 に お ける 産卵 痕 数 が 明らか に 多く , 株 元 
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に この よう な 塗布 剤 を 塗布 する と こと に より 。 ゴマ ダラ カ 
ミキ リ は その 産卵 場所 を 塗布 部 以外 の 部 分 に 求め よう と 
する 傾向 を 生ずる よう で ある 。 

第 2 試験 

試験 地 : 徳島 県 名 東郡 国府 町 和田 (栽培 者 川口 良太 ) 

区 制 お よび 面積 : 5 処理 , 3 連 制 ; 1 区 面積 約 24 坪 , 
SMR 12m; 1 区 本 数 5 本 , 全 本 数 TOA 

品種 お よび 樹 令 : BA; 約 50 年 生 

処理 : 

A. poly vinyl alcohol (2000) 180g+polysol 
S-5 (50% emulsion) 180g+ 消 石灰 3600g+ 
mk #4 3.71 

B. poly vinyl alcohol (2000) 180¢+polysol 
S-5 (50% emulsion) 180 ¢+3$A/K 3.6 kg+ 石 
灰 硫黄 合 剤 180 g+ 水 約 3.51 

C. polysol S-5 (50% emulsion) 180g+ 消石灰 
3.6kg+7k 約 2.91 

D. polysol S-5 (50% emulsion) 180g+ 消石灰 
2.6kg+ 石 灰 硫黄 合 剤 180g+ 水 約 2.71 

E. 無 処理 

WB: 各 処 理 区 共 1 本 当り 

処理 日 : 6 月 24 日 

MAM RIAs LOBE: 各 処 理 区 の 産卵 疲 数 を 調査 日 ど 
と に と り ま と め , z+0.5 又は vx BRAK 
株 を 行っ た 結果 を 示す と 策 3 表 の よう で あっ た 。 

各 処 理 区 と る 6 月 下旬 か ら 9 月 中 旬 に 至る 全 産 卵 期 間 
を 通じ て 顕 著 に 産卵 を 防い だ 。 な か で も .A, BROS 
部 は ほとん ど 脱 沙 せ ず 全 く 産 版 され な か っ た 。 に じ C 区 に は 
7 月 15 日 以後 多少 の 産卵 が あり , DD 区 に は 7 月 15 日 ~25 
旦 に 3 か 所 産卵 され 72。 この こと こと に より 消 右 灰 を その 5 


約 550g 


BQH 策 1 試 験 区 に と お ける ゴマ ダラ カミ キリ の 旬 別 産卵 着 数 (合計 値 ) 
塗布 前 | 塗 布 後 

区 分 | 処 理 - : 

6. 22 7.5¢)\ 67.152 -7.25 815 | 8.15 ‘\-8.25 9,57} 9215 at 
塗布 部 A 31 Qh | "12" | > 20% 4 2 4 0 O | 43% 
B 20 0** 0** Arex 1 0 0 0 0 | 5** 

© 33 31 81 50 7 6 4 1 0 180 

F 検定 — KK 2K OK = a ee — | = eK 

塗布 部 以 A 6 1 20 21 1 3 4 1 0 51 
上 の 部 分 B 9 12 54** | 27 3 2 3 2 0 103** 

© 3 0 10 18 3 2 3 1 0 37 
BEAK A 37 1 32 41x 5 6 8 1 0 |. 94% 
B 29 12 54 31** 4 2 3 2 0 108* 

Cc 36 31 91 68 10 8 7 2 0 217 
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第 3 表 第 2 試験 区 に お ける ゴマ ダラ カミ キリ の 和 旬 別 産卵 導 数 ( 含 計 値 ) 


erie | oe 布 es 
区 Sy | Sl る 
| } 6.22 | 7.5 | Zelee We 7.25 SB GED 9.5 | 9.15 計 
塗布 部 aes 1 | o* 0** Ok 0** owe 0** 0 0 0** 
| 3B 2 | OF 0** 0** 0** O** 0** 0 0 0** 
ee Sl 0** 0** 3** 0** 1** per 0 0 5** 
D 12 0O** 0** 3** 0** 0** | 0O** 0 0 B** 
art i <! 82 69 Ti 5 1 0 182 
aa 検定 a3 eK eK eK eK OK 2K — = 2K 
塗布 部 以 A Gaul mid. | it 22 2 3 4 1 0 60 
上 の 部 分 B OE (71.7 29 8 6 7 il 0 68 
re Dipl ak le i 2Bes aillta 226 9 8 7 3 0 79 
D , TO 21 15 4 4 3 2 0 49 
E Ooi), «fT Bie sa 5 5 Nad 3 1 0 22 
Beis 6 aval (ee Mad * = = — — — -- 
bat FEE A 1 mM |) 14 22 2 3 4 i 0 60 
B 2 0 Vee) g | 6 7 1 0 68 
€ 6 0 96° | 29 gE EN 3 0 84 
D2 Cele Blew 8 4 4 3 2 0 52 
E 12 7 86 74 16 jlit (peal ete 0 204 
FRE | 一 * = * = = — pi 2 * 
64D polysol S-5 (50% emulsion) で 固め た る の で 塗布 量 : 各 処 理 区 共 1 本 当り : 約 450g 
は 不 完全 で , これ に さら K5 及 量 の poly vinyl alcohol LBA: 6 月 19 日 | 
(2000) SSSAT HICES ClISHe ees weERA 調査 結果 お よび 考察 : 各 処 理 区 の 産卵 疲 数 を 調査 呈 で 
られ る 。 EE 手合 と 同様 処理 区 に は , , 塗布 部 よ と に と り ま と め , Wat0.5 変換 し て 分 赦 分 析 を 行っ た 
り 上 の 部 分 に お ける 産卵 療 数 が 増加 する 傾向 が み ら れ 結果 を 示す と 第 4 表 の よう で あっ た だ た 2。 
Ion LDHORM RHR 217 2 ESI RUE Sf 各 処 理 区 と も 6 月 下旬 より 9 月 中 旬 に 至る 全 産 卵 期間 


の 約 He COL, て の 試験 地 (第 1 試験 地 も 同じ ) の ZHU, 顕著 に 産卵 を 防い だ 。 し か し 消 古 灰 を その 5 % 
よう に 高く 仕立 て た 村橋 oa て は , COLI) =O poly vinyl alcohol (2000) で 固め た ABB Tt 


ADEN TURES TH 2 Ko 各区 と も 若干 の 脱落 部 が あり , IPS WAIL tes BH 
剤 を 混入 し た 区 と は し な か っ た A 区 より や や 産卵 着 数 が 
試験 地 : 徳島 市 勝 占 町 大 神子 (栽培 者 生長 儀 平 ) 少な か っ た が , 殺虫 剤 の 直接 的 効果 は 疑問 で あろ う 。 本 
Se Gam, AE 1 区 面積 WL, 試験 で は 処理 区 の 塗布 部 より 上 の 部 分 に 産卵 相 数 が 増加 

全面 積 2 反 2 敵 ; 1 区 本 数 5. 本 , 全 本 数 120 本 する よう な 現象 は な く , SLEEX ORAFEZ AIT 33 I B PEIB 
品種 お よび 樹 令 : 尾張 系 普通 温州 ; 約 30 年 生 JLBULAILFE KD 1.5%~13% に 過ぎ な か っ た 。 

A 第 4 BE 


A. Poly viny! alcohol (2000) 180g + 消石灰 ABH: 徳島 市 勝 占 町 天神 (栽培 者 "生長 儀 平 ) 
3.6kg 寺 水 約 3.71 


区 制 お よび 面積 : 6 処理, 3 連 制 :. 1 区 面積 約 21 坪 , 
B. poly vinyl alcohol (2000) 189g + 消石灰 1M. 1K8R; 1 区 本 数 5A, nee. ws j 


3.6kg+ BHC (3 22 粉 剤 ) 180g+7k #9 83.51 品種 お よび 樹 令 : 尾張 系 普通 温州 ; 約 30 年 生 
C. poly vinyl alcohol (2020) 180g + 消石灰 Le io. 


3 6kg+BHC (343) 36g + 7k #) 3.751 A. 


D. poly vinyl alcohol (2000) 180g + 消石灰 S-5S (50% emulsion) 180g+ 消 石灰 3.6kg 
3.6kg+ ニ コチ ン -BHC 180g+7k #4 3.851 ET 3 


E. poly vi 3 
| 尻 4 Lie ae (2090) 180g + 消石灰  ° B. poly vinyl alcohol (2000) 180g+ polysol 
< . ant ¥~-BHC 36 e+7K #9 3.751 S-5S (50% emulsion) 180g+ 消 石灰 3.6 kg 
j +BHC (3 2 粉剤 ) 180g+ 水 約 3.851 


poly vinyl alcohol (2000) 180¢+ polysol 
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BAR BIRR RICBISZAVTFIALTY) OWMMEIWBK (合計 値 ) 


6.18 YA 7.10 7.20 8.1 8.10 8. 20 9.1 9.18 計 
塗布 部 Ao Be 1p: o |. of | om| sxx | om] om | 3 4 12** 
B 0 0 o** Qx* 1** o** 1** 0%X 0 2Q** 
© 0 0 0%K 0** 3x* Ox* Ox* 0%X 1 Ax* 
D 0 0 Ox ad hess ox* Ox* ox* 0 1% 
EE 0 0 o*x* o** 2% o*x* o** O*x* 0 2X% 
ES 0 3 20 84 32 39 ORY 5 2 194 
F 検定 = = XX XX xX X* XX | x% ee: x* 
塗布 部 以 A 0 1 0 3 2 5 2 1 0 14 
上 の 部 分 B 0 il Q 0 3 3 0 0 0 7 
C 0 0 0 0 i 0 0 0 0 1 
’ D mo 0 0 0 at u 0 0 0 2 
2 0 0 i 0 2 0 0 0 iL 4 
F 0 0 0 0 1 2 3 2 1 9 
F 検定 == = = aa — — — 
BATE A 0 1 ox* 3x TH Bx x 4 4 26%* 
| B | ‘Qe a 1 Ox*x* o** 4xx Bx* [** 0%X 0 Qx* 
Chea ain hall ala 0%% ox 4X 0%* ox* ox* 1 5%% 
MD o | 0 0%X Ox | Qe 1K ox* ows 0 BH. 
E 0 | 0 1%% ox* AXx* ox* ox* Qx* it 6x 
F 0 | 3 20 84 33 41 12 uf 3 203 
FRE aa | te xx xXx xx xx Xx xXx 
策 5 表 BARMRKICBRU SAT FIAT SE) OMBEWER (Aah) 
| 塗布 前 = 布 後 
区 SS | BE 
EG tired rad R720 PSB HO Re op or) OOS eae, 
& 4a fen. | 0 0%* 0% | 0 0%% 0xx* | 0 0 ox* 
: B | 0 0 ox* 0%% 0%% | Ox* Ox* 0 0 ox* 
Cc | Ou’ | 0 0%% 0%% Ox | 0%* ox 0 2 2%% 
D | 0 | 0 ox 0%* 0%% | ox* ox 0 0 ox 
E | 0 iyo 0%x 0%* 0%% 0%* Ox* 0 0 ox 
| F | rae | 0 23 28 24 32 10 6 3 126 
| Fee | x% x x 4% xx Hx jo sh) Sones 
RTE | i J 
塗布 部 以 OO CO 0 0 1 0 0 0 1 
ae B 0 | OF ero 0 0 0 0 0 0 0 
Cc 0 | Onn 0 0 1 QO | 0 0 0 alt 
D 0 | 0 0 0 2 3 1 0 0 6 
E Oma uO 0 0 1 1 deg, 0 0 3 
Eee | = Oe | 0 0 Ons pean 0 Cha cia 0 
Pee ee = as aaa | 
. : 
Lee A pe | 0%K o** | o** 1x* | OX | Oxx | 0 lees 
Ish eh > 5 2 | x ox Ox | ox* 0%* | 0%* Oxx 0 Ox 
Cc Own) Sree yor 0%% | 1x*| 0% ox* 0xx 2 3%% 
D 0 | 0 o** OXK 2XX 3%X 1** Ox 0 6** 
E 0 | 0 0%% 0%X 1%% 1%% 1 Oxx 0 3%% 
F On te on lees 28 24 32 10 éxx| 3 | 126 
F 検定 , a ee, XX XX | KK XX XX XX i XX 
C. poly vinyl alcohol (2000) 180g+polysol + 石灰 硫黄 合 剤 180g+7 約 .3.51 
S-5S (50% emulsion) 180 g++ 消石灰 3.6kg E. poly vinyl alcohol (2000) 180g¢+polysol 
+ ニコ チン -BHC 180g+xK 約 3.851 S-5S (50% emulsion) 180 g+ 消石灰 3-6kg+ 
D. poly vinyl alcohol (2000) 180 g+ polysol ARR 36g+7k 約 3.651 


S-5S (50% emulsion) 180g+ 消 石灰 3.6 kg F. Ae MLTE 
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wiih: 各 処 理 区 共 1 本 当り 約 450¢ 

処理 日 : 6 月 22 日 , 

調査 結果 お よび 考察 : SLB ORIN Re Wa AC 
と に と り ま と め , レン z ェ 0.5 FRU CARON OK 
“結果 を 示す と 第 5 表 の よう で あっ た 。 

各 処 理 区 と る 6 月 下旬 より 9 月 中 旬 に 至る 全 産 卵 期間 
SM UILIZTAITEN SH Io BAMORM BIS CA 
ど な か っ た が , C 区 と お いて は か な り 見 られ た 。 と この 区 の 
塗布 部 が 若干 脱落 し た 原因 は 粘性 の な い ニ コチ ン -BHC 
を 5 2 混入 し た た めで は な いか と 考え られ る 。 本 試験 に 
おい て は 殺虫 剤 を 混入 する 必要 を 全く 認め な か っ た 。 ま 
た 処理 区 と ぉ いて 人 塗布 部 より 上 の 部 分 に 産卵 数 が 増加 す 
る 傾向 る 認め られ な か っ た 。 処理 区 の 樹冠 全体 における 
RES PEBAt O 0 また は 無 処理 区 の わずか に 1 % 755 2 に 
過ぎ きず, 消石灰 を それ ぞ れ 5 % BO poly vinyl alco- 
hol (2000) お よび polysol S-5S (50% emulsion) 
で 固め る この 方 法 に よっ て お お な ね 完全 に ゴマ ダラ カミ 
キリ の 被害 書 を 防止 する こと が で きる と 考 ら れる 。 


老 察 


防除 方 法 に つい て 水 K 不 深 隆 の BHC ぉ よび DDT 
原 末 を , 同じ く 水 に 不 落 隆 の 被膜 を 形成 する poly vinyl 
alcohol CH CITT SH 1 試験 の 方 法 は , 塗布 後 12 
ATLA CH 3 PBEM AIT IBS NS EIT 
な っ た 。DDT BHC の 代り に endrin か dieldrin 
の よう な 残 効 隆 の 大 きい 上 農薬 を 使用 すれ ば いく ぶん 持続 
期間 を 永く する と こと が で きる で あろ う が , 年 1 回 の 浴 布 
で 3~4 か 月 の 全 産 卵 期 間 中 完全 に 産卵 を 防止 で きる か 
どう か は 疑問 で ある 。 こ の 方 法 は 殺虫 剤 を 使用 し た が , 
成 下 を 産 徒 前 に 殺す る も の で は な く 産 卵 を 防止 し て いる の 
で あぁ ある か ら , 同じ よう に 産卵 防止 を 狙う な ら 消石灰 を 
poly vinyl alcohol お よび poly vinyl acetate CH 
め た 新 白 塗 剤 が 効果 的 か つ 経 済 的 で あぁ ろう 3 。 

1956 年 に 試験 を 行っ た と の 15 処理 に つい て 効果 を 比 
較 す る と , 第 2 試験 A, BMF, 第 4 試験 A, B, D3s 
よび E 処 理 が 塗布 部 の 産卵 数 0 で 最 る 優れ た 。 と れ ら 各 
処理 間 の 優劣 を 判断 する 一 法 と し て , 12 月 22 日 お よび 
24 日 K に 被膜 の 脱落 率 お よび 硬度 を 測定 し , 有意 差 の 検定 
を 行っ た 結果 を 示す と 第 6 表 の よう で あっ た 。 但し 脱落 
率 は 目測 に より , 硬度 は 島津 製作 所 製 プ ム 硬 度 計 を 用 い ; 
樹幹 に 固着 し て いる 被膜 の 約 mm OF SOR CHE 
ee 

第 6 表 に 示し た よう に 産卵 疲 数 を 0 に 抑え た 6 処理 
含む 7 処理 区 の 被膜 は , 他 に 比 し 明らか に 脱落 率 が 小さ 


第 1 券 『 第 4 号 
HER MABAMOVWAC AARICKIS 
脱落 率 お よび 硬度 - ae 
処 ee eS oe: 
go 1 em m ~ Bt jd 65.6 
\ 

28 BR A (20.08% | 72.2%% 
: a os 14.4% 72.9%% 
Cc 82.2 56.6 

D 60. 6* 53.4 

2-3 試験 A 44.1 69.8 
B 30.6 71.1 

Cc 24.9 69.9 

D 23.8 70.7 

E 24.2 71.9 

第 aa A 15.1 72.0 
B 14.2 74.8 

E 20.9 73.4 

D 17.2 72.0 

E 14.5 75.4 

第 7 表 AVIA IF IVOBPWBK, MAR 


Hl DUR AG 6 1 HO MBES & OM Ys RARE, 
間 に お ける 相関 系 数 


諸 項 産卵 着 数 Wt. RB | 硬 度 
5PM | | +0702" | 0.491 
Be 落 率 | ~+0.702%* el —0.908%%% 
ise 度 | 0.491 | —0.903%%) や て 


<, BEBATH ot. COME LMR LOE IE 
数 等 の 間 の 相関 系 数 を 計算 する と 第 7 表 の よう で , 脱落 
率 と 硬度 お よび 脱落 率 と 産卵 江 数 の 間 に は 非常 に 高い 相 
関 々 係 が 認め られ た CAL RIB 20.5 IC, BE 


落 率 は 90=sin-Y ヵ に 変換 し て 計算 し た )。 こと の よう ぅ に 


被膜 が 脱落 し な いと と が 産卵 防止 の 鍵 に な る も の で ある 
な れ ば , 殺虫 剤 を 混入 する と と は 全く 無駄 で ある と 考え 
られ , 第 2 試験 A 処理 お よび 第 4 試験 ん 処理 の よう に 消 
AK, その それ ぞ れ 5 量 の poly vinyl alcohol 36 
よび polysol emulsion で 固め た る の で お ぉ お むね 十分 で 
ある か も る しれ な い 。 と こと ろ が 1957 年 の 試験 で は 長雨 の 
た め に 軟 か く な っ た 塗布 剤 の 一 部 が マイ マイ (カタ ツ 
ムリ ) Eulota spp. に 食害 され た 例 が あっ た 。 こ と の よう 
な マイ マイ の 食害 を 防ぐ た め に , MRBBOES 7S ig Hille 
混入 する の は 無 意 味 で は な か ろ 5 。 

ERED vx+0.5 変換 値 (Y) & OREO 
b=sin-\ p 変換 値 (X,) の 間 に は 

: Y= —0.0712+ 0. 0480 X, 
SoBURBA SIZ, COMITLS & MAORI DS 
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0 C/x+0.5, SAME TIE 0.707) で ある と . き の BRD 
WERT 7.820 LHS. LIBRO O 0= 
sin-yp Ze (X.) と 硬度 (xz) の 間 に は 
X= 155. 7182—1-7723-X, 

な る 関係 が みな られ , と の 式 を 用 いる と 被膜 の 脱落 率 が 
7.8% と な る 被膜 の 硬度 は 78.72 と 計算 きれ る 。 供 試し 
た 硬度 計 の 1 単位 は 9.3g 圧 に 相当 し た の で , CHE 
数 は 732.1g 圧 に 相当 する 。 この 計算 に よる と 本 種 の 
産卵 を 完全 た 防止 する ため に は , MHC か 月 後に と お ける 
新 白 塗 剤 の 被膜 の 脱落 率 が 7.82 以下 で ある と と が 必要 
で , その た めこ と は 被膜 の 硬度 を 732.1g 圧 以上 と する 
必要 が ある 一 一 と 一 応 結論 づけ られ よう 。 こ の 結論 に よ 
る と 前 記 6 MLE 4 ST RMAKTA CH 312d, polysol の 
量 を 増加 し て , BAOPARIT それ ぞ れ 5 ~EBDO poly 
vinyl alcohol お よび poly vinvyl acetate (polysol 
50% emulsion で は 10% 量 ) を 配合 する と と に よっ 
CHIR CSc 

防除 一 新 白 塗 剤 の 塗布 時 期 に つい て 4 か 所 の 試験 地 
の 無 処理 区 と お ける 産卵 波数 を 調査 日 ご で と に 集計 し て , 
産卵 消長 を 調べ る と 策 1 図 の よう で あっ た 。 


100 
90 の 一? 第 1 試験 地 
80 GQ る 第 2 試験 地 
= っ 9 一 ーー 第 3 試験 地 
38 
‘K 60 (Spee ー ム 第 4 試験 地 
数 50 
a 
合 
+ 40 
8 30 


1 各 試 験 地 に お ける ゴマ ダラ 
ni) OPHIR 
策 1 図 に よる と 徳島 県 に お ける 1956 HORI 
は 7 月 10~25 日 の 約 15 日 間 で , 産卵 開始 期 は 6 AED 
頃 。 産卵 終了 期 は 9 月 20 日 頃 で あっ た 。 勿論 地方 に より 
また 年 に より 若干 の 相違 が ある と 考え られ る が , 防除 時 
期 一 新 特 浴 剤 の 塗布 時 期 は 産卵 前 の 6 月 上 中 旬 頃 が 適当 
で あぁ ろう 。 塗布 時 期 が 早 過ぎ る と マイ マイ に 食害 され る 
と と が ある の で ,・ 著しく 早く 塗布 する と と は RECS 
る 。 傘 布 時 に すでに 産卵 され て いる も の は ナイ フ で 削り 
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取る よう に すれ ば , 塗布 時 期 を も やみ に 早 め る 必要 は な 
Wr 

MSLCBRREKURMEIC OWT AMIS TREY 
後 の 結 果 盛 5 の 成 木 を 好 ん で 産卵 する が , 幼 木 に 産卵 し 
な いわ け で は な くり, 第 1 試験 園 の 各 成 木 の 間 に 間 植 され 
た 6 年 生 の 幼 木 て つい て , 第 1 試験 と 全く 同じ 設計 の 下 
と 試験 し た 結果 に よる と 無 処理 区 の 1 本 に 7 月 25 日 3 か 
所 産卵 疲 を 発見 し た 。 幼 木 た 食 入 し た 場合 は 容易 に 枯死 
し たり 59, 風 折 する の で 油断 で き な い 。 こ て の 試験 による と 
新 百 塗 剤 の 塗布 が 木 の 生 長 を 阻害 する よう な こと は な か 
S12, OC RS 
られ る が , DACIAOMAIT EO PIR CBRDBEUS 
か ら , その 時 は 補修 し な けれ ば な ら な い 。 ま た 第 1 試験 
A 処理 の よう に 残 効 性 の 大 きい 有機 塩素 剤 (DDT, BHC, 
endrin, dieldrin 等 ) と poly vinyl alcohol の 混合 
で 補修 する の も る よい か も る も しれ な い 。 

PHA, 摘果 その 他 の 作業 中 塗布 剤 被膜 を 傷つけ て 
君 き 落し . た 場合 で は ; BBS ELIA CU (HE 


行わ な けれ ば な ら な い 。* 成 木 で は 幼 木 の 場合 の よう に 人 彼 


膜 が 生育 に 及ぼ す 影 響 を 二 え な いで よい か ら 。, RMT 
布 し た 新 白 塗 剤 を 塗り つけ て 補修 すれ ば よい 。 

塗布 範囲 に つい て 本 種 は 特に 地 際 部 に 多く 産卵 する 
が 第 2, 策 3 青 に 示し た よう に 樹幹 の 基部 に 産卵 防止 剤 
を 浴 布 する と , 人 塗布 部 より 上 の 部 分 へ の 産卵 が 多く な る 
傾向 が 認め られ , COMMIBMOL 5 tHe mms 
の 高 さ に 働 立 て , 太い 主幹 また は 主 枝 部 が 長い も の に 大 
x0, 温州 の よう に 低く 仕立 て 太い 主幹 又は 主 村 部 が 短 
いも の で は 極め で 小さ い 。 そ れ ゆ える を 塗布 筑 囲 は 万 一 幼虫 
に 食 入 され で て も 大 害 の な い 細 い 枝 の 部 分 C に まで 及ぶ こと 
が 望ま し い が , 実際 に は 一 概 に 言え な い が , 一 応 低 仕 立 
て の 温州 密 相 等 で は 地上 1m (GWEC, 高 仕立 て の 
夏 相 等 で は 太い 主幹 また は 主 枝 の 分岐 点 よ り 20cm で 
らい 上 部 まで , また は 若 し 産 卵 さ れ た 際 に 発見 の 容 克 な 
高き ぐら いま で と し で て, BHMOMAICEMAN UVES 
いか を 時 々 見 廻る よう に すれ ば よい で あろ I © 地 際 部 へ 
の 倫 布 を 完全 に じす る た め に は , PREOL BHF DABS 
WCEHL, 塗布 後 土 を 寄せ か ける よう に する と よい 。 
塗布 量 に つい て 新 白 塗 剤 の 塗布 量 は 木 の 仕立 方 や 大 
き さ に よっ て 相当 異 る が , いか な る 場合 で も 1~2 mm 
の 厚 さ に 塗布 すれ ば よく , BOCA. 厚く 塗布 
する た め に は 浴 布 剤 を 作る に 当っ て 水 が 多 過 ぎ な いよ う 
に 注意 し て , BOMHIC 調製 すれ ば よい 。 ユ 1 反 に 約 40 
本 の 結果 盛り の 相 橘 が 植わっ て いる と し て 原料 の 所 妥 量 
は , お ぉ よそ を 消石灰 10~40 kg, poly vinyl alcohol 0.5 


EE 1 4s 
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~2 kg, poly vinyl acetate 0.5~2kg (polysol 50% 
emulsion で は 1~4kg) で ある 。 


摘 要 


水分 発散 後 水 に 不 落 性 の 被膜 を 形成 する poly vinyl 


alcohol & と poly vinyl acetate を 利用 し て 相 橘 の ゴマ 
ダラ カミ キリ の 産卵 を 防止 する 方 法 に つい て 研究 し 728 
1)- DDT 38 FX BHC の 原 末 を 同 量 の poly vinyl 
aleohol. で 固め た 被膜 は 6 か 月 後 ま で よく 残存 し た が ), 
本 卵 を 防止 する 効力 は 塗布 12 日 以後 森 完 全 と な 


es 
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・ 
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、 こ と の よう な 方 法 で 防除 の 完全 免 期 する て こと は 了 困難 で 2) 消石灰 を その 2.5% BD poly vinyl acetate で 


る と 考え られ た 。 


固め た white wash (2, 脱落 率 大 で その 効力 は 作 布 21 
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日 以後 不 完 全 と な っ た 。 

3) 消石灰 を その 5 2% 量 の poly vinyl alcohol CH 
め た white wash は 前 者 より は 脱落 率 小 さく 効果 が 大 
きか っ た が , な お 塗布 31 日 以後 不 完 全 と な っ た 。 

4) 消石灰 を その 5 %ED poly vinyl alcohol ぉ よ 
び 2.5% HD poly vinyl acetate で 固め た 新 百 塗 剤 の 
脱落 率 は 極め て 小さ くさ, 産卵 防止 効果 は 全 産 卵 期間 を 通 
U TISISHFE CH 3720 

5) CALS MBA IC AH Ae 
TED? > TZ 6 

6) 産卵 を 完全 に 防止 する た め の 新 白 塗 剤 の 塗布 6 か 
月 後に お ける 脱落 率 は 7.8% 以下 , その 硬度 は 732.1g 
圧 以上 と 計算 され た 。 こ と の 期待 値 は 良質 の 消石灰 に それ 
hi 5% GD poly vinyl alcohol と poly vinyl 
acetate SEG 4C CIChL 5 CHRON. 

7) PABMOMWA Mt, 産卵 が 始ま る 前 の 6 AL 
中 旬 が 適当 で , と この 時 すでに 産卵 され て いる 卵 は 削り 取 
: ら な けれ ば な ら な い 。 

8) AMIIROAK SHA CHINT S DSRIT & 若 王 産卵 
する か ちら, 幼 木 と いえ ども 防除 を 意 る と こと が が できない の 
で , この 場合 に お ける 防 塗 法 を る 考察 し た 。 

DD 木 の 肥 大 に 伴っ て 被膜 人 亀裂 が 生じ た り , 傷つけ 
て 首 ぎ 落し た り し た 場合 に は , 同 剤 で 補修 すれ ば よい 。 
10) WHRAZENWSNTCEKEL IG ERO 
部 分 C ま で 及ぶ の が 望ま し い が , 一 席 低 任 立 COR Ci 
HhE im (GWEC, 高 仕 立て の 木 で は 太い 主幹 
VERO Ti LO 20cm 位 上 部 まで , また は 万 一 産 
卵 さ れ て る 容易 発見 で きる 位置 まで と し 、 tp 3 Dig 
EITHESBS CUO Pe AMA L5ITSS, 

VL) 人 塗布 量 は 木 の 働 立方 や 天 き さ に よっ CHUA 
2, 1~2 mm の 厚 さ に 塗布 する 。 


を 加え る 必要 は 認め られ 
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1+ ¥Miih 3G+BHC 1 #Y FAKE MO TR 
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Poly vinyl alcohol (2000) 180 g+ polysol S-5S 
(50%'emulsion) 3608+ JAK 3.6ke+7xk 
$3.71 GEEZ REDE ITAT 昭和 32 年 '5 A218) 


Summary 


The Control of Laying Eggs of the White-Spotted Longicorn 
on Citrus, by the New White Wash Method 


By Takashi KoBaAYAsuHI 


Tokushima Agricultural Experiment Station, 


Methods of protecting citrus from laying eggs 
of white-spotted longicorn, Anxoplophora malasiaca 


Tuomson, were studied using poly vinyl alcohol 


/ and poly vinyl acetate which form an insoluble 


membrane after evaporation of water. 
1. The membrane set with technical products 
of DDT and BHC and the same quantity of poly 


vinyl alcohol (1500) remained for six months, 
| but, 


the efficacy of preventing laying eggs was 


imperfect on the 12th day after application, 


| accordingly it was difficult to completely prevent 


the laying eggs in this way. 
2. The white wash in which slaked lime was 
set with poly vinyl acetate containing 2.5 per cent 
of slaked lime by weight, caused high rate of 
falling off of membrane, so, its efficacy proved 
unavailing on the 21st day after application. 


38. The white wash in which slaked lime was 


set with poly vinyl alcohol (2000) containing 5 


per cent of slaked lime by weight, was lower 
than the former at the rate of falling off, but its 
efficacy was incomplete on the 31st day after 
application. 

4. ‘The new white wash in which slaked lime 
was set with poly vinyl alcohol (2000) containing 
5 per cent of slaked lime by weight and poly 
vinyl acetate containing 2.5 per cent of slaked 
lime by weight, was very low at the rate of 
falling off and its efficacy in controling laying 


eggs was almost perfect for the whole duration. 


- 5. It was useless to add insecticides to this 


‘white wash, 


Tokushima Pref. 


6. The rate of falling off, six months after 
the application, was less than 7.8 per cent and 
the hardness measured by a rubber hardness meter 
was more than 732.1 ¢ in the new white wash to 
control laying eggs completely. This expected 
value was obtained by slaked lime of good quality 
mixed with poly vinyl alcohol (2000) and poly 
vinyl acetate containing 5 per cent each by the 
weight of slaked lime. 

7. From the beginning to the middle of June, 
just before laying eggs, is suitable time to apply 
this new white wash, but eggs which have already 
been laid should be shaved off. 

8. Though eggs are laid more frequently on 
aged trees than on younger trees, it is not practical 
to neglect, protecting the younger trees from laying 
eggs, and so the protection methods concerning 
younger trees were also studied. 

9. It is desirable to extend the range of appli- 
cation even to twigs which are not seriously 
damaged by insects even if eggs are laid on them, 
but application should be recommended in accord- 
ance with the size and the form of trees as 
follows: treat to 1m above the ground surface at 
low-trimmed trees and 20cm above a fork of 
bough or main trunk at high-trimmed trees, or it 
should be limited to the height where eggs can 
be easily found, and inspection must be made at 
frequent intevals to determine whether or not 
eggs are laid on the border of a treated bough or 


trunk. 


2~ KF - RCM tT SRA O BWR 
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生 し とれ に 種々 の 面 か ら 大 き な 被 害 を 与え る 
CMTS, 種々 の 殺虫 剤 を 用 いた 駆除 試験 は , 
動物 体 に 寄生 し て いる も る も の, あるいは 牧野 に 棲息 し て い 
と も の を 対象 と し て 多数 の 報告 が な され て いる 。 また , 
マダ ニ 類 の 殺虫 剤 に に 対す る 鬼 抗 性 が 吸血 状態 に より 著 し 
《 変 化す る と こと が 知ら れ て いる 。 し か し それ ら の 試験 は 
大 部 分 が 大 ま か な 意 味 の 効力 の 有無 を 調べ た も の か , 実 
際 条 件 下 に お ける 殺 躍 剤 の 種類 や 適用 形態 の 差 に よる 効 
力 を 比較 し た も ので, ダニ に ある 一 定 の 効果 を 及ぼ す に 
必要 な 作用 量 お よび 抵抗 性 の 変化 の 状態 を 明らか に し た 
も の は ほとん ど 知 られ て いな い 
Rr 
是 剤 の 発育 阻害 量 か ら , その 効力 を 比較 する 方 法 に 
ne el 
の 様子 を 示す も の で ある 。 
殺 下 剤 純 品 の 一 部 は 上 農業 技術 研究 所 農薬 科 よ り 提 供 を 
受け た る の で , と ここ に 感謝 の 意 を 表す る 。 


実験 材 料 


供 試 ダニ REA CREA, 飼育 条件 下 で 1 
世代 を 経過 し た ウシ オマ ダニ (Boophilus caudatus 


Neumann) の 幼 ダ ニ を ウシ の 体 表 に 贅 布 し , 体 上 で 成 ダ 
ニ = に 達し た 個体 に つき , 寄生 状態, ある い は 摘除 し た 個 
体 を 使用 し た 。 

供 試 薬品 7-BHC(m. p. 112.5~118°C), a- BHC 
(m. p. 157~158°C), pp’-DDT (m. p. 108.5~109°C) 
お よび 70% allethrin (住友 化学 製 ) を acetone YANK 
ey CHM Tes 


KR 方 法 


寄生 ダニ に 対す る 効力 検定 成 ダ ニ = は ウシ の 体 上 で 若 
Y=E OME, E~11 A Chal LD CRIES 4 p53, 初期 
WMHS RAR ADD GES, 未 吸血 体重 3 mg 
か ら 10 mg に 達する の に 5 日 間 を 要 し , 残余 の 日 数 で 

(1957 年 8 月 20 日 受領 ) 


BR le 
BRERBOLRRE 寄生 虫 第 一 研究 室 


300~400 mg の 体重 に 急速 に 吸血 を 完了 する (北岡 ・ 笑 
EB, 1953)。 常 に 一 定 の 吸血 状態 の 個体 が 得 ら れる よう 
に , 毎日 少 数 の 幼 ダ ニ を ウジ シ の 体 に 贅 布 し た 。 TRE 
HE CARS 発育 期生 っ た 体長 
均 6.1mm) の ダニ を ウシ の 体 上 か ら 発 見 し , 周辺 の 毛 
ゃ わずか に 茹 り , ダニ の 背面 
を “Agla” の マイ クロ メー ター 注射 器 を 用 い , 
5) 0.5~1000 ug の 範囲 の 一 定 薬 量 を 滴下 し た 。 デ ベ バイ 
ダー を 用 い ダ ニ の 背 
i ee 
も 含め ウツ ジオ マダ ニニ は 飽 血 


BRUT (OBER 
CHET SEC, 


し て な か っ た 。 し た が っ て 殺虫 剤 適用 後に , 体長 の 増加 
を 見 る こと な く 脱 落し た 場合 7 殺 下 剤 の 作用 に きまる と 
が 容易 に 判定 きれ る 前 報 の 店 で 示 あ され た よう な Hh 
+ 22H, 1953) 正常 な 発育 経過 を と っ た 後に K 脱 落し た 
も の は 効果 が な か っ た も の と 認め た 。 殺虫 剤 適用 時 に 用 
いた 最大 量 の acetone の み を 同様 の 方 法 で 滴下 させ た 
Ds, BHO LAE oie RO 
実験 は 1953 年 7 へ ~8 Hic siz. 

摘除 ダニ に 対す る 7-BHC の 殺虫 効果 生体 か ら 摘 
除 直 後 の 未 吸 血 か ら , 飽 重 じ 至る 種々 の 吸血 状態 に ある 
FaDKBS} Vays ASYACHEL, IMS 
り ま た は &g 体重 あたり の 7-BHC の 作用 量 が 一 定 と な 
る よう に 和 群 別 し , その acetone' 深 液 を 背面 に 滴下 し た 。 
滴下 acetone が 完全 に 蒸発 し た 後に , 個体 別に 小 ガ ガラ 


ス 管 に 入れ , 27.5°C, 100% RH, FY 7—F— Hie 


ち , 2 日後 の 生死 を 観察 し た 。 殺 虫 剤 の 作用 で 麻 冶 状態 


と な り , 機械 的 刺激 に 対し まっ た くさ 反 応永 さ な い も る もの 


db, 多く は 消化 管 な どの 運動 が 透明 と な っ た 表 放 を 通し 
て 認め られ る の で , 双 眼 顕 微 鏡 下 で と これ ら の 運動 が まっ 
た く 消 失 し た も る の を 死亡 と 判定 し た 。 


XR 結果 
発育 阻害 量 


( 254 ) 


に 殺虫 剤 の acetone YE 
1 記 あ た 


と 尾 端 間 の 長 さ を 測定 し , その 寄 


TY ey 
に 体 を 強く 摩擦 し て 行う sinh 8 ChLOBBEAcTCEURR 


4.5~7.8mm ( 平 


| 
a 


1R}Sr 0.5~60 gg の 7-BHC を 作 」 
用 させ た 場合 の 毎日 の 体長 の 変化 と , RSM LOR | 


19574612 9 


1% (~), また は 正常 発育 * で +) う の 結果 を 第 1 表示 し 
| た 。 発育 隅 寄 個体 は 記録 位置 に 発見 され な く な る か , tk 
長 の 増加 を 示さ ず し て 著しく 体 才 が 壮 繕 し た 状態 か , 死 
| 亡 し た まま 附 着 し て いた 。 ASSO boi wa 
it, ほぼ 正 常 の 発育 速度 で 飽 血 に 達し て 脱落 し , 発育 の 
| 遅延 な どの 中 間 的 な 反応 状態 は 認め られ な か っ た 。 同 時 
に 平行 的 て 実施 し た allethrin, pp’-DDT, a-BHC 処 
理 の 場合 に も 同様 な 観察 方 法 で 行なっ た が , 発育 阻害 に 
伴 な う 沙 下 率 て つい て の み 7-BHC の 結果 と 総括 し て 第 
「2 表 に 示し た 。 a-BHC は 1 匹 あ た 5 り 0.5~1 mg の 作 
用 量 で は まっ た せく 発育 阻害 は 認め られ ず , 7-BHC, al- 
lethrin, pp’-DDT 関し て は 第 2 表 の 値 か や ら 落 下 率 一 
「 probit 一 作用 量 回 帰 直 線 を 描き (第 1 図 ); Brrss(1935) 
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7-BHC 
Allethrin 
pp'-DDT 


probits 


FFT WK 


10 10° 10° 10° 10° 10" 
作用 量 gg/g 

S1lM BFevyy aye = OX ORDA 

HIS B VE Fs It HS [i TR 


46 LO Finsy (1947) の 方 法 で 整理 し た る の が 人 第 3 表 で 


ある 。 3 直線 相互 間 の 2 一 試験 の 確率 は 3 直線 が ほぼ 
の 0 叶っ つる かな いと と を 示し , 3 
FED ECE Ft DTT Hat Lb it 502 JE FOE BIT 331) 
で 比較 が 可能 で ある 。 平均 体長 6.1mm (平均 体重 23 
mg) の ダニ 個体 群 の 半数 の 発育 を 阻害 する に 必要 な 作 
用 量 は 7-BHC, 2.05yg, allethrin 68.5ug, pp’-DDT, 
385 vg で 7-BHC, allethrin it pp/-DDT それ ぞ れ の 
約 187 倍 と 5.6 傍 の 効力 が ある 。 

7-BHC (CMT SiRMHOB(E 摘除 個体 じ に ついては, 
吸血 直後 か ら 飽 血 と に いた る 種々 の 体重 の 個体 じ つ き , 体 
重 と 作用 量 (0.1 々 g へ 5.3 mg/g 体重 ) の 関係 を 48 時 間 
BO (KEY) 死 ( 天 黒 円 ) の 如何 で 示し た の が 第 2 


作用 量 g/g +k 


北岡 ・ 矢 島 : マダ = 類 に 対す る 殺虫 剤 の 効果 255 


fifkmt 7-BHC 
に 対す る 抵抗 性 の 関係 


第 2 図 ウゥ シオ ォ オマ ダニ の 現 i 


OTE RE 


図 で ある 。 ウジ シオ マダ ニ の 体長 と 体重 の 関係 か ら Ct 
岡 ・ 矢 島 , 1953), 寄生 個体 し に つい て は BIRO 体長 か 
ら 5 処理 時 の 推定 体重 を 求め , 各 作 用 量 (zg/g 体重 ) の 
時 の 発育 阻害 (小黒 円 〕) と 正常 発育 ( 小 白 円 ) の 様子 を 
第 1 図 の 48 時 間 致 死 の 関係 と 共に 示し た 。 抵 抗 性 が 体 
HO 増加 に 伴 な い 変化 し な いな ら ば 黒 円 と 百 円 の 境界 
は , 横 軸 と 平行 し て 引か れる は ず で ある が , 明らか に K 終 
軸 方 向 に 著しく 傾斜 し て いる 。 こ と の 傾斜 また は 上 昇 率 を 
正確 結 定 する こと は 困難 と 思わ れる が , 上 昇 率 を 小さ 
fic Ch 体重 1log の 増加 に より 抵抗 性 は 3 log 程 
度 上 昇 す る 。 飽 面 時 に は 未 吸 血 時 の 約 100 倍 の 体重 に 増 
加 す る か ら , その 7-BHC に 対す る 抵抗 性 は 約 106 fF 
近く な る と と が 推定 され る 。 


2 ペペ 


老 ya 


AN 


急速 発育 期 と ある ウシ オマ ダニ 雌 成 ダニ = の 50% の 個 
体 の 発育 を 阻害 させ る に 必要 な 作用 量 は g 体重 あたり 
の 作用 量 で 示す と , 7-BHC 890 gg/g, allethrin 2.98 
mg/g, DDT 16.7 mg/g と な り 7-BHC お よび DDT 
抵抗 性 イエ ェ バ ェ に 対す る 滴下 法 の LD 50 は それ ぞ れ 
80.7 pg/g, 303 ug/g (OLrvgr & Epen, 1955) と 比べ て 
る 著しい 高い 値 で あり , 昆虫 類 し 比べ て マダ ニ = 類 の 殺虫 
剤 に 対す る 抵抗 性 が 著しく 大 きい と こと が 認め られ る 。 策 
2 図 か ら 明 ら か な ど と くさ, 抵抗 性 は わずか の 体重 の 増加 
に よっ て も 著しく 上 昇 す る か ら , 上 記 の 値 も 変化 し つつ 
ある 抵抗 性 の 一 点 の み が 示 され た に 過ぎ ず , BROS 
狭 ひ て する た め に は , 体長 の 彼 囲 よほど 限定 し な けれ ば 
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策 1 表 寄生 ウシ タオ マダ 二 に 種々 の 作用 量 の 7-BHG@ 
+ 正常 発育 後 脱落 ; - 
0.5 vg 1 pve 3 Lg 
No. ie ee 0 i 2 3 0 1 2 3 
(A) (A) CBD) 
1 6.3 9.9 + 4.8 = 4.9... 6.0 = 
2 6.3 9.0 + 4.9 SO + 5 3 
3 6.6 11.0 + 5.2 S08 see By 40 620 ss 
4 6.6 10.3 a Bd Se6 ie a 1G a 
5 6.7 = nS = 8 5. a 
6 G7 ie FOO + 5.4 10.0) eee 6.0 10.3 3 
7 6.7 10.9 + 5.7 10.6 + ON + 
8 6.7 S 6.1 9.8 + 6.0" “10.7 ey 
a) ian Calihy” + 6.3 109 + 6.0 = 
10 SE maisied’) + 6.0 1651, 6.0 10.4 + 
11 6.3 10.3 + 6 50 pa 
12 6.4 11.5 + 64 11-8 2 
13 6.4 — | 6.6 ae 
14 6.60 1if0meae P67 ST = 
15 6.8 11.2 + \ 6.7 wpioed + 
平均 6.7 5.9 6.0 
; 滴下 法 に より 種々 の BIT 求 DPSO 
第 2 表 種々 の 殺虫 剤 作用 後 の ウ シオ マダ = の A ee 
発育 阻害 に よる 脱落 率 は 0.4~57 gg/g 程度 (DREsDEN & KRIJGSMAN, 1948; 
a ーー ーー= Brown, 1951; LEWALLEN, 1954; Mrrnin & BABERS, 
veel +-BHC allethrin | pp'-DDT | a-BHC 1955; Oxiver & Even, 1955; 山崎 ・ 石 井 , 1955) tH 
(ue) | | ; BUC あま り 大 き な 差 は な い 。 ウシ オマ ダニ 幼虫 に 対 
0.5'210 20.0| 0/10 0 | | し , 有機 塩素 , 有機 焼 , 有機 窒素 系 お よび 天然 殺虫 剤 , HH 
| . ru xy x Sy zy! ax 
eer | DY - Bible Sty SMORLAO WAC &WNOK 
\ J oo | Bee TIS THR, FU YA, AY K—MBAl Dm E 9 
~20 | 979 22.2 | 効力 が な い ほ か は , ARE HTS B (BAY & WEG SIS 
3 4/ 4 100.0 Neel Oy 10) <, 7-BHC, parathion が 最 る 強力 で allethrin 41 
OO | 
ae 2 aS oe Bae | i | 較 的 効力 ある も の に 属し て いた Chil» RB, 1955), 
£5) 3/15.20.0 | a a a Ea 
300 | 9/11 81.8 | 3/9 33.3 | すなわち マダ ニ 類 に 対す る 殺虫 剤 の 適用 は , 発育 期 お ま 
500 5/5 100.0 | 5/8 62.5 | 0/5 0 YU MOAN ¢ OHS > x i OD ARH NE 
1000 Nee tomo nonece hee 0 SAMOS SN DM 41b DT CDRA D ABIL 
3 = = iv 高め る 最 る 重要 の こと こと と 考え られ 72。 
a ee 第 衣 
Woe La FBR | が の 確率 。| me cove -| mae | _ 95% 
BF | ig a | ーー 脱落 作用 量 vee 信頼 限界 
TD | CO CN emn aaa ee 
7-BHC = Y=5.1386+1.6970(X —0. 3852) 0. 900SP | 也 4 
allethrin Y¥=5. 3000+ 1.7368(X —2, 0111) 0 PE 0. CODE ee ee 0 
pp'-DDT | Y=4. 901441. 7128¢% oo oo 2Pr. 20.9000. 20890. 45311.8359+0.1830| 68.5  45.0~104 
ie , A—2.9257) 0.500>Pr.>0. 250 0. 2029 0. 4933 2. 5860 +0. 1931385 247~601 


な ら な いと 思わ れる 。 殺虫 剤 を 作用 させ た 場合 , 阻害 と 
正常 発育 の 中 間 的 反応 状態 が 認め らち られ な いし ‘の は , ある 作 
用 量 多 面 過 で きれ ば 発育 に 伴 な うぅ 急激 な 抵抗 性 の 上 昇 に 
より , 適用 時 の 作用 量 は その 抵抗 性 に 対し て は 無視 で き 
BlEEISI 7S TEED で と を 示す も の で ある 。 こ の 
LAEY CRICK MBS ¥ OFT DIA COO RHE 


実際 的 C$ マダ に 対し 最も 有効 な もの と し で 7-BHC 


が いち ば ん 広く 


3 いら れ て いる よう で ある が , 比較 的 抵 


抗 性 の 系 統 が 出現 し 易い で と は 注意 し な けれ ば な ちな い 
(WHITNALL & Braprorp, 1948; ARNOLD, 1952; Fiz- 
DLER, 1652; Hircucock,: 1953), DDT は 7-BHC (& 
ENIES ANG DIB 9, Diox & Moreax (1951)- は : 


1955 4F12 月 


AGM) $B VF HRICHT ZRHAO AR 257. 
wei PLKRORBAOKE (mm) の 変化 : SHE 
—- FE LE ES : 

5 ue 10 pe 30 pg 60 pe 
0 il 2 3 0 i 2 3 0 of 2 3 0 ze 2 3 
(A) (A) (A) (A) 
xh P 6 6,0 — ASS > ARQ — 5 0) — 
Sis) OO ーー 4.7 — O20 らら — 6.2 — 
の — Ds Ol ede) SAO os St en Os On 4: — 6.4 — 
Dare) — 0) — 6.0 — | 6.6 — 
ys) _ O20) 5x0) _ Ch YEG 7a — V0) — 
9 = O68 6 
6.1 — Dea Ose - 6.8 — 
Gil thal — byte ante) — liad, 1629) 780 — 
6.8 10.0 + 6.0 10.8 + 
VOU ORT: — 
see y3 al + 
6.7 5.2 | 6.1 6.3 
イヌ に 寄生 する Rhipicephalus sanguineus に 対し 効 Walls, ある 程度 吸血 が 進む な と, 付着 可能 の 最大 量 に お 
時 が ほとん ど と ない と 報じ て いる が , Fmgprmg (1652) に いて さえ を 死亡 せ ず , 未 処 理 信 体 より は る か に 長期 間 生 存 


よれ ば DDT ぉ よび その 類縁 化合 物 は マダ ニニ 類 じ は 抵抗 
BEDS CE と いい と いわ れる 。 pyrethrias は タネ ガタ マ 
ダニ Ixodes ricinus に 対し 十分 効果 を あけ 得 な い 

(ArtHour, 1951) と いわ れる が ,。 allethrin は ウジ シオ マ 
ダニ に 対し DDT と 比較 し て 産卵 抑制 効果 は 約 3 倍 Cb 
岡 ・ 矢 島 , 1857 b), 幼虫 に 対す る 殺 躍 力 は 10~30 fF ( 北 
Im] - RB, 1955) で , RBICMITZHRUSISLEA LB 
STRACASRC, GRERTSNSEDCHS. 

昆 和 中 や ダニ = の 表 皮 の 殺虫 剤 に 対す る 透過 性 は 殺虫 力 の 
BEAT t& Az 5H, Roprnosn(1942) (i Ornithodoros 
moubata DYJY=)> ZHAF 4A & pyrethrins KC 対す る 
抵抗 人 性 が 増大 する の は , 表皮 の 厚 さ が その 間 に 増 す た め 
ある と 考え < Lees (1952) は マダ ニ 類 は 発育 の 各 
PIT, ヒス ダニ テニ 類 で は 幼 ダ ニ 期 の み K 表 皮 が 吸血 に 伴 な 
> CMS SHReSADI. VY ARH HNC MTS 
SECT, 相対 成長 率 の 違い か ら 3~10mg, 10~80mg, 
80mg~ ALD 体重 域 に と お ける SOD 発育 期 が 認め ら 
4 KRESS, 昼 さ が それ に 応じ て 変化 し , 表皮 の 厚 さ 
は 40 々 か ら 75/Z, 75g か ら 100g, 100x か ら 40u と 増 
wT S Ati - RB, 1957 a)。 と の 吸血 に 伴 な うぅ 表皮 の 
厚 さ の 変化 と , 第 2 図 の 7-BHC に 対す る 鬼 抗 性 の 上 昇 
の 傾向 の 間 に は まっ た くさ 対 応 が 認め らち ら れず, 別 の 要因 に 
対し 相関 を 求め な けれ ば な ら な いで ある ろう 。 

7-BHC は ウシ オマ ダニ に 対し 最も 強い 殺虫 性 を 有 す 
る 殺 ダ ニ = 剤 の 一 つ で ある が , 特に 結晶 r-BHC を 用 いた 


q 


し て いる は な は だ 奇妙 な 事実 が 見 られ る 。Wrirragrp' & 
Braprorp (1948) 4 Boophilus decoloratus) の 未 処 理 
個体 は 10 RADA CHE TS OT, 殺 躍 剤 処理 個体 で 
は 最高 2 ヵ 月間 も & 生 存する る の で ある こと を 報告 し て い 
る 。 こ の よう な 現象 は 第 2 報 で 述べ る 産卵 抑制 効果 ど 客 
接 な 関係 が あり , ウシ オマ ダニ の 飽 血 偽 体 は 本 条件 下 で 
は 10 数 日 間 で 産卵 を 完了 する と 同時 に 死 記 する の が 普 
通 で ある が , 低温 に 置か れ 産 卵 が 不可 能 の 場合 , 生 存 昌 数 
は その 期間 だ け 延 長 さ れる 。 産 卵 抑制 の 作 圧 量 は 致死 量 
に 比べ て は る か に 低く , 50% 落下 を 起こ させ る (FAB 
が , 正常 発育 を と げた 個体 に その まま 残存 し て ぉ れき , 
PINRO BIMCTA Ee FASC LEDBCRS. <&-BHC 
は 7-BHC (CHU Baits 4 BIE Id id SD Ie EE 4 
(Metoatr, 1947), 表 虚 の 透過 性 る 少な い (Armstrone 
1851) か ら ウ シオ マダ ニ の 発育 に 影響 が な いで 
と は 当然 と 考え られ る が , 産卵 量 に お いて は この 程度 の 
作用 量 で 402 も 抑制 を 受け る km - RB, 1958b)。 


要 RN 


1) ウシ の 体 に 寄生 し て いる ウシ え ォ マ ダニ の 雌 成 ダニ 
に 対し , 滴下 法 で 殺虫 剤 の 効力 を 比較 する 方 法 を 試み 
nes . . 

2) BAGEBHO S =lE KROL E RABBIT LO 
脱落 せしめ る た め の 作 用 量 は , 1 匹 み た り 7-BHC, 2.05 
vg, allethrin 68.5kg, pp’- DDT, 385pg で あっ た 。 a- 


et al, 
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BHC ti lmg で る まっ た せく 発 育 に 影響 を 与え な か っ た 。 

3) 寄生 ダニ の 発育 阻害 量 , お よび 摘除 個体 に 対す る 
48 時 間 致 死 量 か ら み た 7-BHC に 対す る HATES RMIT 
伴 な い 急 激 に 増加 し , 飽 血 時 に は 未 吸血 個体 の 約 10° 倍 
に も な る 。 こ の 変化 に 対し 。 表 虚 の 厚 さ の 成長 や , 変化 
は 関係 が ある と 思わ れ な い 。 
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Summary 


Effects of Insecticides on Ticks 


I. Inhibitory Dosage to the Development 


and Change of the Resistance during Blood-sucking 


By Shigeo Kiraoxa and Asahiko YAJIMA 
Section of Parasitology, National Institute of Animal Health, Kodaira, Tokyo 


Though many chemical control measures on 
ticks which live in pastures or are parasitic on 
animals are being carried out, the effective dosage 
on an individual tick still remains to be studied. 

The topical application method was adopted to 
assay the dosage to inhibit the development of 
the adult female tick (average body length of 6.1 
mm) and the lethal dosage to the detached ticks 
in various feeding state of Boophilus caudatus. 

The dosages of 7-BHC, allethrin and pp’-DDT, 
causing a drop of 50% of feeding ticks in the 
rapid developing phase, are 2.05, 68.5 and 385 


Lg per tick, respectively. The development of 


the tick was not influenced by treatment with 1 
mg of a-BHC. 

From the inhibitory and lethal dosage, it is 
supposed that the resistance of engorged ticks to 
7-BHC increases about 106 times or more than that 
ot unfed ticks. No correlation is observed between 
the change of the cuticle thickness and the increase 
of 7-BHC resistance. 

Chemical control of ticks will be conducted 
most efficaciously when they are in an unfed or 
an earlier feeding state, because unfed ticks are 


not so resistant to insecticides. 


BEL FEM OWEN RICBU S 
W4 OAR OPE 
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ERE AEEO (HARASS) 2 AL TO SZWAWADE 
WDHC, 天敵 の 果す 役割 は 大 きい と 考え られ る の で , 
| 寄主 と 寄生 妖 と の 相互 作用 に つい て いろ いろ の 研究 が な 
され た 。 と くせ に K 両 者 の 相互 作用 に よる 長期 的 な 個体 数 変 
動 に つい て は いく つか の 理論 が ある 。 そ の 多く は は 寄生 蜂 
に つい て 一 定 の biotic potential を 仮定 し て いる 。 も 
ちろ ん こと の biotic potential は 実際 に は 物理 的 要因 , 
また は 寄主 と 寄生 衝 の 相対 的 な 密度 関係 の よう な 生物 的 
要因 に よっ て , その 能力 全部 が 発揮 され な い 。 

寄生 導 の 産卵 期 と 寄主 の 被 寄 生 適期 と の 同時 性 syn- 
chrony (以下 単に 同時 性 と の み 記 す ) も 寄生 蜂 の 寄 生 能 
力 を 左右 する 要因 の 一 つ で あぁ る 。 こ の 同時 性 が 寄生 蜂 と 
寄主 と の 間 で 完全 な 場合 も あり , 不 完全 な 場合 る ある 
が , それ ぞ れ の 場合 で biotic potential の 実現 の され 
る (あお で ある し た が っ て 寄主 と 寄生 笑 
の 相互 作用 に よる 長期 的 な 個体 数 変動 の 研究 を する に 
は , 両者 の 生活 史 の 長 さ を し ら べ , と これ が 両者 の 相互 作 
用 系 に お いて どん な 役割 を し て いる か を 考察 する こと が 
重要 で ある 。 筆 者 は コナ マダ ラメ イガ Ephestia cau- 
tella に 寄生 する ヒメ バチ の 1 種 Nemeritis canescens 
の 発育 期間 を 実験 的 に し ら べ て , その 寄主 と の 間 の 同時 
性 に つい て 考察 を 行っ た 。 

政 い た ヒス バチ は これ まで Cimodus sp. と され て 令 
た (高橋 , 1953a, 1956a) が , Nemeritis canscens GRAV- 
ENHORST で ある こと と が 明らか に な っ た 。 し た が っ て 今 ま 
で の 記載 の C. sp. を N. canescens に あら ためる と と 
SiC, 同定 し て いた だ いた 北海 道 大 学 教授 内 田 登 一 埼 士 
に 厚く 御礼 軸 し あげ る 。 

と の 研究 を 進め る につい て 終始 変 ぁ ちぬ お 励ま し と # ぉ 教 
を を いた だ いた 当 研 究 室 教 授 内 田 俊郎 博幸 >, な ら び に い 
AWAMBH PIL > CPS っ た 兵庫 農 科 大 学 教授 岩田 


+ と の 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 の 援助 CE よっ た 。 
京都 大 学 農 学部 慣 虫 学研 究 室 業 績 第 290 号 
(1957 年 8 月 28 BE) 


久 二 雄 博 士 に 心から 御礼 押し あげ る 。 


材料 と 飼育 条件 


と の 報告 中 の 諸 実 験 で 用 いた コナ マダ ラメ イガ Ep- 
hestia cautella WALKrgR (FE) と と メ バ チ の 1 種 
Nemeritis canescens (FEE) は , いずれ る も HDS 
1951 年 以来 当 研 究 室 で 飼育 を 続け て きた 系 統 で ある 。 ま 
た る う 3 う 1 種 の 寄主 フン シメ コク ガ Plodia interpunctella 
Housyer は 1952 年 以来 2 年 間 に わ や たって, コナ マグ ダフ 
メイ ガ の 場合 (高橋, 1953a) と 同じ よう に 発育 速度 の 
速い 個体 を えら ん で 飼育 を 続け た 系 統 で ある 。 コ ナマ ダ 
FJAAH BADR 30°C, 70% RR 
ク ガ を 用 いた 実験 は 30°C, 75% R.H. の 恒温 恒 湿 室内 
で 行っ た 。 


Nemeritis は コナ マダ ラメ イガ の どの 令 
寄生 し どの よう に 発育 する か 


寄生 蜂 の 産 卵 条 件 が 整っ て いて も, その 対象 と な る 寄 . 
主 が その 寄生 に 適し た 発育 状態 に な ら な けれ ば 寄生 する 
と と は で き な い 。 す な わ ち , 寄生 次 の 1 世代 の 中 に 産卵 
時 期 と それ 以外 の 時 期 が ある よう KK, 寄主 じ つ い て も 1 
世代 の 中 に 寄 生 さ れ う る 時 期 と , そう で な い 了 時期 と が あ 
る 。 両 者 の 寄生 し 寄生 され うる 時 期 が 時 間 的 に 一 致し た 
時 に は じ め て 寄生 が 行わ れる 。XAMVemeritis は コナ マダ ラ 
メイ ガ の 幼虫 期 に 寄生 し , その 終 令 が 被 寄 生 適 期 と 考え 
られ た (高橋, 1956a) が , と これ を 詳し くし ラベ べ る た だ めで 
次 の 実験 を 行っ た 。 

コナ マダ ラメ イガ は 産卵 後 羽 化す る まで に K 約 30 日 を 
要する (高橋 , 1956 b) が , どの 時 期 が 被 寄 生 適期 か を 
知る た め に , 24 時 間 内 に 産卵 され た 寄主 卵 100 個 を 直径 
11cm 深き 7emOHFAMANTC AE 20g を 与え て 
MAL, その いろ いろ の 発育 状態 の も の , すなわち 産卵 
4% 4, 7, 10, 13, 16, 19, 22, 25, 28, 31 HAR CH 
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FER NRO eM AK 
第 1 図 寄主 Ephestia cautella (8: O, 9: @) と 寄生 蜂 Nemeritis canescens (@) 
EORMUM(tHRAM IS FEHOMABA AS 

育 し た 寄主 の いる 容器 に Nemeritis OtEX それ ぞ れ 1 て 寄生 蜂 が 羽化 し て いる 。 し か し この 場合 は , BEBO 
頭 す ずつ 入れ て 寄生 産卵 させ , 寄主 と 寄生 蜂 の 羽 化 状 態 と 寄生 時 期 は 寄主 の 羽化 の 最盛 期 を 過ぎ て いる の で , 寄主 
ee (3 回 ) を の ぞい て , < の 次 世代 の 1 令 幼 虫 に 寄生 し た も る の と 考え られ る 。 
りか え し の 数 は 4 回 ずつ で ある 。 な 3 お Nemeritis iit 
だ け で 単 旋 生殖 を し て 増殖 する 。 

寄主 と 寄生 蜂 の 素 積 羽化 曲線 を 策 1 図 に 百分率 で 示し 
た 。 両者 の 羽化 曲線 は それ ぞ れ の 区 の 4 回 の 繰り 返し の 
間 に は ほとん ど 差 が な い の で 合計 し て 示し た 。 図 中 の 身 
印 は FERRED 導入 日 を 示し て いる 。 FEBO meh 
i, 導入 の 翌日 (24 時 間 以 内 ) に 死ん で いた る の も あ 
り 最 大 3 日生 き て いた も の も ある が , 大 体 2 日 目 ま で 


ma 


CS) Rare 


HEME A 72 $315 HEC 


に 死ん で いた 。 BAU FERRE O IE 0.94~1. 22 第 2 図 寄生 蜂 Nemeritis canescens © BRIE 
mm で あっ た が , とこ の 寄生 蜂 の 大 き さ は 次 世代 の 羽化 曲線 , 図 中 の 数 字 は 寄生 蜂 を 導入 し だ と き の 寄 『 
の 時 期 に は な ん ら 影 響 を あたえ な い 。 図 で わか る よう に 主 の 発育 状態 (産卵 後 の 経過 日 数 ) を 示す 
寄生 させ た 時 の 寄主 の 発育 状態 が 16 日 目 ま で は 大 体 寄 と の 羽化 曲線 を 寄生 峰 だ け に つい て みる と 第 2 図 の F 
主 の 維 の 羽化 より 5 日 。 雌 の 羽化 より 7 日 お バ れ て 寄生 SLES, HLA LSHOFEORABMOMICON 


蜂 が 羽化 し て いる 。 そ れ 以 後 は 寄生 時 期 が お くれ る に し 
ipso ee 産卵 後 31 BB 
の 寄主 に 寄生 させ た と き に は 他 の 場合 より 一 段 と お くれ 


C, 条 生 蜂 の 発育 所 要 日 数 が 短く \ な る と と が 明らか で あ 
る 。 す な わ ち 産卵 後 4 日 目 の 寄 主 た 寄 生 し た 場合 は 寄 igs a 
HUA 33 FADS MEL TSS, 19 B Bice 
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し た 場合 て は 17 日 目 か ら 羽 化し て いる 。: その後 は それ 
以上 短く ならす 平均 18 日 の 発育 所 要 日 数 を 示し て いる 。 
31 日 目 た 寄生 し た 時 に は 再び 長く な っ て 36 BBD 
FEU TWB 


VRS Mie 


ELADBEDEBVE 


第 3 図 BAORBKE (ERMAEZBAR) の 寄主 
Ephestia cautella € 寄 生き させ た と き の 和 寄生 
% Nemeritis canescens の 次 世代 羽化 数 


寄主 の 発育 伴 な うぅ 寄生 導 の 増殖 能 
寄生 星 の 羽 化 数 で みる と 第 3 図 の よう 
HK (31 日 目 ) に 寄生 させ た 場合 


力 の 変化 を 次 世代 
に な る 2 寄主 の 成 
RUT, どの 時 


$e 

期 と お いて る 寄生 星 は 寄生 し 発育 羽化 し うる こと が わか 

る が , 寄主 の 産卵 後 10~22 再 目 の 間 が 最高 の 羽化 数 
合 は 前 述 の 理由 


4 
ん 


示す よう で ある 。31 日 目 に 寄生 させ た 場 
で 図 に は 示し て いな い 。 

次 世代 の 寄生 姓 の 羽化 数 だ け か ら み れ ば 産卵 後 10~22 
目 目 の 寄主 幼虫 が 被 寄生 適期 と いえ る が , 寄生 貴 の 発育 
速度 が 速い ほど その 増殖 最適 で ある と 考え る な ら は ば 19 
目 目 以後 の 成長 し た 幼 下 が 被 寄生 適 期 と 考え られ る 。 千 
局 両 者 共通 する 産卵 後 19~22 日 目 の 寄 主 が 視 寄 生 適 
いい 9 こき で あの 9s 
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BBP RELIZe & OF EORBKE bo THER 
の 頭 幅 に 有意 な 差 を 生じ な か っ た 。 


長期 飼育 個体 群 に お ける 寄主 と 
寄生 唆 と の 同時 性 


寄主 と 寄生 導 の 相互 作用 と よる 両者 の 信 体 数 変動 を 論 
ずる 場合 , FEBZDENA tREORE EGA ¢ Ol 
性 と いう る の が 大 き な 問 題 と な っ て くる 。 1 世代 経過 所 
要 旦 数 が 両者 で 同じ で あぁ る な らち ば 寄生 狂 の 寄生 能力 は 常 
に 一 定 で ある と 考え GH, Nrcrorsox (1933) や 内田 
(1953) の 理論 に よ 5 CHABAD emg SC CPCS 
40 HAOPBRZARDAS 5 CC bt AOA 
OARS BS 0 Fa THUS RO Buran 
で きる 。 し か し 両者 の 個体 群 の 年 令 艇 成 が 重なり 合わ な 
WC, し か も る 両者 の 1 世代 経過 所 要 晶 数 が 異な る 場合 に 
は それ ら の 理論 に よっ て 論ずる こと は で き な い 。 
Payne (1933, 1934) は Ephestia kuhniella と その 
4j24X2D Habrobracon hebetor と は 発育 所 妥 旧 数 
が 異な る の で 両 者 の 間 に は 同時 件 が 成り 立た に た ない とし; 
MITE O 1 世代 平均 所 要 日 数 を 泉 積 し て , FERPA 
化し た 時 お よび その 生存 期間 中 に 寄主 の 幼 忠 期 が ある か 


知 か と よっ て 寄生 で きる か 簿 か が 定まる と 考え た 。 そ を しり 
て 両者 の 発育 た 対す る 物理 移 環 境 要 因 の 働き 方 と よっ て 
を を れ が 決定 され る と 1E な ら ば 寄生 能 
力 ほ ます , RICE 
と 寄主 AE ve 
EE CHEB 
AE & OFF BBB 
た 理論 に よっ て は 説明 で き な い 。 


Nemeritis が が コナ マダ ラメ イガ に 寄生 し た 場合 


Nemeritis の 1 世代 の 長き まき は, 寄主 だ ど お コ ナマ ダラ メイ ガ 


Blix 種々 の 発育 捧 態 の 寄主 Epghestia cautella に 寄生 衝 Nemeritis canescens ZBES 
#7 £xk&OBEL SES OMCK SOLE 
28 = D EI bee (mm) & H & CD SE & (mm) 
eas a é lps a KE ESSE 
Hen EE PERE CERR Wee ¥ B 22Rpe22 Re * 2 Nee 
4H 107 «1,102 0.042 3. 837 93 | 1.1577) 0.055} 4. 80” 13. %) 01 41515 | “0. 635. 3.02” 
I 103 1.100 9.049 4.43 105 1.127 0.052 4.61 19 112835) £0.03 Bim 
10 140 1.099 0.036 3.28 108 | 1.138 | 0:052} 4.61 12 121381 - 03025 > 2228 
As 123 | 1.089} 0.055 | 5.01 92) 1.134] 0.048 | 4.25 33 1.109 0.054 4.89 
16 124 | 1.099 0.043 | 3.89 116 | 1.137) 0.045| 3.94 30 1.129} 0.057 | 5.03 
19 123 1.100, 0.045 4.13 117 | 1.139.) 0.039 | 3.41 31 1.148. 0.041 3.56 
22 120 1.094 0.044 4.01 86 1.133 0.049 4.31 | 28 1.128 0.069 6.08 
WE 126 1.100. 0.046 4.22 02.|. 1.145 | 0.047} 4.11 17 1. 15139 | 0,065: | 5228. 
28 - 420 1.098 0.045 4.09 120°) 1.137: |-.0.046 |= 4.07 10 1/112 | -0.063-| 5.64 
31 99. 1.076 0.046. 4.26 87 1.122 | 0.048 | 4. 28 0 —_ es — 
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: ET dG Nemeritis の 寄 謀 で ある 。 

“ | と の 幼虫 を いろいろ の 初期 棲息 
300 RECAST SLITS 
イガ の 場合 (高橋 , 1956 a) と 


ae sy 
=H は ほぼ 同様 な 現象 を 示す 。 コ ナマ 
wT タラ メイ ガ に つい て 行っ た の と 
MUAET, TSdDbIVAA 
Ae ク ガ の 卵 約 200 個 じ 米粒 40~ 
A 1.25g を 与え て 飼育 する と , そ 
Ne oN SAN Ad NN の 羽化 率 ( 策 5 図 ) も 羽化 し た 
—— ao io i a A 


Be IM) (BO 度 が 高く な る と と も に 減少 し 
第 4 図 10 日 毎 に 20g OKMAIMELT, BA Ephestia cautella と に 用 いた ia 
寄生 蜂 Vemeritis canescens * RUMI MB Lic t & OM OME pire re per 
数 変動 寄主 O—O, 寄生 妖 @-—@ (高橋 , 1956a より ) は 


100 


の 場合 に は eats り も は る か に 短く , 両者 の 間 に 

は 同時 性 ど と いう も の が 成り 立ち 難い よう に 思わ れ た 。 し 

か し コナ マダ ラメ イガ と Nemeritis を 長期 間 連 続 飼育 

し た と き の 両 者 の 個体 数 変動 を みる と (第 4 図 ) Neme- 

vitis は コナ マダ ラメ イガ の ほぼ 1 世代 毎 の 個体 数 変動 羽 
の 山 に 完全 に 依存 し た 変動 や を する 。 そ し て 両者 の 変動 の  % 
それ ぞ れ の 上 山 を 1 世代 と 仮定 する な ら ば , 世代 毎 の 個体 
数 変動 は Nircmorsox (1933) や Varney (1953) ら の い 
うぅ 寄主 と 寄生 妖 の 相互 作用 に よる 周期 的 な 変動 型式 を 示 
し て いる よう で ある (高橋, 1956a)。 そ を の 結果 か ら み る 
と Payne (1933, 1934) の いう よう な 同時 性 の 成り 立た 
な いよ うな 時 期 が み ら れ な い 。、. と する と こと の 寄主 と 寄生 SERB (食物 1g 当 り 卵 粒 数 ) 

幅 の 1 世代 の 長く は ほぼ 同一 で な けれ ば ば ならない が , T SOM 種々 の 棲息 密度 で 飼 育 し た と き の 
の 矛盾 の 解決 は 一 方 的 応 Nemaritis の 1 世代 所 要 日 数 Plodia interpunctella の 羽化 百分率 
の 可変 性 いい か える な ら ば Nemeritis の 発育 が 寄主 
DERICKETSZTCLITL 5 TSaANTMWZEACH 
る 。 す な わ ち 寄主 の 発育 の は じ め に 寄生 し た 時 に は 発育 
が お くれ , 寄主 の 発育 の 後期 た 寄生 し た 時 に は すみ や な か 
に 発育 し , 次 世代 寄生 妖 の 羽化 は 常に 寄主 の 羽化 時 期 た 
数 日 お くれ て 来る と こと に な る 。 する と 寄生 蜂 が 羽化 し 産 
卵 し よう と する 時 期 て は 寄主 は 常に 丁 慶 卵 期 また は 若 令 
幼虫 期 と いう と こと に な り , 寄生 率 は 第 3 図 か ら 考 えら れ 
る よう に 低く , 第 1, 2 図 の ょ うに 寄生 蜂 の 発 育 は お く 
れる 。 し た が っ て 寄生 蜂 の 増殖 能力 は 決し て 十分 に は 発 
揮 さ れる と こと は な いで あろ う 。 ま た 寄主 と 寄生 妖 と の 生 
活 史 の 同時 性 は 成り 立っ て は いる が , と の 同時 性 は 決し 


0 
0510 20 390 40 50 65 80 100 


THEE 6 DEWOABWCHA 5, WED BE 
Nemeritis が ノシ メ コ ク ガ に 寄生 し た 場合 ノシ メ 第 6 図 種々 の 棲息 密度 で 飼育 し た と き の Plodia inter- 
コク ガ は コナ マダ ラメ イガ と ほぼ 同様 な 生活 史 を 持つ 上 a ME EEN 


そ ー9--, 縦 線 の 長 さ は 標準 偏差 を 示す 


3 
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る と 休眠 する 個体 が 生じ し , その 幼虫 体重 は 非 休眠 幼虫 よ 
り 重 いこ と が 観察 され て いる ( 辻 ,1957)。 と の 実験 で は 
こと この よう な 休眠 個体 は は っ きり と は 認め られ ず , 羽化 の 


放 お くれ た 個体 の 頭 幅 が 大 きい と いう と と も な くれ 。 DAS 


て 小さ く な る 傾向 が みち られ た 。 し か し こと の 実験 より 半年 
後 1954 年 10 月 ) に 行っ た 同様 の 実験 で は 羽化 が お さく 
RIED HS atl. 6 UKHO SEIT L THIS 
WAWAITKRA SEW LIICRRAPELEA CHAT 
Mid, 発育 の お くれ る 個体 る 多く 現われ る で あろ うし, 
また 飼育 を 続け る 方 法 に よっ て その 出現 頻度 る 変っ て 行 
{ DCLEPA 5d 


0 a 100 
時 間 (BR) 
第 7 図 10 晶 毎 に 20g OXKK IU TC, 寄主 Plodia inter- 
punctella と 寄生 蜂 Nemeritis canescens を 長期 間 飼 育 し た 
時 の 成虫 の 個体 数 と 頭 幅 平均 値 の 変動 


200 


個体 数 : 
頭 幅 : 


に 0 交 
Ba る ニー & 

CO/VAAVHE Nemeritis SMO ATrVwI7 
メイ ガ と Nemeritis と の 場合 と 同じ 方 法 (高橋 , 1956a) 
で 長期 間 連 続 飼育 する と , 両者 の 個体 数 変動 は 筑 7 図 の 
よう に な る 。 和 寄主 と 寄生 蜂 の 成 虫 の 頭 幅 の 変動 は ほとん 
ど コ ナマ ダラ メイ ガ に Nemeritis が 寄生 し た 場合 と 類 
似 し て いる が 。 HARB HNIS (R75 TIO, コナ マ 
タダ ラメ イガ に 見 られ た ほぼ 1 世代 ご と の 個体 数 変動 の 融 
が 全く み ら れ な い 。 と の ノシ メ コ ク ガ だ け の 個体 和 群 の 個 
体 数 変動 は 十分 て 調べ られ て いな い が , この よう な 差異 
は ノシ メ コ ク ガ 個 体 群 に 発育 の お 《 れ る 個体 が 生じ て 羽 
化 が 整 一 と な ら な いと と と 成虫 の 生存 期間 が コナ マダ ラ 
スタ オイ 廊 に くら さて 長い と と に よる と 思わ れる 。 こ と の と よう 
な 寄主 に 寄生 し た 時 の 寄生 蜂 の 寄 生 能 力 が どの よう な 影 
紅 を 受け る か は さら に 詳し く 調 べ る 必要 が ある と 思わ れ 
る 。 


要 m®* 
寄生 蜂 Nemeritis canescens は 寄主 コナ マダ ラノ メイ 


高橋 : 寄主 と 寄生 峰 と の 相互 作用 系 に お ける 両者 の 生活 史 の 同時 性 
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ガ の どの 谷 期 に 寄生 する か を 30°C, 70% R.H. の 実験 
条件 下 で し ら べ た 。 寄生 峰 は 寄主 の 幼虫 の どの 令 に も 寄 
生 し うる が , 寄生 蜂 の 発 育 所 要 上 日数 は , 寄主 の 若 令 幼虫 
に 寄生 し た 場合 は 長く , 成熟 し た 幼虫 に 寄生 し た 場合 は 
MU. ( 約 18 日 ) う 。 し た が っ て 常に 寄主 の 羽化 時 期 よ 915 
~?7 日 お くれ て 寄生 蜂 は 羽化 する 。 

森 生 適期 は 寄生 蜂 の 発育 所 要 日 数 と 次 世代 羽化 数 と か 
ら 考 えた 時 は コナ マダ ラメ イガ の 産卵 後 19~22 BBO 
幼虫 期 と な る 。 

コナ マダ ラメ イガ と Nemeritis を いう し ょ ご 定期 的 
に 食物 を 追加 し て 飼育 する と , 寄生 蜂 の 成 虫 個体 数 変動 
(LAF ERED SIUC EAI RIEL TUS 
が , と これ は 寄生 蜂 の 羽 化 が 寄主 の 発育 に 
支配 され て いる か ら と 考え られ る 。 こ の 
寄生 蜂 の 産 卵 期 と 寄主 の 被 寄生 適期 と の 
同時 性 は 不 完 全 で あり , 寄生 蜂 の 増 殖 能 
力 は 十分 に 発揮 され て いな いで あろ 55 

A ET NE ETE TD A ee 
ぼ ば 同様 な 生活 史 を も っ て いる が , これ に 
Nemeritis が 寄生 し た 時 に は コナ マダ ラ 
メイ ガ に 寄生 し た 場合 と 異な っ た 個体 数 
変動 の 経過 を 示す 。 こ の 理由 と し て , 7 
シメ コグ ク ガ 個体 群 に は 発育 の ぉ くれ る 個 
体 が 現われ て 成 和 忠 の 羽化 が 整 一 に 起ち な 
いこ と と 成 下 の 生存 期間 が 比較 的 長い と 
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Summary 


Synchrony between the Parasitoid Wasp and Its Hosts 
in Their Interacting System 


By Fumiki TAKAHASHI 
Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


Under the experimentally controlled condition 
of 30°C and 70 per cent of relative humidity, the 
duration of developmental stage of the parasitoid 
wasp, Nemeritis canescens GRravennorsr” was ex- 
amined, when it parasitizes on the different ages 
of the host, the almond moth, Ephestia cautella 
WALEER. 

The wasp can parasitize during the whole period 
of the larval stage of the host. The number of 
its progeny is great when it parasitizes on the 
host larvae between the tenth day and the twenty- 
The 


duration of the preimaginal period of the wasp 


second day from their egg development. 


varies markedly with the age of the host from 
seventeen days (when it parasitizes on the older 
host) to thirty-seven days (on the younger host), 
but it becomes constant at about eighteen days 
when parasitized on the host larva more than 
nineteen days old. 


The optimum age of the host for parasitism 


may be the larval stages of about nineteen~ 
twenty-two days from their egg development, when 
it is evaluated from the following two criteria: 
the number of progeny and the duration of the 
developmental stage of the wasp. 

When the wasp parasitizes on Ephestia cautella, 
the wasp population fluctuates depending on the 
host population in a routine culture, where the 
synchrony between host and parasitoid wasp is not 
perfect, because the duration of preimaginal stage 
of wasp may be prolonged and the efficiency of 
parasitism may not be operative in its maximum 
rate. 

When the wasp parasitizes on Plodia interpunc- 
tella HUBNEgR, there is no distinct fluctuation 
either in the host and the wasp populations. This 
is different from the case of Ephestia and Nemeritis 
combination. The reason for this difference may 


be the ecological characters of Plodia population. 


ot 刊 


Biological Control of Insect Pests in the 
Continental United States (1956), C. P. Crausen 
著 , A5 判 , 151, Technical Bulletin 1139, U.S. 
D.A. 38470 

アメ リカ 合衆国 に お ける 天敵 利用 の 総括 と も に ら う さき 
SDC, 世界 各地 か ら の 輸入 天敵 , 生物 的 防除 の アメ リ 
カ に お ける 組織 , 害虫 駆除 の た め の 微 生物 の 利用 , 在 来 
の 天敵 の 利用 , 天敵 に 対す る 農薬 の 影響 , 生物 的 訪 除 に 


sp. corrects as Nemeritis canescens G, 


The scientific name of the wasp which was used b 


紹 介 


関係 の 深い アリ , 天敵 の 大 量 生産 の 各 項 目 に つい て 概略 
ZS, さら に 多く の ペー ジ を さい て 生物 的 防除 を 行う 
RA, (EY, 森林 害虫 約 92 種 k に ついで, なら びに 輸 
和信 し て 定着 し た 81 種 の 寄生 性 , 14 種 の 皇 食 性 天敵 各種 
CEN EE GS OE 
過去 に お いて も また 現在 で も , 寄生 性 お よび 捕食 性 天敵 
の 研究 ならび に と れ ら の 活用 の 実際 面 と じ つ い て , HA 
に 取り 組ん で に る か が うか が われ る 。 CAE 8 A) 


y the author in the previous paper as Cimodus 


‘ i 54 
¢ 8. 


宗太 の 角度 に 関 . す Sw F 
K. Suva) COE LRA BAR 


ar 橋 保 HE 
有 さき に 著 考 (Taxagasgr, 1956 d) は BBS yh erp MBS AWE ES LC OMALKAMIT 
GA TCLEUICZEODE, MOARICAT 4 MBE 数 時 間 浸 漬 し た の ち , AkK20 0K. CHHD>S AES 
| 信 ら びに 組織 化学 的 変化 を 明らか に し , と の 変化 か ら 主 Bt, 硬度 の 部 位 で は 第 1 図 と 示す と お り 不 正六 角 状 の 


CUTAZA ROORKEE LI. COREA HEE 
PattmEs LOF vA ARCLELIDSAROM 
織 学 的 観察 を お とこ な っ た と ころ 二 , 三 の 知 見 を 得 た の で , 
回 てこ に は こと これ を 報告 する 。 な 正常 幼虫 角 皮 (アル カリ 
TCHELSW AR) の 組織 学 的 笑 造 と つい て は すでに 報 
= (高橋 1956a) し た と お り で ある が , その 後 の AB 
か ら 気 づい 7 た 若干 の 点 を る と ここ と に 附 記 する 。 


材料 と 方 法 


供 試 材料 な ちび に 組織 学 人 的 必 本 製作 上 の 一 般 的 事項 は 
前 報告 (Bis. 19570) と ほぼ 同様 で あみ る 。 な お お 方法 
つい て の 詳細 は 必要 応じ て その つど 観察 結果 の と と ろ 
で 記述 する 。 


GREALBER 


表面 の 観察 幼 下 角 皮 多 切り 取っ て 表面 か ら 観 察する 
を, 著しく 多数 の 微細 な 小 突起 が 認め られ る 。 こ の 突起 
は さき に 報告 (高橋, 1955, 1956 a) し た 通り 切片 標本 
で る 明 折 観察 され る 。 従 来 本 突起 は Kuwaxa (1932), 
AA (1943), FR 1951) お よび 高橋 (1955, 1956a, 
b,c) 51CK OA Bie (nodules) と 記載 され て いる 。 
ECA, 本 突起 の 形状 は 家 奏 の 品種 て と より , また 同一 
品種 で る 個体 と より , さら に 同一 個体 で る 体 の 部 位 に たよ 
相当 異な り , HK ARK, BK. 舌 状 な どの る の が 
BX, MF UL6AABREEZLWSLIERG BV (Ta- 
KAHASHI, 1956 b)。 ま た 家 奏 以外 の 各種 昆虫 や 数 種 の 節 
定 動 物 と に お ぉ お いて, 近 ど ご どろ の 研究 考 Lgs, 1947; BEAMENT, 
1948; WIGGLESWORTH, 1948; Ricuarps, 1951; Dexnen 
& Marzk, 1954) は 角 皮 表面 の 微細 突起 に nodules と 
い 5 術語 を 適用 し な いで tubercles と 記載 し て いる 。 
し た < が っ て 家 奏 の 場合 に る 今後 は と ' れ を 表面 小 突起 
(tubercles) と 改め る る ほう が よい よう に 考え られ る 。 


(1957 年 8 月 30 日 受領 ) 


よる 厚 さ の 相違 が 各 薄 層 の 厚 さ の 


模様 が 明白 に 認め られ る 。 人 不正 六角 状 模 様 の 大 き さ は 別 


第 1 図 幼虫 角 皮 を アル カリ 水溶 液 中 浸漬 ず 


る と と に より 硬 皮 都 に 生成 する 不正 多角 形 
に 著者 (REA) が 皮膚 の 縦断 な ぁ ら び に 横断 切 庁 で 観察 
Liz #2 (epidermal cells また は hypodermal 
cells) の 大 き さ と ほぼ 一 致し て いる か ら , 本 模様 は 表皮 
細胞 膜 に 相当 する 部 位 た 線 状 構造 が 出現 し て で きた る の 
で あろ うと 想像 され る 。 

組織 学 的 観察 さき に 著者 は 幼虫 の 内 角 皮 が 明 折 な 薄 


#23 Caminal structure) を 示し (高橋 , 1955), ま 
ti ac 
に 接合 膜 部 の 内 角度 は 硬 皮 部 の それ より も BL 


Sg CUE ae 
か らら 気 づい た 若 千 の 点 を 補足 し つぎ に アル カリ で 処理 
し た 角 皮 の 観察 結果 多 記述 する 。 

AR KROSBRE2 AMC BAI 4+, Races 
ee ee eee 
IDEBRBORMEASKRORVERESD ss LOR RES 
OES re ele ‘stay, RICHARDS 
(1951) (s24O#E + CZBERITRU AHAKROMM 
BrmhaceAt 
る 場合 と , 薄 層 の 数 の 部 位 的 相違 選 起 因 す る 場合 


合 と が あ 


る と 論じ て いる 。 と の 点 家 奏 幼虫 の 角 皮 は 主として 前 者 
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DHIBITAZEDEFAZ LNG. 
アル カリ 処理 な よる 幼虫 角 皮 の 組織 学 的 変化 を 明らか 
に する た る め , gee as sees i 
時 の 飽和 水深 液 中 に 浸漬 し て お の お の 所 定時 間 後 じ と これ 
を 取り 出し , 第 3~4 環 節 背面 の 角 皮 を 切り取り, 蒸溜 
水 で 十分 に 水洗 する か ある い は 水洗 し な いで 直接 80 % 
アル コー ムル 溶液 に 移し レ し て アル カリ を 除去 し , 常 法 に より 
パラ フィ ン 切 片 と し , Marrory の 三重 染色 法 あ る い は 
HrgrDgXWHAIN の 鉄 ヘ マト キジ シリ ン で 染色 し て 観察 し た 。 
その 結果 , 蒸溜 水 で 水洗 し た 角 皮 で は 表 角 皮 や 外角 皮 が 
浸漬 時 間 の 長 \ な る に つれ て 染色 性 に 変化 を 示し , 好 酸 
性 か ら 好 塩基 性 に か わる が (第 1 表 )) アル コー ル に に 直 


= 


第 1 表 KOH fam Kiem Pic RIARAKGE LKB 


OO ls “ee Buta) の 変化 


ーー 
we a fe 部 


ie ie Hi} 
浸漬 時 間 st as 
表 角 皮 外角 皮 | Py fa BE | 22 5 BZ A fy 
re e | sore | eae 青 色 | 赤 紫色 | 青色 
1 時 間 | 赤 紫 色 | OR | グ | aR \ X 
So a ieee) RB Wo | RR 
5 SRG fa | W | WT | uy 7 
10 / = / a a 
20 / a 大 | 4 | 2 // Wd 


HEM LICR CUI CHGITIZEACREREL EWES 
CHS CKYEL AK aR LOS VA—MITB ICG 
BOWS T § ABR OSE Ras wRAB AIT 
73445 CHS, Ricwarps & Korpa (1948) is Be fy 
Be VA VIER CLES ZYRITIVYT, 処理 後に 水 
ある い は アル コー ル の いずれ か を 使用 し て アル カリ を 除 
去 す る と , 得 ら れ た 角 皮 の 化学 的 性 質 が 両者 で 著しく 相 
違 し て いる と こと を 論じ し , また 最近 Denner, & MArgk 
(1956) % Periplaneta の 角 皮 で や は り 同 様 の 事実 を 
確認 し , と これ の 説明 と し て 角 皮 の 外層 に 蓄積 し た リポ プ 
ロティ イン が 水 を 使用 する 場合 に は 除去 され る が , アル コ 
ー ル の 場合 に は 固定 され て 角 皮 内 に 残存 する た めで あろ 
うと 報告 し て いる 。 著 者 は 前 報告 CBM, 1956 a, d, 1957 
a) で 表 角 皮 や 外角 皮 の 好 酸 性 が リポ プロ テイ ン の 存在 
に よる も の で ある こと を 明らか に し た 。 そ の た め 。 前 記 
の アル カリ 処理 後 水洗 し た 角 皮 に お ける 染色 性 の 変化 は 
リポ プ ロティ イン が アル カリ の 激烈 な 作用 に よっ て 決 次 破 
壊さ れ 水 洗 に よっ て 交 出 され て いく と と を ,。 また アル カ 
すり 処理 後 ア ルコ ー ル に 移し た 角 皮 に お ける 染色 性 の 不変 
は リポ プロ テイ ン が アル カリ の 作用 に より 破 震 され る に 
も か か わら ず ア ルコ ー ル に よっ て 角 皮 内 に 固定 され る と 
と を 物語 る % の で あろ う 。 と こと ろ で , アル カリ 処理 に よ 


まけ 
o Al 
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9 内角 皮 の 薄 層 構造 が 不明 白 に な る と いう 事実 は どの よ 
ぅ に 解釈 すべ き で あろ うか 。 現在 の と と ろ 著 者 は これ を 
説明 する に 十分 な 資料 を 得 て い な い の で , と の 点 今 後 さ 
ら に 追究 する 必要 が ある が , BEAR SIRT VHD AM 
に 浸漬 する 場合 に 角 皮 中 に お ける キチ ン 一 昼 白 複合 物 の 
蛋白 が 破壊 除去 され , 残っ た キチ ン が キト ーー ザン に 変化 
する こと と は 周知 の と お り で ある か ら , アル カリ 処理 に よ 
る 薄 層 構造 の 不明 白化 は これ ら の 事実 と 密接 な 関係 が あ 
り 0 そう に 思わ 4 れ 0 る 8 

な お 本 表 か ら 明 ら か な よう に アル カリ 処理 後 水洗 し た 
角 皮 に ぉ ける 光 色 性 の 変化 は 部 位 に よっ て ある 程度 異な 
り , 接合 膜 部 に お ける 変化 が 硬 皮 部 の それ より も 比較 的 
早い よう で ある 。 こ の 事実 は 幼虫 角 皮 の アル カリ 処理 に 
対す る 抵抗 性 が 硬 皮 部 より も 接合 膜 部 で や なり 弱い こと と 
PRS hb OLHBANS. PR (1954, 1955) HB 
oh fy IT AGT SLAATKD ORM? (bF WA OBA D AAT 
膜 や 胸 腹 野 の 角 皮 で きわ め て 容易 で ある と こと を 証明 し , 
ete Holes 1957b) 4BUWHEAOE 
膚 透 入 が 体 節 間 腹部 で きわ め て 容易 で ある と と を 確認 し 
て いる 。 し た が っ て 前 述 の よう に アル カリ 処理 に 対す る 
角 皮 抵抗 性 の 部 位 的 相違 が あろ うこ と は 想像 に か た さく な 
Ve 
本 稿 を 終る た 臨み , 多大 の 御 教 示 を 喝 わ りか つ 御 校閲 
の 労 を と られ た 岐阜 大 学 小 京 清明 教授 な ら び に 御 校 開 を 
WD 2 TR AAEM ERUELICIN LRM OR ER 
ie 


(TAKAHASHI, 


摘 Be 


D ABD ARIS wv AY 
表面 模様 が 観察 され る よう に な る 。 
2) 内角 皮 の 厚 さ は 硬 皮 部 と 接合 腹部 で 著しく 相違 し 
て いる が , と これ を 構成 する 薄 層 の 数 は ほぼ 一 定 し て いる 
まで る る 

3) 内 角 皮 の 落 層 構造 は アル カリ 処理 に より 不明 上 百 に 
Tiong 

4) Fwy Y MPR. 802% FI WIR eS 
eee ee ae 
ょ ば ぼ 同様 に 好 酸 性 を 示す が , META ICAL KE 
a er 

5) Fv dh VAIN BH CLE YE L 1a) 


の 染色 性 の 変化 は 硬度 部 より 接合 腹部 で 比較 的 容易 で 
ある 。 


に より 不正 六角 捧 の 
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Summary 


Studies on the Cuticle of the Silkworm, Bombyx mori L. 
IX. Larval Cuticle after Treatment with Alkalis 


By Yasuo TAKAHASHI 
Nagano Sericultural Experiment Station, Nagano Pref. 


1. The polygonal patterns can be seen on the 
surface of sclerites of silkworm larvae only after 
the cuticle is treated with alkalis. They are 
irregularly hexagonal in shape, as seen in the 
normal pupae. However the cuticle of interseg- 
mental membrane bears no such sculpturing. 

2. The endocuticle of the arthrodial membranes 
is thick, while in the sclerite area it is thinner, 
but it appears in the histological sections that the 
number of the horizontal laminae are much the 
same in the both areas. 

3. The laminal structure of the endocuticle 
becomes less clear after the treatment with 


alkalis. 


4. In serial sections of the cuticle washed in 
distilled water after being treated with alkalis the 
layers of cuticulin and exocuticle are not stained 
with either haematoxylin or acid fuchsin, but 
show affinity to anilin blue. These staining reac- 
tions are in inverse relation to those in the un- 
treated cuticle. 

5. The changes of the staining reactions in the 
larval cuticle after being treated with alkalis take 
place more remarkably in the arthrodial mem- 
branes than in the sclerite areas. This may be 
related in part to the difference in the restric- 
tion on alkali penetration through the cuticles 


of both regions. 


: Peete} 
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アプ ラム シ の 繁殖 で 及ぼ す 温 度 の 影響 に つい て 古く は 
Bonyet (1779) が Aphis evonymi F. で 実験 を 行っ て 
いる 。 す な わ ち 単 性 生殖 の アブ プラ ムシ が 出産 より 成就 ま 
で に 必要 な 期間 は , その 期間 中 の 平均 温度 に 反比例 する 
と いう 。 そ の 後 Sanpgrsox (1910) は Toxoptera gra- 
narium Rond. の 発育 限界 温度 の 下限 は 1.65°C CHS 
と 報告 し , さら に Heavier (1914) は 同種 に と お いて 恒 
遍 と 変 温 の 発育 上 の 差異 と つい て 述べ た 。Ewirc(1916) 
まれ ば Aphis avenae F. (キビ クビ レア ブラ ムシ ジン の 
HA ¢Bpn4) の 無 交 胎生 雌 で 得 ら れ た 平均 幼虫 
BEBE 1 A litkotc 6 15.5°C G 2.2 pt, 26.6°C 7G 
G.1fl, 32.2°C で 0.25 匹 で あ ぅ た と いり 5 う 。 ま た Daviv- 
son (1925) は Aphis rumicis L. の 幼 下 期間 が 14°C 
C 200, 22°C C8~9 A CHATERPRNTWS. E 
の 後 ア プラ ムシ の 系 殖 対 する 温度 の 影響 の 報告 は 少な 
く な い が , 日 本 と お いて も 酒井 (1949) は ダイ ズ ア プラ 
AY Aphis glycines Matsumura, 野田 (1951) は キビ 
DEVITIAVe2CMENEE L, BILE P HES 
MUTOWU TRAN TOSS, と これ ら は いずれ る MARES 
中 然 状態 に た よっ た た る め 正確 で は な い 。 柴 田 (1954) は 
クリ マダ ラ ア ブラ ムシ Myzocallis kuricola Matsumura 
を 恒温 器 を 用 いて 飼育 し , 胎生 雌 の 幼虫 期間 は 16°C で 
16:38, 18°C GC 12:18, 22°C GC 8.6By 26°C. e701 
HBB UTIC. 

COC Ay Aan UY aR eOOBES Re yew 
られ て いる キビ クビ レア ブラ ムシ Rhopalosiphon padi 
Linné (=Rhopalosiphum prunifoliae Frrcn) を 多数 
の 定 温 器 を 用 い 同 時 に 個体 飼育 を し て ; OBITS 
る 温度 の 影響 を 実験 し た 結果 に つい て 述べ る 。 

本 文 に 入る に あたり 終始 御 指 導 を 賜っ た 本 学 農 学部 元 
教授 柴田 文平 , 御 助 言い た だ いた 内 田 俊郎 , 春川 恵 吉 , 
REE, 高橋 良一 の 諸 先 生 が た に 深謝 する 。 


1 末 研 究 の 一 部 の 費用 は 農林 省 応 用 研究 


日 産 幼虫 数 に 及ぼ す 温 度 の 影響 


実験 材料 お よび 方 法 使用 し た 定 温 器 は 第 1 回 実験 は 
6.0, 15.0 (以上 低温 定 温 器 ), 20.0, 25.0, 27.5, 30.0, 
32.5°C (以上 高温 定 温 器 ) の 7 台 , 第 2 回 実験 は 6.0, 
12.0, 15.0 (DL. Efi e238), 20.0, 25.0, 27.5, 30.0, 
32.5, 35.0°C (以上 高温 定 温 器 〕) の 9 台 で , この は ほ は か 
7.5°C も 追加 実験 し た 。 人 飼育 は すべ て 暗黒 下 で 行い 各 倉 
育 温 度 は +0.2°C 以上 の 変化 の な いよ うに 工夫 し , 湿 
度 は 飽和 に 近く 保っ た 。 

寄主 植物 は オオ ムギ の 幼 植物 (草丈 5~8cm) を 用 
い , 素 焼 製 3 寸 植 木 鉢 に 1 本 ずつ 栽培 し , EO Lc 
を 厚 さ 1cm ほど 敷き , 植物 体 上 に ガラ ス 円 筒 (直径 3 
cm, 高 さ 10cm) を か ぶせ 上 を ガー ゼ で お お っ た 。 

1955 年 10 月 , 野外 の オオ ムギ 葉 上 より 無 頑 胎生 雌 1 匹 
を フレ ー ム (20°C ょ 5°C) に 移し と こと で 陸 木 鉢 栽 境 の オ 
AAA CHILES 2, この 中 か ら 無 交 胎 生 雌 し に な っ て か ら 
2 日 有 目 の 個体 を 実験 材料 と し た 。 な お 人 鍋 育 中 は 高温 区 2 
~3 日 、 低温 区 は 5~10 日 ど と に 寄主 植物 を 健康 な る の 
と 交換 728 . 

実験 結果 第 回 目 は 1955 年 12 月 3 日 8 時 に 各区 5 
wTO (1912) An, 1 日 2 回 12 時 間 お き に 産出 
幼虫 数 を 算 え その つど 幼虫 は 除去 し た (と と で は 1 理 1 
回 8 時 の 結果 に 修正 し た )。 含 育 結 果 は 第 1 図 (CO) の 
よう に 27.5°C が 最も 理 産 幼虫 数 が 多く , THEO BE 
WEES StChe 5 TRY Liz, 

第 2 回 目 1955 年 12 月 15 日 8 時 に 9 温度 段階 の 定 温 器 
CSET (35°C の み 28k) 入れ て 個体 飼 将 を し た 。 
調査 は 6 時 間 お き に 1 日 4 回 産出 幼虫 を 数 えた が 。 こ と と 
で は 日 1 回 6 時 の 結果 に 修正 し た 。 飼育 結 果 は 策 隊 図 
(®) の よう で ある 。 

以上 2 回 の 実験 の 結果 , キビ ピク ビレ アプ ラム シ は 27.5 
°C 前 後 が 最も 日産 幼虫 数 が 多く , それ より 高く な る と 


に よっ た の で 謝意 を 表す る 


" 本文 の 要旨 は 昭和 30 年 度 日 本 応用 昆虫 学会 ・ 応 用 動物 堂 人 る 


(1957 年 10 月 2 日 受領 ) 


学会 合 同 大 会 に と お らい て 発表 し た 。 
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25:0 27-5 30-0 32.5 35-0 °C 
— fm 度 で OQ 


6.0 12.0 15-0 20.0 


BiIM 各種 温度 下 に お ける キビ クビ レア ブラ 
ムシ 無 贅 胎生 雌 の 日 産 幼虫 数 
( 〇 : 第 1 回 , @: 第 2 回 飼育 ) 


BML, HIME OBR. SHITOMMMRMT 4S. を そし て 
35°C は 高温 限界 温度 らしく , 27.5~32.5°C で も 生命 
が 短 か か っ た 。 12.0~20.0°C で は 健康 な 個体 が 多く , 
命 は 長かっ た が , 6.0°C で は ほとん ど 幼虫 を 産ま ず 
(4 BH 0.1 匹 ), 予備 実験 の 際 , 5.0°C で 飼育 し た 
Beit 15 AWE CHL EB ESH SOT, 
6.0°C が 幼虫 産出 の 低温 限界 温度 と 思わ れる 。 


幼虫 の 発育 速度 


実験 方 法 1955 年 12 月 , 前 回 の 実験 の 2 回目 と 同 
RCT UAW Chea aE MED 5 FEAT 2 時 間 以 内 の 幼 
虫 を 各区 5 匹 ず つ (35.0°C DAA) を 個体 飼育 し 。, 
1B 0, 6, 12, 18 時 の 4 回 脱皮 を 調査 し た 。 各 温度 下 
に お ける 各 令 幼虫 の 要 し た 時 間 お よび 実験 開始 か ら 成 虫 
に な る まで に 要 し た 時 間 は 第 2 図 の よう に な る 。 す な ね わ 
ち 35.0°C で は 幼虫 は 初め か ら 挙 動 が 不 自然 で 飼育 器 内 
座 歩 き 四 る 2 と が 多く 7 貢 令 で な る まで に 死 記す ずる 2。 
32.5°C £9 27.5°C HE GClEUITUNT SB OSS 4 
り , 25.0 と 27.5C は と も に 90~92 WGC mek tw 
り , それ 以下 で は 急激 に 幼虫 期間 が 長く な り , 6.0°C で 
Ss Stes Rew SoC, SRR CALLAO 
まま で ある SCO KRM 7.5°C CHA LIcc 
CA, SeyRHrt 384 時 間 168) SEL. 

TRI ELH RD 6 DEORS IRR GE & at Lit 7 
A, 6.1°C CRRORGR LIS -RUTWS. また 有効 
積算 温度 は 27.1 ARE (650 時 間 度 〕〉 で あぁ っ た 。 


6.0 7.5 125 15.0 20.0 25.0 27,5 30,0 32.5 35.0 
f) 7 H 度 (°C) 
第 2 図 各種 温度 下 と に お ける キビ クビ レア ブラ 


ムシ の 幼虫 発育 時 間 (6.0°C じ 一 ほとん ど 発 
育 停止 , Ue 0°C— 4 ch 4 iif fal, 85° 0°C— 
Bit CHUT, U-VTKFUESERT) 


幼虫 の 飼育 温度 に よる 形態 上 の 差異 


前 記 飼 育 実 験 に おい て は 飼 育 個体 数 が 少な く , また 短 
期間 で ある た め 飼 育 温度 に よる 形態 上 の 差異 は 明らか で 
は な い が , が いし て 体 色 で は 20°C 以上 の 時 は 淡 赤 褐色 
で , 体 が 小さ い 個 体 が 多く , 17.5°C (予備 実験 で 行っ た ) 
スス 下 で は 低温 に な る ほど 青 藍 色 で 大 き さ を 増す 傾向 が 見 
られ た 。 こ と これ は 本 種 が 夏 時 陸 和 根 アプ ブ プラ ムジ と し て の 体 
色 が 淡 赤褐色 で , 春 や 秋 に 考 の 茎葉 や 穂 に 寄生 する も の 
が 青 藍 色 を 示し て いる の と 共通 件 が 見 られ た 。 な お 触角 
長 や 触角 環 節 数 , 体 手 の 多少 な ど と に つい て 調査 し た が , 
と の 実験 で は 飼育 温度 間 の 差異 は 認め られ な か っ た 。 


ai 議 


一般 と ど ア ブラ ムシ は 繁殖 が きわめ て 盛ん で , 特に キビ 
クビ レア ブラ ムシ で は 著しい 。 本 実験 に より 最も RIO 
盛ん な 温度 範 団 は 25~30°C で , 幼虫 期 間 は わずか に 9O 
~92 時 間 ( 約 3.7 日 〉 に すぎ すず す , MAEMO BES 
mes 5~7 匹 を こえ る と と が わか っ た 。 Chit AP 
(1949), 飯島 ・ 田 中 ・ 松 島 “ 堀 で 1953) の よう に 才 類 に 
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お ける キビ クビ レア ブラ ムジ シ の 寄生 最盛 期間 が 10 日前 
後 で , また 陸 稲 の 根 に 寄生 する 最盛 期間 が 15~20 日 の 
よう な 短期 間 に る か か わら ず 大 き な 被 害 に な る と こと を 裏 
書 し て いる 。 ま た 夏期 (平均 気温 20°C 以上 ) に 本 種 は 
カホン 科 植 物 の 地上 部 や 地下 部 で あま り 見 られ な くく な る 
23, と これ は 高温 と よる 築 殖 力 の 低下 に よる も の で あろ I. 
一 方 冬季 主 寄主 上 で 卵 態 越冬 する ほか , カホン 科 植 物 上 
で 胎生 個体 の まま 越冬 する る の る 少数 ある が , いずれ る も 
冬季 比較 的 温暖 な 場所 に 多く , 酷 実 期 の 平均 気温 が 1°C 
前 後 の 地 方 で も と うし た と こと ころ に 港 伏し て いる が , と の 
時 期 と は ほとん ど 系 殖 は し な い 。 そ し て 発育 限界 温度 の 
6°C 以上 に 気温 が 上 っ た 4 月 どろ に な っ て は し じ し め て 野外 
で 普通 に 見 られ る よう に な る 。 

本 種 は 妻 類 そ の 他 地 上 部 に 生活 する 個体 の 体 色 が 濃 青 
緑色 で , 陸 和 の 根 に 寄生 する も の は 淡 赤 褐色 の る の が 多 
いこ と と は さき に 田中 (1957) が 報告 し た が , これ は 本 実 
験 か ら 推 察 さ れる よう に 発育 温度 の 高低 に 原因 する も の 
で あろ 3 。 妻 類 の 地上 部 で は 青 緑色 と な り , それ より お 
LAU THERROMITHET SEO, 淡 赤 福 と な る と い 
うぅ 事実 は , 温度 と 体 色 発現 の 関係 を 示し て いる よう に 見 
に 


摘 Be 


1) キビ クビ レア プラ ムシ Rhopalosiphon padi 
Linné % 6.0, 12.0, 15.0, (17.5), 20.0, 25.0, 27.5, 
30.0, 32.5, 35.0°C の 各 定 温 器 内 で オオ ムギ の 幼 植物 
を 寄主 植物 と し て 無 寺 胎 生 雌 の 日 産 幼虫 数 お よび 幼虫 発 
育 期間 を 個体 別に 実験 し た 。 

2) 無 頑 胎生 雌 の 日 産 幼虫 数 は 25~30°C が 最 る 多く 
5~7 匹 で , 幼虫 発育 期間 は 25.0~27.5°C が 最 る 短く 
90 時 間 (3.7 日 〕) で あぁ っ た 。 し か し 25~30°C で は 生命 


Ble RAs 


が 短く , BRE 20°C 前 後 と 考え られ る 。 

3) 高温 限界 温度 は 32.5°C で , 35.0°C で は 成虫 に 
は な れ な い 。 最低 発育 限界 温度 は 6.1°C で 飼育 結果 と 
ほぼ 一 致し て いる 。 ま た 有効 積算 温度 は 27.1 ABE (650 
HEE) で ある 。 

4) 20°C 以上 の 餅 育 の 場合 体 色 は 淡 赤 褐色 で 小形 と 
な り , 17.5°C 以下 で は 青 緑色 で 大 形 の る も の に な る 傾向 
が 見 られ た 。 
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Summary 


Effects of Constant Temperature on the Biotic Potential 
of Apple-Grain Aphid 


By Tadashi TANAKA 
Laboratory of Entomology, Faculty of Agriculture 


Utsunomiya University, Tochigi Pref. 


Apple-Grain Aphid, Rhopalosiphon padi Linxé 
(=Rhopalosiphum prunifoliae Frtcn) is a common 


pest of rice plant, wheat, barley and many other 


graminae crops in Japan. In the Present paper, 


the effects of constant temperatures on its fecun- 


dity or nymphal period were described. The 


1957 年 12 月 


aphids were reared on the potted young barley, 
bearing one aphid in each, in the dark condition 
under a considerably wide range of constant 
temperatures (6.0~35.0°C); as for the relative 
humidity, it was not constant but was usually 
maintained as approximately saturated. 

As shown in Fig.1, the environmental tempera- 
ture has a direct effect on the fecundity of 
apterous viviparous female; at a temperature as 
low as 6.0°C. The fecundity is very small, but 
it increases gradually with the rise of temperature 
from 12.0°C to 27.5°C, and then it decreases 
suddenly to the minimum level at 35.0°C. 

On the other hand, the effect of temperatures 
on the duration of each instar is as shown in 


Fig. 2; any development can be scarcely observed 
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in the first instar at 6.0°C, the longevity is 
shortened gradually with the rise of temperature 
and reaches its minimum at 25.0~27.0°C in 90 
hours, but at temperature as high as 35.0°C, 
almost all nymphs die before reaching the fourth 
instar. 

As the development zero is calculated to be 
6.1°C, the theoretical value of the total tempera- 
ture affecting the development of this aphid seems 
to be 27 degree-days. 

The morphological variations on the body colour 
under the temperature from 25.0 to 32.5°C are 
varied from green-blue to pale-reddish brown, 
but other characteristics on this species are not 


observed. 


w 


イラ クサ キン ウ ワ バ に み ら れ た DDT 抵抗 性 

Harcourt, D. G. (1956) Occurrence of a DDT- 
resistant strain of the cabbage looper, Tricho- 
plusia ni (HBN.), in the Ottawa Valley. Canad. 
Jour. Agric. Sci. 35 (6): 480~434. 

McEwen, F. L. and G. E. R. Hervey (1956) An 
evaluation of newer insecticides for control of 
DDT-resistant cabbage loopers. Jour. Econ. Ent. 
49 (3): 385~387. 

#2yvyvuF-_4%9 Pieris rapae 8 DDT itwLiin 
性 を 獲得 する と と は 近年 多く の 研究 者 に よっ て 報告 され 
ED ZTT キン DDR Trichoplusia ne 
いて の 同様 な 事実 が Hervey お よび Swenson (Jour. 
Econ. Ent. 47: 564~567, 1953) に より 認め られ て い 
Do 

最近 Harcourt は カナ ダ の オタ ワリ 付近 で 同様 な 事実 
を 認め で いる 。 すなわち こと の 地方 の キャ ベンツ や カリ フラ 
Po Oz el ett ey yar ay, コナ ガ Plutella 
maculipennis お よび イラ クサ キン ウ ワ バ が ある が , こと 
れ ら は DDT の 使用 に より 近年 あま り 問 題 と な ら な か っ 
た だ し か し 1955 年 に な っ: DDT CK4MRBAC A 
激 な 低下 が み ら れ た 。 た と えば 1947 年 か ら 1954 年 ま 
COM 3%D DDT 粉剤 を 4 回 散布 する と キャ ベッツ ッ 畑 


ra 


の 青虫 類 は 96~100 MEHR CX te DS, 1955 年 に は 59 % 
し か 防除 で き な か っ た 。1955 年 の デー タ を さら に 詳細 に 
調べ る と , モン シロ チョ ウ お よび コナ ガ に 対す る 防 険 効 
果 は 前 年 まで さと ほとん ど 差 が な く , また 無 処理 画 場 で の 
年 次 消長 も 前 年 まで と 変ら な に ら が , イラ クサ キン ウフ ワウ ツバ 
IHS Ba Ris BE EK CICK BNA DICIE FL, 
無 処 理 区 の ポ ピ ュ レ ーション も CHET KX BPo 
た 。 ま た 室内 の 殺虫 試験 の 結果 , 1944 年 で は 3 2% DDT 
粉剤 の 処理 に より 48 時 間 後 に 100 死亡 し た イラ クサ 
キジ ウ ウパ バカ 19557 年 に は "72 RIC 24.8 MORE 
率 を 示し た に 過ぎ ず , 生き 残っ た 幼虫 は どん どん 踊 化し 
GUS hey 

Ber eV AS>RAAFAGSYVIIAN ASAP DDT 
で は 防除 で き な い らい ほど 抵抗 性 を 得 て ら る 。McEwgx BE 
O Hervey は DDT に 代 る さき 殺虫 剤 を 得る た め , & 
種 の 有機 合成 薬剤 を 試験 し た 。 その 結果 endrin, isodrin 
は 非常 に 有効 で あっ た が , dieldrin, toxaphen, diazi- 
none, parathion, お よび DDT+parathion の 効果 
ば DDT と 大 差 な か っ た 。 LeELHBSti DDT KET 
な い 個 体 妖 に 対す る 対照 試験 を 行っ て に ら な らい の で , 以上 
の 結果 が DDT 抵抗 性 の イラ クサ キン ウ ワ バ に 特異 な も 
の で ある か どう か は 明らか で な い 。 

( 農 技研 


平野 千里 ) 


短 報 


害虫 の 幼 苗 飼育 に 関す る 研究 (予報 ) 
イネ カラ バエ の 幼 苦 飼育 と その ね らい " 


田村 市 太郎 ・ 鈴 木 皿 夫 
農林 省 北 陸 農 業 試験 場 

1 
害虫 の 人 工 飼育 に つい て は , 無菌 境 養 法 の 基礎 的 発展 
に と も な っ て , つぎ つぎ と 未開 な 分 野 に 解析 資料 を 求め 
OS aie Kae EN RE 
CHA. し か し , この 方 法 C に ついては, な お 幾多 の 研究 
面 を 残し , さら に , 適用 害虫 に つい て も , SSHHO 
制限 を と り 去 る こと の で き な い 現状 で ある 。 も ちろ ん , 
こと の 方 法 の 確立 と それ が 応用 に よる 害虫 防除 の 飛躍 的 発 
Feld, 近い 将来 に 約束 され る も の と 考え られ る が , それ 
まで に 至る ひと つの 過 濾 的 方 法 と し て , 幼 苗 飼育 に よる 
研究 法 も 考え られ る 。 す な ね わ ち , 虫害 防除 研究 の 直接 場 
TAU TiS, 飼育 法 そ の も の の 研究 で は な くし て , そ を 
れ を 研究 の 一 手段 と し て 用 いる 場合 が 多い か ら で ある 。 
特に C7 イネ カラ バエ の よう に , SICAL WEBBER 
な い 段 階 の も の に と a Tit, 当然 の 帰結 と し て , それ に 
代 る べき 何ら か の 方 法 を と る と こと が 要求 され て (る 。 こ 
の よう な 意味 に お いて , 著者 あら は , イネ の 幼 苗 を 適用 す 
る と こと に よっ て イネ カラ バエ の 時 期 は ずれ 飼育 を 想定 
し , 2, 3 の 試み を 行っ た と と ろ , 興味 ある 発展 の 緒 を 得 
られ た よう に 思う の で こと こと に 公表 し , と の 種 の 場面 に じ つ 

いて の 参考 に 供し た いと 思 3。 

2 
イネ カラ バエ の 翌年 に お ける 生態 変動 な, 晩秋 か ら 冬 
季 を 経て 春季 に 至る 期間 , 特に 根 雪 が 終っ て か ら 気 温 上 
剰 の 過程 に な いて 注目 すべ き 要 因 を 包 合 する よう に うか 
が われ る が , と これ ら の 解析 的 研究 に は 簡易 な 冬期 飼育 法 
の 確立 が 前 提 と な ろう か と 思う 。 最初 は , と この よう な 想 
定か ら , と る も る かく 幼 虫 が 生存 を つづ け , 生育 の 変動 が つ 
か め さ え すれ ば よい と いう ね らい の も と に 幼 苗 飼育 を 試 
みた 。 すなわち , 4 AMOMAMS RA ABT Zt 
いう 考え に 立っ て , まず イネ カラ バ ェ に 抵抗 性 の 弱い シ 


ロ ガ ネ を 供 試 し , 4 AEREKINTRL CHHEMS OP 
いで ウッ スプ ルン 1000 倍 液 に よる 殺菌 を 行っ た CR 
の る の は 飼育 中 に 府 敗 する も の が 多い )〕。 殺菌 種子 は シ 
の ジー レー で は 灯 の ひたる 程 
度 に 水深 を 保ち , 24°C 恒温 下 の 定 温 器 中 に 移し て 発芽 
させ る と と に し た 。 水深 に は 特に 注意 し て 状況 に 応じ て 
水 を 加え , 所 定 の 深き を 保 た せる よう に し た 。 こ と うし て 
#1 週間 は ど た つ と 幼 芽 3 1~2cm に 伸長 する の で , 
と の 時 を まっ て 幼虫 接種 を 行っ た 。 頭 微 鏡 下 で ヌカ ボ か 
ら と り 出 し た 1 令 の 越冬 幼虫 を 水 で じ め し た 小 筆 の 完 に 
bo, HCH 1H 2 HED FUT FIBA 2% VE > TZ SEIT 
DU THAS HK. C5 し た 処理 の 終っ た 幼 苗 は 小型 の 
チュ ー プ ブ に 移し , スポ イト で 交 の 浸る 程度 に 蒸溜 水 に 注 
x, 定 温 器 に 入れ 24°C を 保っ て 飼育 を 継続 じ だ 。 
3 

小型 チュ ー ブ 内 の 水 は お よそ 2 上 日 ぐ らい ご ど ごと に 追加 し 
て 水深 を 保っ た ほか , 本 種 の 飼育 と は 冥 度 を 低下 させ な 
いと が 非常 重要 な と と ど な る の で , 定 海 器 店 は 水 
を 満 し た バッ ト を 入れ て 内 部 の 低 湿 化 を 防い だ 。 湿度 は 
だ いい 7 いい L002 る 作る と DD 
ュー プ ブ を 利用 し た 意味 は 特に 深い も の で は な い が , 個体 
飼育 お よび 小 補 間 内 で の 温 湿 度 調整 に 便利 で ある ほか , 
調査 と あたっ て の 混乱 名 避け る な どの 目的 で あっ た 。 4 
ネ 種 子 の 用 乳 栄養 に よる 生育 期間 は , だ いた い 第 3 AE 
が 展開 する まで , Tob, 幼虫 を 食 入 させ て か ら 10 
日 ぐら いま で の よう で ある 。 こ の 方 法 C よ る 飼育 結果 は 
第 1 表 に 示す と お り で ある 5。 

すなわち , 3 月 6 ApS WAOMclOMAST> 2, 
at 20 個体 の 飼育 で は 本 種 幼虫 の 最終 令 で ある 3 令 ま で 
生育 さき せら れ , その 後 る 引続き 次 の stage に と 進 な よう 
で ある が , 幼 苗 の 発育 不全 で 操作 が 不便 と な る の で 別 と 
用 意 し た 幼 苗 に 再 侵入 させ る と と が 適当 の よう で ある 。 
第 表 で は 3 令 ま で に 宇 っ た 幼虫 生育 率 が 策 1 棒 で る 筑 
2 COL BIT 50% Cah > 7293, と の 5 個体 ず ギ つ を 別 
の 幼 苗 に 再 侵 入 さ せ て , さら に 飼育 を 継続 し た と こと ろ 。 
第 1 群 で は 40% の 羽化 を も っ て 4 月 19 日 (RAMA 
:, oe i ees 34 FA) (cigs 1 OBL 
¢ DIMGBS } > C4 All, 20, 22 
BCA 35 へ 46 日 目 ) に 3 個体 の 雌 が 羽化 し て いる 。 
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第 1 表 イネ カラ バエ 幼虫 の 幼 苗 飼育 結果 
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第 2 表 昭和 29 年 調査 に よ 
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る 品種 別 分 穂 日 と 傷 穂 率 


wi OEE BE) ag Et 羽化 
| . | 性 
群 別 | 草丈 AE se are PO 数 性 別 月 日 
cm| | 令 | 
ww | A085 ZN ae Wey. I ps 
Bec AT Ur re ere |B aN Wl | 4.19) 
= ies Qipao 無 : 
ON AN eo i RS 
ea || Me ee Nee 小 eae 
= NS PA NE 
w | (-0|) 7 | 4 | の 13 | #€ || 5/10x100=50% 
ty LONG. oye jade |p ee 無 
| LOR Nora 無 || 羽化 率 = 
ee Bs 100 aoe 
ae 20/51 2)/xA]3)n]1| 9 jan 
565 Sa BOO Hee ane re |) Seal Has | 
oo SSN Ae ユ icy | 4.20 
Q | sO WANE |) ed ee as | | 
BS | De | We WP WR Naa oA ial | Soka i 22 
oh FEO eI Wie al 小 Shh Hee = 
ee ORO -| DF ak Sees 小 SNe 
pal QO Nie Neat 4 5/10 x 100= 50% 
ay | 9:0) 7 | 7 eae 小 | FUER 
EE Pe OY wey aN 4 小 3/5 x100= 60% 


備考 飼育 期間 中 2 日 間 の 停電 が あっ た 。 


羽化 成虫 の 産卵 能力 , 寿命 な ど に つい て は これから の 5 

究 に また ね ば な ら な い が , と この 種 の 飼育 法 が ひと つの 応 
叶 潜 光生 の で 作る つら し いと いう 想定 を る る っ に 至っ 7。 

4 

以上 の 予備 操作 か ら , つぎ に , イネ 品種 の カラ バテ エ 抵 
抗 性 検定 と つい て 推理 を 立て た 。 すなわち, 作物 の 幼 期 
Wd, 肥 乳 栄養 の み に 依 存する 了 時代 と , 根 よ り の 吸収 に よ 
る 栄養 摂取 時 代 と に 分 ける と と が で きる が , と の 転換 期 
が いわ の る 離乳 期 で と の 了 時期 を 境 と し , その 前 期 は 品 
種 個 有 の 本 質 に 基礎 を 置く 生育 時 期 で あり , その 後期 は 
環境 と い 3 広範 な 有機 的 変動 を 加味 し て の 影響 時 期 と 考 
えら れる 。 そ こと で , も し も 品種 の 遺伝 的 本 質 が 虫害 抵抗 
性 と 強い 関連 を る つる の で ある と すれ ば , 後期 に お ける 
周 場 検定 を 行う こと より も, また は , それ の 代り に , 前 
期 と お ける 実験 的 検定 を 行う ほう が , 種々 の 場面 か らち み 
て 有利 で は な いか と 考え られ る 。 た だ この 場合 は , 前 期 
検定 結果 が 後期 の 贈 場 検定 結果 と 相関 的 に プラ ス の 傾向 
を 強く あらわさ な いか ぎり 実用 的 に は 意義 を 失う こと と 
な る 。 こ の 辺 の 疑問 に 対し て 考察 の 一 資料 を 得 よ うと し 
て , まず , イネ カラ バエ に 磯 害 性 の 品種 と 抵抗 性 の 品 
を , 従来 の 賠 場 検定 結果 か ら 選 び , 幼 上 飼育 の 適用 に よ 
> CHRMITHAR A TAS CLELI. THOS 
ign 29 OMEGA 35 2Bein 6 INRA NTDS LL BRES 
Ut ( GREDIERIT EDV AA GER) ¢ dt 62 
号 (WHE) と を 選び , 4 A228) y --—V—-AITR 


号 は 高 死 虫 素 で し か も 発育 が 


m 種 名 Hi #& #8 G 穂 率 
eo me AR 7 月 31 日 10.1 
Be MR 1 4 8H6~98 29.7 
森 田 早 生 8 月 8 日 7 
dele 11 = 8 月 8 ~11 日 15.0 
Foye ey 8 4148 18.2 
VP eT OY, 2 39.6 
ee 8 月 21 日 43.8 
2 94s: 8 月 19 9.2 
農 th 36 号 8 月 28 日 31.8 
2 林 13 号 8 月 30 日 0.0 


BSH AAA DNLNEe 


WS 4S, 面 虫 両 品 


種 に よる 幼 苗 飼育 結果 


幼虫 の 品種 別 変異 表 SH @D 品種 別 変 異 表 
体長 口 器 長 

Gnm) |v uw x) Abwe62 || (mm) |y ow A! 4EBE62 

0.5 0.25 

1.0 3 0.30 1 

1.5 1 0.35 4 3 

2.0 1 0.40 2 ib 

2.5 0.45 4 

3.0 2 0.50 8 

3.5 0.55 

4.0 3 0.60 

4.5 5 0.65 

5.0 4 0.70 

5.5 2 0.75 

6.0 0.80 

al 16 5 計 16 5 
供 試 束 数 | 20 20 20 20 
死 虫 率 20% 75% | 20% 75% 
fa2s LOV AD Vy we TMee O, 定 温 24°C Fit 


保っ て 発芽 伸長 させ 10 AB 
接種 し た 。 こ と の 幼虫 は , ヌカ 
角 か ら O°C 下 に 置き 生育 を 


に あたる 5 月 1 上 昌 に 幼 下 を 
ボ で 越冬 し た も る の を は 4 月 上 


停止 させ て いた も の を 使っ 


KD U CHEE 10 F 
HOD Sh % BB CEB 
と ころ 策 3 表 の よう な 結果 を 


シロ ガ ネ は 20% で 少な く , 北陸 62 5 


VOHRA COMB DR es 
い が 北 陸 62 Ss COMA 
UE I RN TED 
死 虫 率 が 少な くさく 幼虫 の 発育 が 


の 5 OC 
KR, CBRL I 
Bien KT MH BITIUYT 
Bik 75% で 高く , 
体長 お よび 百 器 長 と も る に 長 
幼虫 は 両者 と る シロ ガ ネ の 
ち , 殿 害 性 品種 シロ ガ ネ は 
良い が , 面 虫 性 品種 北陸 62 
きわ め て 悪い と いう に と ど な が 


明らか で , COME 2 Ric 
徳 率 と 全く 同じ で あぁ る 。 こ の 
対す る 品種 の 抵抗 性 程度 は 作 
定 温 器 を 用 いて 小 空間 的 に , 


に 示し た 園 場 検定 と よる 傷 
と が ライ ボカ ラベ ペデ に 
付 前 の 冬季 に , チュ ー プ と 
し か る も, 短 晶 数 の 間 に 検 定 
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で きる 可能 性 が 得 ら れ て よう に 考え られ る 。 
5 

と の 予報 で は , 幼 雷 飼育 の 応用 を 品種 の 抵抗 性 と 強く 
結び つけ た が , と これ は 一 面 の 応用 で あっ て , イネ カラ バ 
エ の み に つ いて も る も, 冬季 の 生態 変動 , 夏季 の 高温 抑制 , 
化 性 別 発育 速度 また は 発育 零 点 の 究明 , その 他 に 広く 応 
用 で きる と 思う 。 ま た , その 他 の 害虫 類 に 対し て る この 
方 法 は 適用 で きる よう に 考 えら れる が , さら に , 特殊 な 
栄養 を 根部 また は 葉 面 吸収 させ る と こと に よっ て 種々 の 栄 
養 段 階 を つく さり , そ の 影響 を 検知 で きよ うか と も 思う し , 
害虫 の 生態 変動 を 通し て 栄養 の アン バラ ンス を 指摘 で き 
る か も し れ な い 。 LPS, こと の 方 法 は 時 期 を 選ば ず , = 
季 か ら 春 季 に も る でき , 実験 の た め の 占 有 宏 間 は 少な く て 
TA, FOL, 短い 日 数 で 比較 値 を 得 ら れる な どの 利点 
が ある の で , 今後 さら に 基礎 固め を 完備 し て , 実用 的 応 
用 場面 に 技術 的 指向 を 向け よう と し て いる 。 


姫路 地方 の イネ ゾウ ゥ ムシ! 


岡本 大 二郎 ・ 安 部 駅 裕 


1951 年 秋 当 場 水田 に お いて , イネ ゾウ ムジ シ Echinoc- 
nemus squameus BirrBgre の 幼虫 密度 が きわ め て 高い 
と と を 認め , 約 1 か 年 間 に わ た っ て 若干 の 観察 を 行っ た 
DG, その 結果 の 概要 を 一 応報 告 し て ポ おく と と に する 。 
と の 虫 は 姫路 地方 と 北海 道 と で 多少 その 生活 史 を 異 に 
し て いる の で , 1953 年 秋 和 桑山 博士 来場 の 折 こ の 点 を お話 
UT, 標本 を る お 目 じ に か けた 。 同 博士 の も と で は その 後 
各地 の 材料 に つい て 研究 中 で ある が , IHD 4 OL i 
路地 方 の も る の と は 種 を 異 と に する らし い (いずれ が squa- 
meus に 相当 する か は まだ 明らか で な い カ が) と の と と で 
ある 。 本 稿 を 草 す る にあたって, WAWALMARER 
WTC PES (ALU EU Cas 8720), 
EGR ORE 

年 1 回 発生 , FEAROMITING LTH CHATS, 
1 頭 ず つ シ ャ ー レ 中 で 飼育 し た と と ろ , 5 月 中 殺 ~6 月 
中 旬 に 遇 化し , 11~15 日 , 平均 13.3 HORM ec, 
6 月 上 ~ 下 旬 に 羽化 し た 。 下 化 個体 数 70 頭 の ぅ ち 羽 化 
個体 数 31 頭 で , HA POMC RE 55.7% で あっ た 。 


1 Some Notes on the Rice-Plant Weevil, 

Daijiro Oxamoro and Yoshihiro Ass, 
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RAs, Ry PICA TORBRIIT HW AA eH oie 
HC ROS ORL CHL ICE TA, 23~308, 平均 
26.60 -C, BYE Cit8 月 上 旬 ま で 成虫 が 認め ちら れ た 。 

成虫 は FAIS 潜入 する HERD ある と いわ れ て いる の 
で , 5 月 2 日 植 の 水田 に 太 さ 多 異 する 竹 を 4 本 ずつ 立 
て て (水面 か ら 竹 の 上 端 ま で は 約 30 cm, 竹 の 上 端 か ら 
節 ま で は 約 4cm), 6 月 下旬 ~7 月 中 旬 に 毎日 入 っ た 成 
中 数 を 調査 し た 。 時 期 が 少し お そ す ぎ た た めか 洪 入 数 は 
きわ め て 少な か っ た が , A 2.5mm の も の に 9 頭 , 
5mm 17 頭 , 7.5mm 6 頭 , 10mm 3 頭 (いずれ も 4 
本 の 竹 の 合 計 ) と な り , 5mm の も の に 最 る 多かっ た 。 

成 皿 寿命 の 調査 と 同時 に 交尾 お よび 産卵 の 観察 を 行っ 
た が , 交尾 し た も の を 1 対 認 め た の み で , BI: 
卵 場 所 な ど は 遂に と 認める と こと が で き な か っ た 。 
越冬 状況 に 関し て , 北海 道 で は 幼虫 や 遇 で 越す こと も 
ある が , 普通 は 成虫 で 越冬 する と いわ れ て いる 。| 朝鮮 で 
は 姫路 地方 と 同じ くせ 幼虫 越冬 で , と この と こと に つい て は 記 
録 る あり, 著者 の 1 人 岡本 る か つて 観察 し た こと が ある 。 

冬 ・ 春 期 に と お ける 棲息 密度 の 推移 

11 月 下旬 か ら 6 月 下旬 まで 10 日 間隔 に , AKAORE 
と 湿 田 で 各 5 MeO HRT, 各 株 ど と に 根 に 附 着 し た 
る の と 付近 の 土 中 に いる 貝 数 を 調査 し た 。 

それ に よる と 1 株 あたり 貝 数 は 冬期 間 中 ほとん ど 変 化 
が み ら れ ず , 11 へ 4 月 調査 し た 190 株 で みる と , OB 
の も の 7 株 , 1~5 頭 80 KH, 6~10 FA 85 株 , 11~15 頭 
14 株 , 16~20 頭 2 株, 21~25 頭 2 株 で 平均 6.0 頭 と な 
り , 坪 50 株 と し て 反 当 9 万 頭 で そ の 密 度 は きわ め て 高 
い 。 と ころ が 遇 化 前 か ら 新 次 へ っ て , 遇 期 間 中 に は きわ 
め て 少な く な っ て し まう 。 調 査 の 都度 採集 虫 を シャ ー レ 
に 入れ て お ぉ おい て, その 後 の 死 亡 状 況 を 調査 し た 結果 も, 
冬期 間 中 の 死亡 は 少な い が , 5 AS tho bE 
前 以降 の 死 虫 率 が 非常 に 高く な っ て いる 。 

転 田 と 湿 田 の 土壌 水分 は 調査 し な か っ た が , 調査 の 際 
転 田 は 土 が ば ら ば ら に な る 程度 , 漏 田 は 団子 の よう に な 
る 程度 で あっ た 。 棲息 数 は 調査 期間 を 通じ て 両者 間 に ほ 
と ん ど 差 が みち られ な か っ た が , HEHE DS5 月 
下旬 で あっ た の に 比 し , 湿 田 で は 6 月 下旬 で 1 か 月 る お 
そ か っ た 。 そ を の 理由 は よく すく わからない 8 

棲息 部 分 別 じ みる と , 冬期 間 中 は 大 部 分 が 根 に 付着 し 
て , 土 中 じい る も の は 少な い が , HULA D> BMRB It 


Echinocnemus squameus BILLEBERG in Himeji Province. By 
Chugoku National Agricultural Experiment Station, Himeji, 
lied Entomology and Zoology, vol. 1, no. 4. 
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な れる る も の が 多く な っ て いる 。 
功 虫 お よび 遇 の 死亡 率 と 土壌 水分 と の 関係 

幼虫 ある い は 交 に よる 死亡 率 の 差異 , お よび それ ら と 
土壌 水分 と の 関係 を 知 ろ ち う と し て , 簡単 な 実験 を 行 
た 。 径 9cm, 深き 10cm の シャ ー レ に 約 300 g の 土壌 
を 入れ , 含水 量 を 異 に し て 各区 3 個 の シャ ー レ を 用 い , 
各 シ ジ シャーレ の 供 試 躍 は 10 頭 と し た 。 実験 は 2 回 行い , 
第 1 回 は 幼虫 を 供し て 4 月 25 日 開始 5 月 23 昌 調査 , 第 2 
回 は 映 化 直前 の 幼虫 お よび 上 踊 を 供し て 5 月 24 日 開始 6 月 

世に 調査 選 た 8 
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第 1 図 ERK CMRRLEOME 


その 結果 は 第 1 図 の と お ぉ り で , 越冬 幼虫 より も 遇 化 直 
前 の 幼虫 , それ より も 上 由 の 死 虫 率 が 高く いずれ る も 土壌 
AB: 20% 前 後 の 陸 最 も 死 虫 素 が 低く て AVE 0 HEIR 
ある い は 湿潤 に な る に し た が っ て 高く な っ て いる 。 

Re D #2 FH IK Ue 

BC DEATH eA LCA CREATAZICD, その 
後 現 れ た 葉 身 の 中 天 付 近 た に, MIT IEF LIABORE 
を 生ずる 。 

4 月 1 日 , 5 月 1 日 , ぉ よび 6 月 11 日 植 の 直播 田 で , 
FESR + HERR - HHO O38 品種 よ 9 被害 茎 各 10 革 を 
tot, 7 月 24 日 被害 状況 を 調査 し た 。 播 種 期 お よび 
品種 と よる 差 は 特に 認め られ な か っ た の で , 90 茎 に つい 
て の 調査 結果 を まとめ て 示す と 第 1 表 の と お り で ある 。 

と の 虫 に よる 和 の 被害 は 葉 身 が 折れ て 切り と られ る こと 
と に ある が , こと の 調査 と お いて 折れ な い 見 込 の る の は 
16% で , 折れ る 見 込 の る の と 折れ た る も の の 合計 は 84% 
で あっ た 。 そ を そし て 折れ る 部 分 は 第 1 表 で わか る よう に 葉 
身長 の ほぼ 50% CHS. 

幼虫 の 根 に 対す る 害 は , 姫路 地方 で は 大 し て 問題 に な 


Rl Hh Ok BK 


調 # 項 目 最小 | 最大 | 平均 
1 茎 当 り 葉 数 2| 6| 3.4 
1% 0 wee EH Ta) coli 
wei ( 心 葉 を 1 と し て ) 1) we ae a5 
被害 孔 の 上 下 の 段 数 1 ms RN 
被害 孔 の 左右 の 列 数 1 6) 26 
#25 (mm) ei 115 | 418 200.3 
HTB ED BEALE EET | 9) 247 100.0 
BEB FEL ED BLES CO 1 | 129 20.7 


B7EWE I CHS. 
BOE ¢ Bit REO 

1952 年 に 1 区 6 坪 と し て , 播種 ある い は 移植 期 を 異 に 
し た 直播 田 と 移植 田 を 設け , 7 月 中 旬 各 区 50 株 に つい 
CHEZ HMEL, 翌年 4 月 上 旬 各 区 10 株 を 掘り 起 
し て 幼虫 数 を 調査 し た 。 

EOREU GRR. BD eR 
直播 の 場合 も 移植 の 場合 る まっ た せく 同 傾 向 を 示し て い 
a ee 
BT, COMBITBES It LIDS oa TRY UWS 


SES (SURF |) BSG ty (SLESEO |) Rae 


or — 
Vi3 V28 Vil2 Viz Vill VULS 4 


0 
IV,2. IV1i 1V,22 V1 t 3 
V22 VI2 Vl3 Vi24 Vill Vlg Vil23 VIL28 VULG6 IX.6 #f 


Mile LUCHA 
20 播種 お よび 移植 期 と 被害 と の 関係 


直播 と 同一 月 日 に 播 い た 苗代 を る 設け た が , HICK 
害 が まっ た 認め られ な か っ た 。 

移植 期 と 被害 と の 関係 に つい て は , その 後 も 引続き 2 
か 年 試験 し た が , 1953 年 に は 6 月 21 日 植 , 54 年 C に は 6 
月 1 日 植 に 被害 が 多く , 年 に よっ て 多少 傾向 を 異 に し た 。 
被害 の 多かっ た も の は , 成虫 最多 期 の 笑 あ る い は 水田 
の 状態 じ に ぉ いて , 本 虫 の 来 集 ある い は 食害 に 好適 し た 共 
psd oie hb OLED. 


vy 
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日 本 昆虫 学会 第 17 回 大 会 
日本 昆虫 学会 創立 40 年 を 記念 する 策 17 回 大 会 は さる 10 
月 5 日 か ら 7 日 まで 東京 上 野 の 国立 科学 博物 館 講 堂 で 開 
催さ れ , 全国 各地 か ら 200 名 あま り の 参 会 者 を 迎え , 大 
会 策 芽 昌 の 午後 は 総会 の ほか に 40 周 年 記念 講演 COT 
HAR), 公開 講演 < 和信 木 誠 政 博士 ; BKM), 舞踊 , 
映画 な どの 催し が あり , い ずれ も DD CHE CH aK 
一 般 講演 中 応用 慣 虫 学 関係 の も な る の は 次 の と お り で 
ある 。 
第 日 落合 照雄 (長野 西高 ) 長野 県 裾 花 川 里 島 発電 所 
の 発電 害虫 に つい て 


藤本 重 広 (大阪 府 大 農 ) アワ ノメイガ に 関す る 形態 的 
考察 

児玉 行 (大阪 府 大 農 ) HEE Chilo 属 (Pyralidae) 
幼虫 の 形態 

2A Re (RBA) ハイ マツ を 加害 する マツ 
の シブ 


小山 長雄 ( 信 大 繊維 ) マダ ラテ ント ウツ 属 甲 中 形態 各 発 

育 時 期し に お ける 地方 和 的 差異 て つい て 

村山 醸造 CUOAKE) 中 国 地 区 の キク イム ジ シ 相 に つい 

西島 浩 EK) <2 VY 74 HORI BARIT 
関す る 続報 

小泉 憲治 (岡山 大 農 ) 秋 に 羽化 する ドク ガ の 経過 

野田 一 郎 (愛知 大 教 ) アブ プラ ムシ の 有 有 計 型 出現 に つい 
(6 

安江 安 宜 ・ 河 田 和 雄 (大原 農 研 ~ マダ ラテ ント ウツ 類 の 
後 腺 子 発育 と 及ぼす 温 湿 度 の 影響 

田中 正 (宇都 宮 大 農 ) BRETT FAV cP VOR 
棲 関係 

福島 正三 GARE) VY vy TRC SAB te 

HED) Cs 

加 稼 正明 (前 橋 営 林 局 ) カラ マツ アカ ハバ チ の 生態 と 
防除 ; 
また 大 会 第 3 日 に は 次 の シン ポジ シウム が 開か れ 723 

演題 エ . 甲虫 類 の 「 種 」、 の 分 化 と 分 布 の 問題 


座長 FoF 
aia 1. AAAVsUVVRVTY |b VROKRO 
問題 安富 和男 ( 予 研 ) 
が .2。 オサム ジ シ 類 の 種 の 問題 . 


PARE (西京 大 ) 


報 
ie 3. マイ マイ カプ ブリ の 分 布 を 論 ず 
馬場 金太 郎 (新潟 県 ). 
Wa. 昆虫 の 栄 礁 生理 座長 TRE AIK 


EL OR & BF EO RPE 
石井 象 二郎 CR 
絹糸 蛋白 質 主 要 構 成 ア ミ フ ブフ 酸 の 奏 体 内 
に お ける 生成 経過 福田 紀文 ( 秦 糸 試 
な お 記念 事業 の 一 つと し て 10 月 1 ユ 1~13 日 日本橋 自 木屋 

に お いて 「 世 界 の 昆虫 展 」 が 開催 され た 。 生 物 学 研究 所 

か ら 際 下 御 採集 の 特別 出品 を は じ め , SROKA BB, 

Bbw YP eELT SH 300 点 の 出品 が あり , 2 日 に は 天 

皇 際 下 の 行 幸 を 仰ぎ , また 10 日 に は 皇 太 子 殿下 を お 迎え 

し た 。 参 会 者 も 20 万 人 を こと える 盛況 で , 昆虫 学 の 啓蒙 普 

及 に 非常 に 効果 が あっ た 。 

日 本 衛生 動物 学会 東日本 支部 大 会 
10 月 13 日 , 東京 文化 医学 技術 学校 に お いて 開催 され た 。 

一 般 講 演 終了 後 , 「 衛 生 害 虫 学 の 研究 が 実地 に いか に 応 

用 され て いる か 」 と いう ぅ 題目 で , 座談 会 が 行わ れ た 。 こ 

れ に は 。, 最近 開催 され た 「 カ と ハエ の いな い 生 活 」 実 貴 

運動 ブロ ッ ク 別 技術 講習 会 の 話題 を 中 心 と し て , 朝比奈 

正二 郎 博 士 座長 の も Lit, EX, HE, 安富 和男, 
緒方 一 喜 の 各氏 , おぉ よび 厚生 省 環 境 衛 生 課 担当 官 を 報告 

FNC, 活発 な 論議 が 行わ れ た 。 

当 且 の 一 般 演題 は 次 の と お り で ある 。 

I] 宏 (資源 研 )・ 阪 吾 洗 平 ( 阪 大 微生物 研 ) ヤマ 
ネ お よび リス に みい だ し た Monopsyllus の 
ノミ 2 種類 

熊田 信夫 ( 東 医 歯 大 医 動 物 ) 本 邦 新 記録 の ノミ 2 種類 
EDIE 

黒 佐 和義 ( 伝 研 寄生 虫 ) カミ キリ モドキ 類 し に よる 上 友 摩 
炎 に つい て 

URES ( 久 根 鉱 山 診療 所 ) 静岡 県 産み 族 の 生態 学 的 

研究 世 .」31 年 度 山 羊 舎 に て 採集 し た カカ 族 の 
季節 的 消長 

大 森 康正 REG) 新潟 県 加茂 市 の 一 生 舎 に おけ 
る カカ の 季節 的 消長 

原 淳 ・ 岡 田 光太郎 ( 順 天 大 生物 ) 日 本 の カ の 分 類 
生態 学 人 的 研究 VW. 旦 本 未 記録 種 と 思わ れる 
ヤブ プ カ 亜 属 の 1 種 に つい て 

緒方 一 喜 ・ 野 口 圭子 FRED) BK 「 猛 ・ 池 庄司 敏 
BA ( 伝 研 寄生 虫 ) 東京 施 外 一 農村 に お ぉ ける へ 


講演 1. 


I Ph, 


19574412 会 
エ 発 生 動 態 

北岡 茂男 ABH) 4 TAYE ORBIC METH 
度 効果 


鈴木 猛 ( 伝 研 寄生 虫 )・ 緒 方 一 喜子 研 尼 虫 う ・ 長 田 
秦 博 ・ 平 社 俊之 助 ( 伝 研 寄生 虫 ) ヒメ イエ バ 
エ の 発生 源 に 関す る 観 宗 

加納 六郎 ( 東 医 歯 大 医 動物 ) 沖縄 の ニク バエ に つい て 

佐々 = (eee) - 真中 春男 (長岡 保健所) 
Dermatophagoides 属 の ダニ に 関す る 新知 見 

福井 正信 ( 伝 研 寄生 虫 ) ササ ラダ ニ の 日 週 活動 に つい 


—_ 


ss 

小山 千 方 樹 (千葉 大 医 動物 ) 大 平 肺 吸虫 の 新しい 第 1 
中 間 宿 謀 に つい て I. 

森川 達二 (理大 医 動物 ) 上 高地 周辺 の 野 刀 お よび その 
ISB AF BIT OUT 

長田 泰博 ・ 佐 藤 金 作 ・ 田 中 英文 ( 伝 研 寄生 虫 ) ドブ ネ 
KS ORBITS 4 研究 

鈴木 猛 ・ 平 社 俊之 助 ( 伝 研 寄生 虫 ) ヌカ カ 幼 虫 駆除 
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に 関す る 予備 実験 
ASEM + AGRA ( 新 大 医 動物 ) 
平 社 俊之 助 ( 伝 研 寄生 虫 ) 殺虫 剤 処理 の 濾紙 面 に 対す 
る 水分 滴下 の 殺虫 効 果 に 与え る 影響 
草野 皿 治 CRAKE) クマ リン 系 殺 良 剤 の 毒 作 用 に 関 
34x, SOR Re * 
第 4 回 国際 生化 学会 開催 に つい て : 
第 4 回 国際 生化 学会 ば 1958 年 9 RIL ADS 6 日 まで オォ え 
—AKUNOUV 4 = CHHEIMS > SRiIKRS, vv 
ポジ ウム , コロ キ ウ ム お ね よび 分 科 会 に 分 か が れ て いる 。 総 
会 で は 特別 講演 お よび 各 シ ン ポ ジウ ム 代 表 者 の 報告 が 行 
われ る 。 シ ジ シンポ ジウ ム は 12 の 題目 と つい て 討論 が 行わ れ , 
EO DC ( BROAMES | bP HMANTWOS, コロ キ 
ウム は 四 つ の 題目 に じ つ い て 討論 が 行わ れる 。 一 般 講 演 お 
よび 展示 は 17 の 分 科 会 に 分 か れ て 行わ れる 。 
参加 申込 は 1958 年 6 月 30 日 まで に , また 講演 申込 は 同 
5 FL ARCRUIIS, SHit 320 オー スト リマ シン 
Vi FZ AGS IA) or vas 
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昭和 33 年 度 文部 省 科 学研 究 費 等 分 科 
審議 会 委員 候補 者 推薦 

下記 審議 会 に は 上 農学 部 門 よ り , 近藤 頼 選 ・ 伊 療 秀 夫 ・ 
IA Lao 3 RBA LU CECH. Tl1Sd3, ABA 
山 委 員 は 明 年 3 月 31 昌 で 任期 を 終了 する た め , 後任 候補 
者 の 推薦 依頼 が あっ た の で , 常任 評議 員 会 で は 本 学会 よ 
9 馬 坂 和英 氏 を 推薦 上 申し た 。 

第 3 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 例会 

第 3 回 例会 を 昭和 32 年 10 月 26 日 午後 2 時 か ら 鹿 業 技術 
研究 所 と お いて 開催 , 次 の 講演 だ が あっ た 。 参 会 者 約 30 名 。 

1. 家 奏 脂肪 組織 に よる 蛋白 質 合成 に つい て 

BM & EAR) 

家 奏 の 脂肪 組織 は 幼虫 5 FHC Is CH WEBS < 
増加 する 。 と こと ろ が , 単位 生体 重 あ た り の 組織 令 上 白 量 は 
5 令 中 期 ま で わずか に 増加 する が , それ 以後 就 奏 期 ま で 
の 間 に 著 し い 減 少 を 示す 。 一 方 , 体液 の 一 定 容 あたり の 
BARS 令 中 期 以後 急増 する 。 両 貧 上 白 を 濾紙 電気 泳動 
法 で し ら べ る と , いずれ も 三 つ の 主 成分 より 成る が , 脂 
肪 組織 夏 和 白 は 5 谷中 期 と に は グロ ブリ ン が 主 成 分 で ある の 
に 反し , 吐 和 糸 期 以後 史 初 期 て に は アル プ ミ ン の 割合 が 大 き 
な る 2。 一 方 , 体液 集 邊 の アフ ノブ プン / グ ロブ リシン 比 は 発 
育 経過 に つれ で 減少 する 。 次 に , 脂肪 組織 に よる 令 百 合 


成 を C*ー アミ ノ 酸 の 取込み 速度 に じ に よっ て で 比較 すず る と 
5 令 中 期 が 最も る 合成 能力 が 大 きく , とこ の 取込み 速度 は 組 
織 呼 吹 の 大 き さ と 密接 な 関係 に あっ た 。 さ ら に , 5 令 5 
日 目 の 脂肪 組織 と よる de nove ORESKE DWH 
べた が , 30°C, 5 時 間 で 約 27 の 合成 を 示し , と の うぅ 
ち 約 12 が 組織 外 に 分 小さ れ て いた 。 こ の 反応 が 酵素 反 
ISTHS TEX, SOMRO SRAM. BIT 
る が , 著者 は 脂肪 組織 に よる 分 小便 百 は 体液 蛋白 の グロ 
ブリ ン 部 分 を 構成 する の で は な いか と 仮定 し て いる 。 ま 
た , 組織 乾物 重 の 変化 と 蛋白 質 代 謝 の 変化 と か ら , 54 
期 に と お いて 脂肪 組織 は 機能 的 に 二 つ の 時 期 に 分 けら れる 
と 考 肝 れる 3 
2. 中 国 の 植物 防疫 事情 を 視察 し て 
尾上 哲之 助 (東亜 農薬 ) 
中 園 の 植物 防疫 事情 , と くに 試験 研究 機関 の 様子 や 上 農 
薬事 情 を スラ イド を 用 いて 説明 し た 。 
昭和 33 年 度 日 本 応用 動物 昆虫 学会 大 会 

明 年 度 日 本 農学 会 大 会 は 昭和 33 年 4 月 5 Ce) 午後 
東大 農学 部 で 開催 され る 予定 で , 当日 は 昭和 33 年 度 日 本 
農学 会 賞 授賞 式 な ら び に 受賞 者 講演 が 行わ れる 。 

な お , 各 専 門 分 科 会 は と の 日 を 中 心 に 東大 農学 部 を は 
じ め 各 所 で 開か れる が , 日 本 応用 動物 昆虫 学会 大 会 る 3 
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月 末 あ る い は 4 月 初め の 3 日 間 を 通じ て 東大 農学 部 で 開 
催す る 予定 で ある 。 
会 シン ポジ ウム 
明 年 度 応 動 昆 大 会 ジン ポジ ウム は , lOHS0A REN 
研究 所 で 開か れ た 準備 委員 会 (BBR 三坂 和英 氏 ) に 
お いて 次 の よう な プロ グラ ム で 開催 され る と と に 内 定 し 
Ti 
I. 午前 の 部 (午前 9 時 ~12 了 時) 
1. 害虫 発生 の 周期 性 座 
話題 提供 者 内田 俊郎 
2. パラ チオ ン の 微量 検定 Wy 
話題 提供 者 松山 晃 ・ 
正 名 fth 
の 物理 性 と 効力 


JMR EE BE 


x = RM 


福永 一 夫 
圧 藤 六郎 ・ 諏 訪 内 


3. 乳 列 座長 SARI 
話題 提供 者 菅原 寛 夫 ・ 人 金子 武 ・ 広 田 幸喜 ・ 
Lite DS + GRR EEN ELK - 
中 山 慶一 ・ 畑 井 直 樹 ・ 杉 本 YR 
福田 秀夫 ・ 三 宅 利 雄 ・ 関 倫 一 郎 
他 
お ける 分 類 学 の あり 方 
座長 = POF ia 
話題 提供 者 LS - RAK: AR 保 
Tl. 午後 の 部 (午後 1 時 ~5 時 ) 
1. ハダニ 類 の 諸 問 題 座長 加藤 静夫 
話題 提供 者 広瀬 健吉 ・ 江 原 昭 三 fh 
学会 代表 の 海外 派遣 
J9HECA Yay 7 CHHANAR 


4. 応用 昆虫 学 に 


1Val Sie sl 


9 回 太平 洋学 術 会 議 と 本 学会 代表 と し て 出席 する 和 双 山 覚 . 


兵 は 11 月 14 日 空路 で 出発 し た 。 
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鹿児島 大 学 附 属 図 書館 医学 部 分 館 鹿児島 市 山下 町 117 | 


Sic 節男 滋賀 県 草津 市 渋川 MARA 

渡辺 昭二 京都 市 北 区 大 将軍 坂田 町 京都 工芸 繊維 
大 繊維 ・ 育 秦 学 教室 

橋田 登 横浜 市 中 区 北仲 通 横 済 植物 防疫 所 

奥山 善雄 米子 市 旗 ケ 崎 SRBA AD 

退 会 

長崎 大 図書 館 風 土 病 研究 所 長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 

名 儀 変 更 

新 矢野 昭三 ( 旧 南 字 和 昆 虫 同好 会 ) See 
局 区 内 南宇和 高校 内 

Bk 3h 


日産 化学 工業 採 式 会 社 百 岡 農 試 村田 寿 太 郎 氏 は 本 年 
4 月 18 日 逝去 され た 。 氏 は 昭和 23 年 より 27 年 に こわ た り 庶 
用 昆虫 学会 の 評議 員 と し て 活躍 され , 本 学会 の 発展 と 寄 
Baniz, TCICOOLA CRHORSRLIIWS 
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吸収 性 昆虫 の 加害 機構 (7); ワウ モン ゴキ ブリ の 日 週 活動 は どう し て 決ま る か (19); キン バエ の 各 :stage に お け 
る 炭水化物 代 席 酵素 系 19); 放射 性 同位 元素 に よる 動物 の 標識 づけ (26); カッ オブ シム シ 幼 虫 は キチ ン を 分 解 
消化 で き な い BD; モミ の シン トメ ハマ キ の 寄生 昆虫 ( 策 1 報 ) (0); peach tree borer と large milkweed 
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